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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『シャロン、シャロン！　すまん、踊おどってたら、腐くさってた床ゆかが抜ぬけた』

「はーいっ！　後で補修します！」

『ああ、シャロン！　大変！　二階の屋根から雨あま漏もりが！　あと食料庫もからっぽよ！』

「次、行きますね！」

『シャロン、だれか手紙を届けに来たよ。ワシが出たら、逃にげてしまったが』

「あっ、はい、ありがとうございます！」

　シャロンはハタキをかけていた手を止め、パッと後ろを振ふりかえった。

　腰こしまでとどく銀糸の髪かみが、やわらかく弾はずむ。陽ひざしの揺ゆれる水面みなものような、澄すんだ水色の丸い瞳ひとみ。四し肢しはすらりと伸のびて、しなやかな若い猫ねこを思わせる体つきだ。

　その身を包むドレスは、華きや奢しやな腰をきつく締しめ、スカートの幅はばを大きくとった、一昔前のデザインだ。しかし手入れが行き届いているのと、彼女自身の上品な明るい顔立ちのおかげで、それも不思議と垢あか抜ぬけて見える。

　手紙を運んできたヒゲの紳しん士しは、シャロンがハタキをかけている肖しよう像ぞう画がと、全く同じ顔。そして彼の後ろから覗のぞきこんできた淑しゆく女じよもまた、隣となりの肖像画に描えがかれたのと同じ姿だ。

　ホールを見み渡わたせば、他ほかにも大勢の男女が歌ったり踊ったり、陽気な午後を過ごしている。

　彼らの瞳はみなシャロンと同じ、神秘的な湖面の色だ。しかしその顔色はおしなべて青く、ひんやりした空気をまとっている。

　彼らは、このアルヴィエ子し爵しやく家のご先祖だ。ベルナー王国初代神官長の血に連なる者で、つまりはシャロンの先祖の亡霊たち。すでに命は無くとも、大切な家族だ。

　もしシャロンがこの聖なる血を受けていなければ、彼らの姿はシャロンには見えなかった。──だとしたら、家財道具を極限まで売りはらった、このスキマ風吹ふく屋や敷しきにひとりぼっち。寂さびしくて、とても居られなかったろう。

　シャロンはひやりと冷たい亡霊の手から、封ふう書しよを受けとった。

「これ、もしやお兄さまから!?　……じゃないみたいですね」

　封ふう蠟ろうは、この領地の大地主、ドニ公こう爵しやくの「鷹たかにバラ」。

（公爵さまからの手紙？　宛あて名なは、アルヴィエ子爵──お兄さまだわ）

　となると、なにか重要な知らせだろうか。

　父母はとっくの昔に他界し、幼くして子爵位を継ついだ兄のシャルルも、二年前、諸国遊学の旅に出たまま行方ゆくえ不明。この屋敷に住む生きた人間は、自分だけだ。

（なら、私が読むしかないわよね）

　覚かく悟ごを決めて、封にナイフを入れた。ばらりと書状を広げる。字じ面づらを追うにつれ、シャロンの猫のような丸い瞳が、ますます丸くなっていく。

「──たっ、大変です、ご先祖さま！」

『何事だね』

　祖先の霊れいたちが、シャロンのまわりにフヨフヨと群れてくる。

「公爵さまが！　新年までに借金を返せなかったら、アルヴィエ家はお取り潰つぶしだとっ！」

『し、新年まで!?　期限まで半年とないじゃないか！』

『そんな金、この傾かたむききった屋敷をどう引っくり返したって出てこんぞ。おお、三百年続いたアルヴィエ家にも、ついに終しまいの時がやってきたか！』

　口々に悲鳴をあげる祖そ霊れいたちは、元々青い顔を、沼ぬまのような鈍にび色いろに変える。

「あっ、でも待ってください！」

　シャロンは、書状の最後の部分にくりかえし目を走らせる。




　──ただし、ベルナー王国第一王子、ユーゴ・ド・ベルナー殿でん下かにかけられし呪のろいを解くこと叶かなえば、この限りにあらず。その場合、借金を無効とし、本年一年分の税金を除す。




「殿下の呪いを解けば、借金帳消しですって！　救いの手がありましたっ」

『だがシャロンよ。ユーゴ殿下っていうのは、あの〈亡霊城の悪霊ゴースト王子・ホスト〉のことだろう』

　ぶるりと体を震ふるわす祖霊たち。シャロンは自分を落ち着かせようと息を吐はきながら、彼らを振りかえった。

「アルヴィエ家の者は、古き祖先の、神官の血を引いています。霊を見て、霊と語らうことができる血。公はそれをご存知で、こうして話を持ってこられたんだわ」

『だが、肝かん心じんのシャルルがいない。ヤツが戻もどってくる気配などないではないか！』

「そうです、どうしましょう。いずれ公爵さまの使者が来ます。お兄さまが行方知れずなのがバレたら、期限を待たず、即そつ刻こく、爵しやく位い返上ですよ。女の私では爵位を継げませんし」

　にぎやかだったホールが、一人二人と口を閉とざし、ついにはシンと静まりかえった。

　誰だれか、替かえ玉を立てる？　しかし祖霊の彼らではその役目は果たせない。普ふ通つうの人間の目に亡霊は映らないのだ。でも誰かが公の招しよう請せいに応こたえなければ、この家は終わってしまう。

　それに問題は、子爵家の誇ほこりだけじゃない。アルヴィエ家が潰れれば、この領地に住まう人たちも、みな路頭に迷うことになる。

（他に頼たよれる人って言っても……）

　兄は留学に出る前、「何かあったら相談しなさい」と、親友に、シャロンとアルヴィエ領のことを託たくして行った。その親友の彼は、兄との約束を守り、時おり領地の管理を手伝いに来てくれる。彼なら兄と同じ年頃ごろだから、替え玉には適任だ。

（でも、まさか亡霊城に行ってくれなんて、頼たのめないわよ）

　何の得にもならないのに、シャロンや街の人たちのために手を貸してくれる、優やさしい人だ。それを自分たちのために命を賭かけてくれなんて、とても言えない。それに家族同然の付き合いをしてきた彼が危険な目に遭あうなんて、恐おそろしくて考えたくもない。

　だったら、どうする──？

（みんなが守り続けてきたこの家を、私が潰してしまうわけにはいかない）

　視界のはしに、卓たく上じようのナイフが目に入った。さっき封ふう筒とうを開けるのに使ったものだ。

　シャロンは、ずらりと並ぶ先祖の肖像画を見渡してから、しばし、固く目をつぶった。

　頭に浮うかんできた唯ゆい一いつの策。それを奥歯にぎりりと嚙かみしめる。

　腕うでを伸ばし、ナイフを手に取った。でも、その手は自分でも笑ってしまうくらいに震えている。体が、感情が、自分の理性が出した答えを、必死に拒きよ否ひしてる。

（……イヤだ。やっぱり、無理よ）

『シャロン、どうしたね？』

　心配げな、ご先祖の声こわ色いろ。

　家や領地の未来を決めるのは、本来は男の役目だ。私は女だから何もできません。誰か助けて。そう言って泣き崩くずれてしまうのは簡単だ。けれど。

　父の死後は兄きよう妹だい二人で、兄が不在になってからは、シャロンの女手ひとつで、領地を、領民をどうにか養い続けてきた。それを、無責任に投げ出すのか。

　街の人たちの顔が、順じゆん繰ぐりに頭に浮かんでくる。みんな、爵位を持った兄が行方不明でも、それを外に隠かくして、シャロンに付いてきてくれた。シャロンの失敗も全部ひっくるめて、「ウチの領主さまは頼りになる、サイコーの男前だ」なんて笑いかけてくれた。シャロンが街へ出れば「一人の食しよく卓たくじゃ寂しいでしょう」と、貧しいながらも精いっぱいのもてなしをしてくれた。その人たちを見捨てて、女だからなんて、自分を甘やかすの？

（そんな事できないわ。何を犠ぎ牲せいにしても）

　シャロンはゆっくりとまぶたを持ち上げ、瞳をキッと前へ向けた。その瞳は、もうセノーテの泉のように澄んで、満ち満ちた決意に煌きらめいている。

「ご先祖さま。私は、決めました」

　シャロンはナイフを摑つかみとる。そして己おのれの腰まで届く髪かみ房ふさを、左手へからみつけた。あらわになる白いうなじ。亡霊たちは息をのむ。

　この国で、女の短たん髪ぱつは不ふ貞ていの証あかし。同じ長さに伸びるまで、女としては生きられない。

　──でも。シャロンは、ためらう腕を叱しつ咤たして、一息にナイフを滑すべらせた。

「私シヤロンは、男になります！」

　月ムーン灰・グレイの髪房が、ばさりと音をたて、床に落ちた。
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　ヒザの書類に走らせていた羽根ペンを止め、シャロンは馬車の窓に目をやった。

　異様に大きな月が、一面の花畑を照らしている。

　波のように咲さき誇るあの紫むらさきの花は、このベルナー王国で「シャロンのバラ」と呼ばれ、染せん料りようとして珍ちん重ちようされる特産物だ。元々「シャロン」とは、花の咲き乱れる架か空くうの理想郷の名。その名を冠かんしたこのバラも、実際、他国との交易で外貨と富をもたらす、ありがたくも貴重な花なのだ。

（私も「シャロン」だけど、残念ながら、こっちは富なんてご縁えんがなかったみたいだわ）

　ヒザの上の借入書のぶ厚さに、ため息をひとつ。馬車はガラガラと音を立て、針葉樹の一本道に入っていく。

　これから会いに行く、ユーゴ殿下、悪霊ゴースト王子・ホストと噂うわさされる彼は、一体どんな人なのだろう。

　シャロンはアルヴィエ領からほとんど出た事がない。王太子さまについて知っているのは、彼が現国王の一人息むす子こで、三年前に立太子した第一王位継けい承しよう者だということくらいだ。

　だが噂話には、彼は立太子した直後、魔ま術じゆつ師しに呪いをかけられ、以来、公おおやけの場に姿を現していないと聞く。呪われた彼の凄すさまじい姿をひと目見れば、心臓が凍こおって死ぬだとか、彼の住む城は悪霊だらけの「亡ぼう霊れい城」だとか。更さらには、そこに立ち入った女によ人にんはただ一人として帰らず、悪霊の花はな嫁よめにされたとも。

　家では祖霊と暮らしているくらいだから、今さら霊は怖こわくない。行き先の「亡霊城」に悪霊がいるのは構わないのだが、悪霊王子のほうは別だ。呪いを解きそこなったら、「役立たずめ」と首をハネられるんじゃないだろうか。

　夜の森の不ふ吉きつなまでの暗さにぶるりと震え、シャロンは短くなった襟えりあしを指ですいた。

　後ろ髪がみがスカスカと心もとないのも慣れないが、なにより、この男装姿。

　馬車のガラス窓に映るのは、明るい水色の瞳ひとみの、いかにもしっかりした貴族のご令息、だ。

　クラヴァットの結び目もきっちり、革かわ靴ぐつも曇くもりなく磨みがき上げてある。十六の誕生日をすでに迎むかえたシャロンだが、兄の少年時代の衣装を借りたこの姿では、もう少し若く見えそうだ。

　そしてささやかな胸むな板いたは、潔いさぎよいまでの平らぶり。ドレスの時には寄せてあげての苦労をしてきたが、その屈くつ辱じよくから解放されたのは喜ぶべきこと──。

（よね？）

　背が高いせいで亡なき母のドレスが合わず、フリルを縫ぬい足し、ごまかしていたくらいだ。ドレスよりも、この衣装のほうがしっくりくる。実家の切り盛りに、男の中で立ち回っていた時点で、ご先祖さまからは「嫁よめの貰もらい手がなくなるぞ」と嘆なげかれていたのだが、この姿には、彼らもより深刻に将来を憂うれえたようだ。

　……確かに、心身ともにサマになってしまっている。

（これならきっと、誰も中身が女だなんて思いもよらないわね）

　窓に映った自分の姿を見つめていたら、なんだか空むなしくなってきた。

　ややあって、夜の花畑を抜ぬけた突つき当たりで馬車が止まった。

「シャルルさま。到とう着ちやくいたしました。お降りくださいませ」

　呼ばれたシャロンは、ハッと背すじを伸のばす。

「はい！　ありがとうございます」

　そうだ。今日からは兄シャルルの名を借りて過ごすことになる。呼ばれてすぐ応えられるよう、気を引きしめておかなければ。シャロンは小さな唇くちびるを、ぎゅっと横に結んだ。清算してもらうつもりの借入書の束をカバンにつっこみ、恐る恐る、地面に足を下ろした。一いつ泊ぱくと二日、座り通しだったせいで腰こしが痛い。

　と、御ぎよ者しやはすばやく馬車の扉とびらを閉め、シャロンと目を合わせぬように、斜ななめ下を向いた。

「シャルルさま。今回のことは、お国の重要重大なお役目でございます。殿でん下かを呪のろいからお救いするのは、すなわち我が国を救うこと。ですから、あなた様が、もしも、もしも命を落とされたとしても！　きっとあちらの世では、神が幸福を約束してくださいますからっ」

　お怨うらみにならないでくださいねっ！　そう叫さけぶや否いなや、彼はひらりと御ぎよ者しや台だいに飛び乗り、ふりきるように馬にムチを入れた。馬車はまたたく間に花畑の一本道を遠ざかっていく。

「……あちらの世に行く前に、ぜひとも現世で幸せになりたいわ」

　舞まいあがる砂ぼこりに咳せきこんだシャロンは、ゆるゆると背後を振ふりかえった。

　黒い雲が月を隠している。眼前にそびえ立つ亡霊城は、巨きよ大だいで不気味な影かげだ。

　黒と灰色だけの単調な世界。いくつもの尖せん塔とうに、蔦つたのからまったレンガの城じよう壁へき。朽くちかけた跳はね橋。遠くには人ひと気けのないバルコニーが見える。手前に広がる前庭は、黒い波のように植物が生おい茂しげり、倒たおれかかった東あずま屋やが覗のぞいている。

　冷たい風が吹ふきつけ、シャロンは薄うすい肩かたをすぼめた。

　悪あく霊りようよりも呪いよりも、この世で一番恐ろしいのは、身に迫せまる借金だ。

　よしっとシャロンは拳こぶしを握にぎる。

「借金帳消しの栄光を摑むまで、みごと女を捨ててみせるわ！」

　シャロンは意を決し、亡霊城の腐ふ食しよくした鉄てつ扉ぴに手をかけた。
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　バラをかたどった重たいノッカーを、二度鳴らしてみる。

　だが扉の向こう側に、人が動く気配はない。ノックして、待つ。それを幾いく度どか繰くり返した後で、シャロンは息をついた。

「こんなところに王子さまが住んでるなんて、やっぱり何かの間ま違ちがいよね」

　踵きびすを返そうとした瞬しゆん間かん。前まえ触ぶれもなく、すさまじい勢いで城扉が左右に開いた。

「！」

　バンッと大きな音が響ひびいたが、──その後は静まり返る。

　飛び上がったシャロンは、波打つ胸を押さえ、中を覗きこんだ。亡霊は怖くないが、こういう物理的な攻せめ方をされると心臓に悪い。

　入れ、という事だろうか。

　色タイルを組み合わせた石床ゆかに、かつん、とシャロンの踵かかとが音を立てる。

　床には白く積もった埃ほこり。蠟ろう燭そくを灯ともしたシャンデリアが、ぼんやりと赤い光で城内を照らしている。天てん井じようが見えないほどの吹き抜け。真しん紅くのカーテンは、曇った大ガラスの前で、ボロ雑ぞう巾きんのように引きちぎれてぶらさがっている。──まるで、廃はい墟きよだ。

「どなたか、いらっしゃいますか？」

　シャロンが中に歩みを進めたとたん、また大きな音をたて、背後の扉が閉まった。

（今、勝手に閉まったわよね）

　おもむろに首を後ろに回すが、やはり、誰だれもいない。その代わり、今しがた閉まった扉に、べったりと黒い影のようなカタマリが貼はりついていた。見み渡わたせば、扉にだけじゃない。壁かべの隅すみにも大階段にも、シャロンの靴くつにも、黒い影がのっぺりとわだかまっている。

「な、なにこれっ」

　思わず足を振り上げる。と、黒い影は霞かすみのように散り、しかしまた少し離はなれたところにモヤモヤと集まりだした。その影の中に、ちら、と黄色く光る点が、二つ漂ただよっている。その光が一瞬、目のように見えて、シャロンは背すじを凍らせた。

「──何者です？」

　突とつ然ぜん、背後に響いた若い男の声。

　振り向く間もなく、首筋に、ひやりと冷たい物が当たった。

　抜き身の剣けんが、シャロンの首の柔やわ肌はだに触ふれている。

「ひえっ!?」

　背後で殺気をほとばしらせる相手の顔が、剣けん身しんに映りこんでいる。

　──ブロンドの髪かみの、中性的で優やさしげな顔立ちの青年だ。だがその金茶の瞳は、シャロンがこれまでの人生でまみえたことのない、危あやうい狂きよう気きをはらんでいる。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく立ち尽つくすシャロンは、剣に映りこむその顔が、にやりと楽しげに笑えむのを見た。

「もう一度だけ問います。君は何者ですか。迷子？　伝令？　それとも、刺し客かく──？」

「わっ、私はっ、シャルル・アルヴィッ」舌を嚙かんだ。

「シャ、シャルル・アルヴィエです。ドニ公こう爵しやく閣下の命を受けて参りましたっ」

「公爵の？　本当に？」

「は、はいっ」

　チッと短い舌打ちが聞こえた。刺客じゃないなら殺ヤれないか、と、物ぶつ騒そうな呟つぶやきまで聞こえたのも、気のせいじゃないかもしれない。

「仕方ない。案内します」

　剣を引いてはくれたが、鞘さやに戻もどす音はしない。

　シャロンの前に出た青年は、こちらを振り返らずにスタスタと大階段をのぼりだした。

　彼の後ろ姿に、シャロンは目を瞬またたいた。白い生き地じに金糸の模様をちりばめた、派手派手しい衣装。これは王立騎き士し団の制服じゃないだろうか。服装からすれば、王子の近衛このえ騎士のようだが、その右手にぶらさがっているのは、抜き身の剣。何かおかしなマネをしたらすぐに斬きり捨てると──、そういうことらしい。

（この、血に飢うえた狂きよう犬けんみたいな目をした人が、王子さまの近衛騎士？）

　さすがの悪霊ゴースト王子・ホストは、周りに置くのも血ち生なま臭ぐさい人間らしい。亡ぼう霊れい城が危険なのは承知で来たが、こういう具体的な危険は予測してなかった。とんでもない所に来てしまったようだ。

「先に名乗られたので、一応、私も礼れい儀ぎとして名乗っておきます。リオン・ノエル。殿下の護衛です。ま、どうせスグに帰るんでしょうから、覚えなくてもいいですけど」

　リオンは廊ろう下かの突き当たりの部屋の扉を、ノックもせずに押し開けた。礼儀を語ったその直後、ぞんざいなマナーだ。

「殿でん下か、客ですよ」

　通されたのは、広い豪ごう奢しやなダイニングルームだ。

　いや、豪奢だった、と言うべきか。ホールと同じく、クモの巣すと一体化したシャンデリア。きらめく──きらめいていたはずの、曇くもった銀器。

　巨大な長テーブルには、一人の青年が腰をおろしている。彼は待ちかまえていたように立ち上がり、こちらに顔を向けた。シャロンはその形相に、ひっと喉のどを鳴らして凍こおりつく。

「リオン！　貴様、よくもノコノコと出てこられたな！」

　燃えるような赤い髪を後ろに撫なでつけた彼は、髪と同じ色の瞳ひとみに、射殺さんばかりの光をギラギラさせている。彼が身に纏まとっているのは、襟えりに鷹たかの紋もん章しようが入った神官服だ。リオンの華か美びな服装と対照的に、よけいな装そう飾しよく品をつけない、こざっぱりとした印象だ。しかしその顔つきも体格も、むしろ武人。ローブの下にちらりと覗いているのは、たぶん、剣の鞘だ。

「なんですか、エド。ギャンギャンわめかないでくださいよ、うるさいなぁ」

　リオンは耳を両手でふさぎ、エドと呼ばれた怒いかれる青年に、くるりと背を向けた。

「殿下、ここにはいませんでしたね。執しつ務む室かな。行きましょうか、シャルル・アル……、アルヴィ？　なんだっけ、まぁいいや」

「えっ、あの、この方は？」

　こんなにも怒りに燃えている人間を放置していいのだろうか。

　だが、シャロンがリオンを引き止める前に、リオンのほうが急に足を止め、もう一度こちらを──、いや、エドのほうを、ゆるりと振り返った。唐とう突とつに全身から立ち上る殺気。

　背後を見やれば、エドが剣を抜ぬき、リオンに向かって突つきつけていた。

「何度口で言っても分からねぇなら、お前の流りゆう儀ぎで言い聞かせてやる」

「……私に剣を向けるとは、いい度胸ですね。エド」

　半眼になったリオンは、剣をスイッと構える。青年二人は火花を散らして睨み合う。もはやどちらもシャロンの存在など目に入っていない。

　二人は同時に動いた。激しい剣けん戟げきの音がシャロンの頭の真上に響く。シャロンはとっさに身を屈かがめて避よけ、壁かべ際ぎわへ飛び退すさった。

「ちょ、ちょっと！　こんなところで剣を抜くなんてっ！」

　彼らの振りまわす剣の巻き添ぞえを食って、花か瓶びんが倒れる。壁の肖しよう像ぞう画がが落ちる。カーテンに穴が空く。お高そうな銀の燭しよく台だいが、甲かん高だかい音を立てて宙へ弾はじき飛ばされる。

「なっ、なにコレッ!?　亡霊城だと思って来たのに、これじゃ暴力城でしょ！」

　飛来してくる様々の物体を避けながら叫さけぶと、隣となりから、穏おだやかな笑い声が聞こえた。

「ハハッ、面おも白しろいことを言う少年だ」

　低く艶つやのあるテノール。はっと横を見ると、いつの間に部屋に入ってきたのか、新たな黒くろ髪かみの青年が、シャロンの隣に立っていた。

（──なんて華はなやかな人）

　思わず目をむいた。年の頃ころは、二は十た歳ちに届くか届かないか。宵よい闇やみの空を硝子ガラスに閉じ込めたような紫むらさきの瞳。高く通った鼻び梁りように、引き締しまった頰ほお。

　彼はシャロンと目が合うと、薄うすい唇くちびるをにこりと微ほほ笑えませた。男らしい精せい悍かんな顔の作りだが、表情は優しげで、そして華はな々ばなしい。艶のある黒ブル髪ネツトが、彼の華美な容姿に大人らしい落ち着きを添そえている。

　だが、その落ち着きが、場ば違ちがいだ。彼は平然と騒そう乱らんのダイニングを眺ながめているが、全くもって平然としている場合じゃない。ふっ飛んできたフォークが足元の絨じゆう毯たんに突き立ち、シャロンは危ういところで足を引いた。

「この二人、なんなんですかっ！　何があって、こんな決けつ闘とう騒さわぎにっ!?」

「リオンが食事当番をサボッて、仕事を押しつけられたエドが腹を立てたと、そんなところだろうな」

「そんなくだらない理由で!?」

　開いた口がふさがらない。

「あなた、のんびり観戦してないで、止めてくださいっ！」
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「止める？　いいんじゃないか。ストレス発散には適度な運動が必要だろう」

「バカなこと言わないでください！　適度どころか過度です！」

　こうしている間にも、シャンデリアのパーツが弾け飛び、壁のタペストリーが二つに裂さけ、銀の皿が宙を舞まう。音を立てて転がっていく高級食器に、シャロンの目は釘くぎ付づけになった。

「あの銀の皿、一枚売れば、ひと月分の生活費にっ！」

「よそ見してると危ないぞ」

　隣から腕うでが伸のび、シャロンの肩かたを軽く横へ押しのけた。体を傾かしげたシャロンの、顔の脇わき。ひゅっと風を切り、何かが真横をすり抜けた。

「ひっ!?」

　今しがた顔のあった場所に、何か突き立つ不ふ穏おんな音。

　──剣、だ。一気に血の気が引いた。

「私の勝ちですね。神しん殿でんの犬ごときが、畏おそれ多くも騎士サマに勝てるはずないでしょう」

「くそっ」

　エドは手首を押さえ、笑顔で立ちはだかるリオンを睨にらむ。

「納なつ得とくいかないなら最後までやりますか？　──死ぬまで」

　ぞわりと震ふるえの走るような、愉ゆ悦えつに満ちた声。

　と、シャロンの横で悠ゆう然ぜんと観戦を決め込んでいた青年が、一歩前へ出た。

「そこまでにしておけ、リオン。神学者を怒らすと怖こわいぞ。悪霊王子よろしく呪のろわれるかもしれん。そもそも仕事をサボッてばかりのお前が悪い」

　青年は壁かべに刺ささった剣けんを引き抜き、エドに放ほうる。エドは赤い前まえ髪がみをかきあげ、鼻を鳴らして剣を鞘に戻した。リオンも笑えんだまま剣を引く。ひとしきり振ふり回して満足したらしい。

　シャロンは胸をなでおろしたが、エドの赤い目はまだ怒りに燃えている。一いつ触しよく即そく発はつの空気に、シャロンはまた、そそと壁際の安全地帯へ戻った。

「かわいそうに、お前たちが暴れるから、少年が怯おびえているじゃないか」

「アンタだって、当番をサボッたのはリオンと同罪だろうが」

「はは、そうだったかな。そんなことよりもだ。二人とも落ち着いたなら、この可愛かわいらしいお客さんが誰だれなのか、紹しよう介かいしてくれないか」

　黒髪の青年はリオンとエドを見み渡わたしてから、シャロンに笑みを向けた。







　──この人は、どういう立場の人間なのだろう。

　シャロンは応サ接ロ室ンのソファへちょこんと座り、紅茶を淹いれてくれる彼の横顔を観察した。

　シャツにベストだけのくつろいだ服装からは推おし量れないが、こうやって茶を用意してくれるところからして、王太子殿下の侍じ従じゆうなのだろう。

（きっと侍従長だわ）

　姿の華やかさもさることながら、この、笑顔の迫はく力りよく。笑っているのに、なぜかこちらが一歩後ろに下がってしまうような、不思議な凄すごみがある。それなりの立場がある人に違ちがいない。

「あなたの紅茶、美味おいしくないんですよねぇ」

　リオンが愚ぐ痴ちを垂れながら、一番先にカップを奪うばう。それにエドが睨みをきかせた。

「文句があるなら、飲むな食うな」

「選せん択たくの余地がないから甘んじてるんです。あなたは小こ姑じゆうとめですか。いちいちうるさいですね」

　またもや爆ばく発はつ寸前の気配で睨み合う二人。黒髪の彼は、このぎすぎすとした空気に慣れているのか、微笑みを浮うかべたまま、シャロンの前にカップを置いてくれた。

「ありがとうございます」

「それで、君は？」

　彼は対面のソファに腰こしを下ろし、シャロンに紫むらさき色いろの瞳を向けた。

「ああ、彼は私が通したんですよ」シャロンが答える前に、リオンが横から口を挟はさんだ。

「ええと、ドニ公の小こ姓しようの、シャルル・アルヴィ……？　ええと、銀ネアルヴズミイコーラでしたっけ？」

「ちっ、違いますっ！　誰がネズミですか！　アルヴィエです。しかも小姓じゃありません、解かい呪じゆの任で参りました！」

　声を荒あららげたとたん、三人は一様に目を瞬またたいた。

「解呪で？」

　案内してくれたリオンすら、目を見張っている。そんなことがお前にできるのか、という表情だ。シャロンが危き惧ぐしていた以上に、この男装姿は歳若く見えてしまうらしい。

「はい。解呪のおつとめで参りました、シャルル・アルヴィエと申します。我が家をご存知でしょうか。子し爵しやく位を拝受しています」

　シャロンはなるべく低い声で、ゆっくりと話した。貴族の令息らしく聞こえたろうか。

「アルヴィエ家か。エド、知ってるか？」

　華やかな青年が、エドに首を向けた。

「ああ。大昔、ベルナー国の建国時に、神官長を務めた家いえ柄がらだな」

　エドは眉み間けんの深い皺しわを緩ゆるませることなく、シャロンをギロリと睨んでくる。どうやら彼には歓かん迎げいされていないらしい。

「私は亡ぼう霊れいを見て、話をすることができます。ほかに特別な神力はないのですが、殿下に憑いた悪霊たちを説得することで、天に還かえすことができると思います。実際、我が子爵家の領内では、私が悩なやめる亡霊たちの話を聞いて、昇しよう天てんさせてやるのが日常でしたから」

「説得？　君は、亡霊を説得して昇天させたのか？」

　黒髪の青年は、紫の瞳ひとみを思い切り見開いた。その数瞬しゆん後、瞳がくっと笑みの形に細まる。

「いいね。説得か。おもしろい発想だ。これまでになかった」

「よろしければ、王太子殿でん下かにお目通りをお許し下さい」

「──ああ、いいだろう」

　彼は優ゆう雅がに長い足を組み直し、腹の上で手を組んだ。「それで？」と首を傾げてくる。

　シャロンはきょとんと目をしばたたいた。

「あ、あの。私はユーゴ王太子殿下にお会いしたく、」




「俺が、ユーゴ・ド・ベルナーだ」




　隙すきのない、完かん璧ぺきな笑み。

「……はい？」

「悪霊ゴースト王子・ホストと名乗ったほうが、通じるかな？　シャルル・アルヴィエ」

　ぶわっと噴ふき出した大おお粒つぶの冷や汗あせが、ボタボタと顔からヒザへしたたり落ちた。

「あっ、あっ、あなたがっ」

　この人が、悪霊ゴースト王子・ホスト！　誰が凄すさまじい悪相の男だ。悪相どころか、こんな華はな々ばなしい人間はお目にかかったことがないくらいの、凄まじい美青年だ。

　いやそれよりも何よりも、自分は王太子殿下にひざまずいての礼どころか、彼をあなた呼ばわりした上、バカなことを言うななんて、暴言まで吐はいたじゃないか。打ち首になってもおかしくない不敬な言動だ。

「大変、失礼いたしました！」

　地面に這はいつくばらんばかりの勢いのシャロンを、ユーゴは軽く手で制した。

「ああ、そういうのはいい。ここは亡霊城だ。礼れい儀ぎが求められる普通の場所じゃない」

　王太子殿下さまは、椅い子すの肘ひじ置おきに腕をつき、こちらの動きを面おも白しろそうに眺ながめている。寛かん大だいな御お方かたなのか、それとも少し変わっているのか。ともかく首が繫つながっていることに安あん堵どの息を漏もらしながら、シャロンは顔を上げた。

「それより、君は解呪に来たんだろう？　早さつ速そくやってもらおうか。解呪の儀ぎ式しきで、何か必要な物はあるかな。エドに用意させるよ」

「はい！　あ、道具は特に必要ありません。話をするだけですので」

「殿下。何度も言ってんだろうが。俺は神学者であって神官じゃない。文ぶん献けん以外の祭さい祀し道具なんざ持ってないぜ」

　壁かべ際ぎわのエドが、不ふ機き嫌げんそうに口を挟む。シャロンはぎょっとして彼を振りかえった。

「あっ、あなた、エドさんでしたっけ。王太子殿下に、なんて口の利きき方を……！」

「ふん、俺が仕えるのは、ベルナー王国の祖神、ヴァルヒ神のみだ。それに、神に見放され、悪霊に憑つかれた王子になんざ、敬意を払はらう必要があるとは思えねぇな」

　エドに並び、リオンも肩かたをすくめた。

「私もです。私は王立騎き士し団所属ですが、殿下に恩があるわけでもないですし。一応、ドニ公から殿下の護衛役を任されてますが、もっと金払ばらいのいい主あるじがいれば、簡単に寝ね返がえりますよ」

「んなっ」

　シャロンは絶句するしかない。当の王子に首を回すと、彼は「そういうコトらしいね」と、さして困ったようでもなく笑っている。

「かまわない。この城には、こういう変人しか残らないんだ。君は真人間のようだから多少抵てい抗こうはあるかもしれないが、気楽にやってくれ」

「は、はあ」

　殿下自身がそう言うのなら、シャロンも口の出しようがない。

「それでは、お話を聞かせてください。どういう状じよう況きようで、どういう呪のろいをかけられたのか──。悪あく霊りようと交こう渉しようするには、少しでも情報が多いほうがいいと思うんです」

「悪霊と、交渉ね。いいよ、なんでも聞いてくれ」

　頰ほお杖づえをついたユーゴは、楽しげに唇くちびるの端はしを引き上げた。

「殿下は、三年前に魔ま術じゆつ師しに呪いをかけられたと、噂うわさに聞いていますが」

「ああ。ちょうどこの城だったな」

　ここ、で？　目を丸くすると、彼はうなずいた。

「そう。三年前、この城で行われた追つい悼とう礼拝に参列したときに、魔術師に呪じゆ詛そされた」

「追悼礼拝──とは、どなたの？」

「だれの、というより、ひとつの一族まるごとの、だな。この城は、今はドニ公こう爵しやくの持ち物だが、以前はモロー伯はく爵しやく家の居城だったんだ。だが十年前、伯爵、妻、一人娘むすめ、それに親族や従者を含ふくめ、城住まいの人間が、ひと月の間に次々に死亡した。記録によれば、たしか五十名ほどだったかな。その彼らの、七年目の追悼礼拝だよ」

「この城で、そんなにお亡なくなりになったんですか。まさか、呪いで？」

「いや、疫えき病びようだったと聞いている」

　前のめりに聞いたシャロンに、ユーゴは唇を笑えませる。笑われてしまって、シャロンは赤面した。呪いの原因はこの城自体にあるのかと思ったが、そういうわけではないらしい。

「一族郎ろう党とう死に絶えたこの城は、ドニ公が引き受けることになったんだが。彼も特にこの城を使う予定はなかったからな。そのまま放置され、この通り、立派な廃はい墟きよと化したわけだ。以来この城は、亡霊城と呼ばれるようになった」

「亡霊城というのは、昔からの呼び名だったんですね。でも、殿下はなぜ、こんな廃墟の城などにお住まいなのですか」

　呪いをかけられて王城を出ざるをえなかったとしても、王太子さまなら、亡霊城なんかじゃなく、もっと別に住む場所はあったんじゃないだろうか。

「ああ、俺にかけられた呪いというのが、次々悪霊を呼び寄せるというものでね。俺が息をしてるだけで、特に夜ともなると、どこからともなく悪霊が集まってくる。普通なら祟たたり殺されるか発はつ狂きようする程度の強い呪詛らしいが、あいにく、王家の血が守ってくれるらしくてな。俺はいたって健康だが、周囲の人間はそうもいかない。とばっちりで悪霊にやられて、病やむわ倒たおれるわ。──長く共にいれば、巻き添ぞえで死ぬ。そんな者が近所に住んだら迷めい惑わくだろう？」

　そうか。彼がひっきりなしに悪霊を招いてしまうなら、王城に住んでいては膨ぼう大だいな数の家臣や使用人が取り殺される恐おそれがあるし、街中に住めば民たみに危険が及およぶ。

　王太子殿下といえど、この薄うすら寒い北方の廃墟に住んでいる理由にも納なつ得とくがいく。

　納得はいくが、こんな華はなやかな人が廃墟に、と思うと、やはり切ない気持ちになる。それに、巷ちまたでは、あんなひどい噂まで広まってしまって──。

「さて、シャルル」

　ユーゴは気を取り直すように言い、唐とう突とつに自分のクラヴァットを引き抜ぬいた。シャツの襟えりをくつろげ、首もとをあらわにする。

「おいで。よくご覧」

「えっ」

　家族以外の男性の肌はだなんて、これまで目まの当たりにしたことがない。臆おくすシャロンの手首を、ユーゴが摑つかんで引き寄せる。

　男らしく引き締しまった首筋だ。シャロンはウッと目をさまよわせた後で、息を吞のんだ。彼の左の鎖さ骨こつの上、何か痣あざのような黒い模様が浮うかんでいる。

「絵？　……いえ、文字？」

　蔦つたの絡からみ合うような、見たこともない図案だ。文字だとしたら、この国のものじゃない？

「この痣が見えるなら、君は確かに、霊れいに関する能力はあるようだ。これすら見えないインチキ魔術師が、たまに交ざっているんだ」

「そ、その痣はなんですか」

「呪いの証あかしだよ。三年前の礼拝の時だ。黒いベールの貴婦人に求愛されてね。お断りしようとした瞬しゆん間かんに抱だきつかれた。情熱的な貴婦人だと感心した直後、気を失い──。目覚めた時には、この痣が浮かび、悪霊王子のできあがり、だ。その婦人は今も見つからないままだ」

　黒いベールの貴婦人。その女が、魔術師だったのか。

「痣の字は、古代神語だ」エドが口を挟はさんだ。

「こんな小難しいモンを使うのは、古い魔術師しかいねぇ。術で若ぶってたかもしれんが、よっぽどの婆ばあさんが化けてたに違ちがいないぜ。ご愁しゆう傷しようサマだな、殿でん下か」

「ほう。ご高こう齢れいの貴婦人の魅み力りよくが分からないとは、君もまだまだ未熟こどもだね、エド」

　余よ裕ゆうの笑みで紫むらさきの流し目を向けられて、エドはムッと口を引き結ぶ。

「私も老婦人は好きですよ。たんまり持ってらっしゃるから」

　そう言うリオンが指で作ったのは、金貨のサインだ。シャロンが呆あきれた顔を向けると、リオンは純じゆん粋すい無む垢くな笑みを浮かべてみせる。ダメだ。こういう手合いは関かかわらないに限る。

　シャロンはユーゴに視線を戻もどし、もう一度その痣を観察した。

「この痣、見てるだけで、厭いやな感じがしますね。ぞわっとする……」

「どうだろう？　この痣が消えれば、呪いも解けるんじゃないかと思うが」

　じっと見つめられて、シャロンは言葉につまった。

「申し訳ありません。私にできるのは、悪霊をひたすら説得して、昇しよう天てんに導くことくらいで」

　ユーゴの顔色を窺うかがう前に、エドがチッと舌を打った。

「なんだ、ホントに話すだけかよ。悪霊の茶飲み友達でもあるまいし。これまで来たヤツらの中でも一番の役立たずじゃねぇか。こんなのを寄こすなんて、ドニ公も万ばん策さく尽つきたか」

　意地悪く言われて、シャロンは瞳ひとみを伏ふせた。

　彼の言うとおりだ。自分は神官でもないし魔術師でもない。公爵さまに半ば脅きよう迫はくされてここに来ただけだ。黙だまって家を潰つぶされるよりはマシだと、ワラにもすがる思いで、こんな男ナ装リまでして来たわけで──。シャロンは下した唇くちびるを嚙かむ。

「確かに君は最初から、話をするだけ、と言っていたな」

　ユーゴは小さく息をつき、シャツの胸むな元もとを直しはじめる。

　シャロンは垂れた顔を上げ、ぐっと拳こぶしを握にぎりこんだ。

「殿下に憑いた悪霊と、話をさせてください。話をすれば、彼らを天に送るだけじゃなくて、魔術師の情報だってつかめるかもしれません。でも、その、ここに来てから、まだ一度も霊の姿を見ていないのです。どこにいるのか、お分かりですか」

「悪霊が、どこにいるかって──？」

　きょとんとするユーゴに、シャロンは強くうなずく。すると彼は少し困った顔で、周囲を見み渡わたした。

「おいおい、お前、悪霊も見えねぇのかよ」

「私にだって見えてますけどねぇ。こんなにワンサカいるのに」

　エドとリオンにも失望の目を向けられて、シャロンは慌あわてて周りに視線を巡めぐらせる。

　薄うす暗ぐらい応接室には、ユーゴとエド、リオンの三人の姿しかない。古くて埃ほこりくさいカーテン、クモの巣まみれのシャンデリア。高級そうな家具にも、おしなべて白い埃が積もっている。

　だが、それだけだ。どこにもほかに人ひと影かげはない。

　──と、その時、革かわ靴ぐつの足先が急に冷たくなった。ぶるりと這はい上がる悪お寒かん。

　玄げん関かんホールで見かけたあの黒い影かげが、シャロンの靴くつにまとわりついている。黒靄もやの中に浮かび上がる、目玉のような小さい二つの光。

「わっ!?」

　足を振ふり上げると、黒い影はシャッと風を切り、靴から退いた。が、同時に首筋になにか落ちてきた。声を上げる間もなく、ボタリボタリと次々と、頭に肩かたに、冷たく重たいものが降り落ちてくる。振り払はらえば、それは靴についたのと同じ、黒い靄だ。

「な、これ、なにっ!?」

　黒い影は不ふ穏おんに蠢うごめく。床ゆかから伸のび上がり、またすぐに押し潰れて、不定形な黒い水たまりのように床にへばりつく。暗い部屋だと思っていたが、原因は窓から差し込む月明かりが弱いせいじゃなかった。壁かべに天てん井じように床に、あの黒いわだかまりが無数に貼はりついている。

「ソレが悪霊だよ、シャルル」

「これ、が？」

　ユーゴの言葉に、シャロンは慄りつ然ぜんとした。これが、悪霊？　こんな、人の形も成せないような、影のかたまりのようなものが？

　アルヴィエ家にいる亡ぼう霊れいたちと、全然ちがう。彼らは常人の目には映らないが、シャロンのような見える人間には、生前のままの姿で映っていた。暗い場所ではまるきり生者と区別がつかないほどで、彼らには生きた時代の記き憶おくがあり、知性があり、語り合うことができた。こんな気味の悪い、真っ黒く頼たよりない、影のようなモノじゃなかった。

　エドは自分にまとわりついた黒い影を指先で弾はじきとばし、青い顔のシャロンをねめつけた。

「こいつらは、死後、己おのれの念に囚とらわれ、自我をも失ったヤツらだ。負の感情だけ残って、人間らしいところは全部消えちまってる。堕ちた魂、ってヤツだ。なかなかお目にかかれるもんじゃないが、それがこんなに集まるってのは、それだけ呪のろいが強力なんだ」

「堕ちた、魂」

「お前、悪あく霊りようにまとわりつかれて卒そつ倒とうしないのは、さすがは初代神官長の血だ。そこだけは認めてやるが、こんな調子でコイツらと茶飲み友達になんざ、なれるとは思えねぇな」

　一度意識してしまえば、部屋中から、無数の光る眼めがシャロンを見つめているのが分かる。

（こんなのと、話なんてできるの？）

　無理だ、と思った。だってこんなの、もう人じゃない。言葉が伝わるはずがない。

　だが、先祖や街の人たちの顔が脳のう裏りに浮かぶ。家運を背負う覚かく悟ごをしてきたつもりなのに、情けない。シャロンはキッと顔を上げた。

（試ためしてみなきゃ、始まらないわ）

　意を決し、シャロンは身をかがめた。床にへばりついた光る眼に、そっと手を伸ばす。だがソレは、ぼふっと黒いモヤを噴ふき上げて、シャロンから飛び退すさった。

「あの、ちょっと待って。私と話を、」

　ガシャン、と何かの割れる音。

　顔を上げると、暖だん炉ろの上の花か瓶びんが割れ、砕くだけ落ちていた。続けざまに、壁にかけられた肖しよう像ぞう画がが外れ、床に倒たおれる。シャンデリアが振り子のように左右へ揺ゆれはじめる。

　壁を床を、無数の黒い影が、激しく這いずりだした。シャンデリアの灯あかりが消えた。漆しつ黒こくに吞まれた部屋に、ガサガサと悪霊の動き回る気配。何か置物の壊こわれる音。シャロンはぶつかってきた悪霊に足を取られ、その場に引っくり返った。

「怒おこらないでっ！　話を聞いて！」

「馬ば鹿かか。悪霊は聞く耳なんざ持たねぇよ」

　エドの不ふ機き嫌げんな声が、闇やみの中に響ひびく。

「コイツらは王宮付きの神官が総出であたっても御ぎよせなかった。お前みたいな中ちゆう途と半はん端ぱなのに、こんな厄やつ介かいな呪いをどうにかできるわけねぇだろ」

「でもっ」

　シャロンには、話をする、という手段しかないのだ。

　起き上がろうとしたところを、背後から悪霊に突つき飛ばされ、シャロンは前につんのめる。

「わっ！」

　たたらを踏ふんだシャロンを、固い腕うでが受けとめてくれた。すべやかなシャツの生き地じ。たぶんユーゴの腕だ。

「どうやら、ダメなようだな」

　ため息まじりの声が降ってきた。

　だれかが燭しよく台だいに火を入れてくれたらしい。腕の中から見上げれば、赤い灯ひに照らされた紫の双そう眸ぼうが、冷たい光でシャロンを見おろしていた。ぞくりと背すじが粟あわ立だつ。

「殿下、悪霊たちが落ち着いたら、また語りかけてみます。時間は必要ですが、でもきっと、」

　せわしく言いつのるシャロンの言葉を、ユーゴは有う無むを言わさぬ微ほほ笑えみで断たち切った。

「いや、終わりだ」

　ユーゴに腕をつかまれ、空いた席に座らせられた。シャロンを取り囲むように、男三人が立ち並ぶ。ユーゴの後ろでは、エドが剣けん吞のんな目をぎらつかせ、リオンは黒い微笑を浮うかべている。その手が、剣けんの柄つかをかちりかちりと弄もてあそぶ。

　もしや、役立たずで、処しよ刑けい!?

　ユーゴの顔がぐいと近づいてくる。シャロンは色を失った。

「きっ、斬きらないでっ！」

「──君、料理はできるのか？」
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「へっ？」

　反射的に腕で頭を守ったシャロンは、突とつ然ぜんすっ飛んだ話題に、瞳ひとみをまん丸にした。

　かばった腕の隙すき間まから覗のぞく紫むらさきの目は、今までで一番真しん剣けんな色をしている。ソファからずり落ちかけたシャロンは、警けい戒かいしながら、再び座り直した。

「りょ、料理、ですか。ひ、一通りは、できます。煮にる焼く蒸むすとか、そのくらいなら」

「では、他ほかの細こま々ごまとしたことも得意だろうね。いや、得意だろう。そんな顔をしている」

　そんな顔とはどんな顔だ。

「よし。だれか、何か書くものを貸してくれ」

「書くもの？」リオンは両手を軽くあげて、自分の装備を見渡した。

「剣ならありますね。血で濡ぬらしてくれば書けますよ」

「で、殿でん下かっ！　ペンなら私が持ってます」

　その血の供給元が自分になるのは御ご免めんだ。シャロンは泡あわを食って、置き放していた借入書のカバンから、ペン一式をユーゴに手て渡わたした。彼はにっこり笑えんで、それを受け取る。

「ありがとう。ところで君は、どのくらいこの城に滞たい在ざいするつもりかな？　まさか今のだけで解かい呪じゆをあきらめて、実家に帰る、なんてコトはないだろうね」

「もちろんです！」

（よかった！　まだチャンスをもらえるのね）

　シャロンは目を輝かがやかせた。悪霊たちと会話が成り立つか自信はないが、だがどうにかして意い思し疎そ通つうを図はかって、できればひと月以内には帰りたい。

　今、領地の世話をしているのは、兄の親友だ。ずっと領地の仕事を手伝ってきてくれたおかげで、彼は内情も十二分に把は握あくしている。なにより彼は、信しん頼らいできる誠実な人ひと柄がらだ。実家のことは安心して出かけてきたが、彼に長く任せてしまうのは、さすがに申し訳ない。

「ふむ。まずは十年ぐらいかな？」

「はっ!?」

　シャロンは息を吞のんだ。ユーゴは凍こおりついたシャロンを見て、首をかしげる。

「なら、五年くらい？」

「いえ、まさか。領地のことが心配です」

「では、三年？」

「無理です！」

　ぶるぶる首を横にふるシャロンに、彼は小さなため息をついた。

「シャルル。仕事がうまくいかなくても、そう簡単にあきらめちゃいけない。そのカバンの中を見る限り、借金のカタにせっつかれて亡霊城ココにやってきたんだろう？　一度解呪をすると契けい約やくしたものを、簡単に投げ捨てるのは無責任というものじゃないか」

　う、と喉のどがつまった。責任。そう言われると、ぐうの音も出ない。

「おっしゃるとおりですが、そんな何年もは難しいです。私は実家にも責任があります」

「なるほど。何年もは無理だと。ということは、一年は可能ということだね」

（い、今、揚あげ足取った!?）

　絶句したシャロンに、彼は「決定だな」と勝手にうなずき、なにやら紙に書きつけだした。

「いえ、その、お待ち下さ、」

「一度口にした言葉を翻ひるがえすのは、君の名を傷つけるよ、シャルル」

「うっ、ぐ」

　借りているシャルルの名めい誉よを傷つけると言われれば、それは兄の為ためにも黙だまらざるをえない。

　と、ユーゴがシャロンに向かって手のひらを差し出す。

（え？　握あく手しゆ？）

　王太子殿下の手を取ってもいいのだろうか。だが遠えん慮りよするのはかえって失礼か。シャロンが迷った挙げ句に右手を差し伸のべると、大きな手がシャロンの手を捕つかまえた。その勢いでグイッと腕ごと引っぱられる。

　捕まえられたその指が、彼の唇くちびるに近づいていく。微笑みを浮かべる、薄うすく開いた口もと。

　どきりと胸が跳はね上がった。

「痛ッ！」

　手を引っこめようとしたが、それも許されない。

「なっ、なっ、なっ、か、嚙かんだっ!?」

　捕まえられたままの人さし指の腹に、血の玉が浮かんできた。赤くなるべきか青くなるべきか、言葉の続かないシャロンには目もくれず、彼は先ほど何か書きつけていた紙に、シャロンの血の滲にじんだ指を押し当てた。

「一人前の男が、ちょっと嚙まれたくらいで騒さわぐなよ」

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですっ。男ですから！」

　いや、痛みは大丈夫だが、他人の指を嚙む行こう為い自体は、人としてアリなのだろうか。

「血判をもらって、めでたく契約成立だな」

「け、血判？　契約？」

「なに、ちょっとした約束みたいなものだよ。深く考える必要はない」

　あんぐり口を開けるシャロンに、彼は長い睫まつ毛げで、片目をバチンとつぶってみせた。そしてシャロンの前に、今しがた血判を捺おさせられた紙が、びらりと突き出される。




　一、シャルル・アルヴィエ（以下、甲こう）は、本城に一年間滞在し、ユーゴ・ド・ベルナー（以下、乙おつ）の解呪に取り組むこととする。ただし、契約期間中に解呪がかなえば、その時点で本契約は満まん了りようとする。




（ちゃっかり一年間って決められてる！）

　それだけじゃない。紙のはしっこに走り書きしてある、この小さな字。たいしたこと書いてありませんからお気になさらず、という体てい裁さいの、極小の文字列を凝ぎよう視ししたシャロンは、ますます顔を青くした。たいしたことが書いてある！

「ちょっと待ってください！　なんですか、この、甲は滞在中、乙に服従するだとか、城の雑用を担当するだとか、こんな話聞いてません！」

「おや、そんなふうに俺を悪い人間みたいに言うなよ。よく読んでくれ。乙は甲の労働の見返りとして、城に居る間、甲の衣食住を保障すると書いてあるだろう。──働かざる者食うべからずだよ、シャルル。君、解呪の方はどうも役に立たなそうだしな。多少の雑用だけで、君は一年間、夜よ露つゆに濡れる心配も、飢うえに嘆なげく心配もなくなるわけだ」

　よかったなと親しく肩かたを叩たたかれ、シャロンは一いつ瞬しゆん、そうなのかしらと首をひねった。

　確かに、この汚お城しろに自分が暮らすなら、ぜひとも掃そう除じはしておきたい。解呪の役に立てない間は、多少の下働きくらいはしておいたほうが、居い心ごこ地ち悪くならずに済むかとも思う。王宮の作法を知らないのが気にかかるが、他の使用人に教えてもらえばどうにかなるだろうか。

「それではシャルル。これを君に下か賜ししよう」

　ユーゴはどこから取り出したのか、手渡されたのは、棒のようなもの。

「なんですか？」

　いたずらな笑みに、嫌いやな予感。シャロンは自分が持たされたモノに目を向け、大きな水色の目を、ますます大きくした。

「モップ？」

　長い木の柄えに太い綿のヒモを束ねた、まごうかたなき掃除用モップだ。

「残念な話だが、使用人がみな逃にげてしまってね。現状この城にいるのは、ここにいる四人のみ。──だからシャルル、君にはこの城の家事雑事を全すべて委任しよう。励はげんでくれたまえ」

「全て!?　一人で!?」

「一人だ。他の使用人は、いない。気き兼がねなく伸び伸びやれて、楽しいことだな」

　ユーゴは会心の笑みを浮うかべた。そして満足げに、応接室を出て行ってしまう。

「馬ば鹿かが」エドが吐はき捨て、シャロンの脇わきを通り過ぎる。

「がんばってくださいね」心にもない励ましの言葉を残し、リオンも扉とびらの向こうに消える。

　モップの柄を握にぎったまま、シャロンは一人、立ち尽つくした。

　しん、と静まりかえった応接室を、かさかさと悪あく霊りようが音をたてて通りすぎていく。

　この素す晴ばらしく汚きたない城を一人でどうにかしろと？　しかも、三度の炊すい事じも担当で!?

　ふつふつと沸わき上がる怒いかりに、王太子からの御ご下か賜し品たるモップを、天高く振ふり上げた。

「あっのっ、悪徳王子めぇぇぇ──!!」
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　ドタバタとあちらこちらを引っくり返す音と、時おり「こらっ、待てー！」などと悪霊を叱しかりつける声が、ずいぶん長い間、応接室から響ひびいていた。

　新しい使用人は早さつ速そく掃除に励んでいるのかとニヤリとしたが、その後、執しつ務む室で書類に打ちこんでるうちに、彼の存在をすっかり忘れてしまっていた。

　騒そう音おんがいつの間にか止やんでいたのに気がついて、ユーゴは机から立ち上がった。

　窓の外、赤い月はもうとっくに西の夜空に傾かたむいている。

（多少ねぎらっておかないと、後々、扱あつかいづらくなるか）

　ユーゴはワインボトルを手に応接室へ向かった。

　彼が通ると、廊ろう下かに群れていた悪霊たちが、ザッと音をたてて道をあける。その最中を、ユーゴは王族らしい美しい姿勢で、手燭の灯あかりの尾おを引きながら歩いていく。

　ドニ公こう爵しやくは、亡ぼう霊れい城から出られぬユーゴを案じ、月に一度は、国の選よりすぐりの人材を送ってくる。──魔ま術じゆつ師し、神官、神学者。幾いく人も幾人も解かい呪じゆを試ためしては城から逃げていくのを三年も繰くり返すうち、いちいち送られてくる彼らを正直、面めん倒どうに思っていたのだが。

　今回は、あんなに純じゆん朴ぼくそうな少年だ。それも、ただ霊れいが見えるだけという、とても解呪の役に立ちそうもない少年。霊が見えるだけなら、ユーゴ自身も、エドやリオンですらできる。今回の人選が冗じよう談だんでないなら、神官も魔術師も、いよいよ数が尽きたということか。

（それはつまり、この呪のろいを解く手立ても、潰ついえたということだ）

　ユーゴは応接室の扉を押し開け、手燭を巡めぐらせる。

「シャルル、いるか？」

　──そして、驚おどろいた。

　夜目ながら、シャンデリアがきらめいて見える。クモの巣そのものと化していたはずなのに、細かなガラスのパーツのひとつひとつ、全てが光にきらめいている。埃ほこりの積もっていたフロアも塵ちりひとつなく磨みがき上げられ、テーブルのクロスも新しいものに変わっている。

（貴族の坊ぼつちゃんのはずが、この手て際ぎわのよさ。すごいな）

　ユーゴは部屋の中へおもむろに一歩を踏ふみ入れた。

　当の少年の姿は、部屋の隅すみに据すえられたソファに見つかった。カーテンに仕立て途と中ちゆうだったらしい布を抱かかえたまま、かすかな寝ね息いきをたてている。

「シャルル。君の部屋は、二階に用意してあるよ」

　声をかけても、起きる気配もない。こんなに疲つかれてかわいそうにと、ユーゴは自分が仕事を押しつけたことを棚たなに上げ、くすりと笑った。

（不思議な少年だ）

　悪霊の存在を知らせても、彼は初めて目まの当たりにした割に、落ち着いていた。雇やとい入れた使用人たちは、みんな腰こしを抜ぬかして逃げていったのに。この少年は多少声をあげた程度で、そう、さっきは悪霊を叱りつけるような声まで聞こえてきたじゃないか。

　悪霊王子と名乗ったときも、だ。恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめられるくらいは予想していたが、彼は正面から見つめ返してきた。その瞳ひとみに、ユーゴもまた、思わず魅み入いってしまったのだ。

　澄すんだ湖の水面みなもを映したような、神秘的な色。明るく涼すずやかな、人の心の底を見み透すかすような、まっすぐな瞳。とても見かけ通りの歳ごろの少年の目ではなかった。

（霊も呪いも、恐おそろしくないのだろうか。……いや、単に怖こわいもの知らずなだけか？）

　体つきはまだ子供だ。今も、こくりこくりと船を漕こぐ首が、折れそうに細く見える。

　子供？　いや、窓から差し込む月光に照らされた艶なまめかしい首の白さは、むしろ女のようだ。

　いぶかしく眺ながめていると、シャルルは細く整った眉まゆをひそめ、うう、と短くうなった。

　掃除か悪霊、それとも借金の夢にでも、うなされているのだろうか。

「……この歳ごろ、俺は何をしていたかな」

　この城に入ったのは、十六の時だ。その前は、隣りん国ごくセルパンとのきな臭くさい関係に終しゆう止し符ふを打つべく、ドニ公と共に隣国と本国とを駆かけずり回っていた。あの頃ころは眠ねむる間もないほど忙いそがしかったが、今のように、凍こおるような空むなしさを感じることはなかった。

　ちりりと呪じゆ詛その痣あざが痛み、手のひらを首に当てた。どこからか悪霊を呼んでいるのだろう。

「悪いな、銀ネアルヴズミイコーラ。一年間、せいぜい無む駄だにあがいてみてくれ」

　ユーゴは疲れきった彼を起こしてしまわぬよう、そっとソファを離はなれ、静かに扉を閉めた。
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　まぶたの上で、朝あさ陽ひが起きろ起きろとしつこく揺ゆれている。

　シャロンはうめいて、寒い首筋に毛布を引き上げた。

　ウズラが鳴きだした。市場が開く時間だ。そうだ、今朝はなじみの店が山やま鴨がもを安くしてくれると言っていた。多めに買っても、庭からもいだハーブと塩で漬つければしばらくもつかしら。ついでに街の人たちと収しゆう穫かく祭の相談もしていこう。家の雑事と外仕事、あちこち忙しく動きまわるのは、とても楽しい。亡霊ばかりの屋や敷しきから出て街の人と話すと、自分も生きてるのだと思い出せるのだ。

　さて。今朝はまず、ご先祖さまの朝のお供えづくりから。

　シャロンは枕まくらの下に用意した着き替がえに腕うでを伸のばし、みごとに空から振ぶりした。

「……あれ？」

　違い和わ感かんに、まぶたをベリッと引きはがす。と、知らない天てん井じようがそこにある。

　朝陽を受けてきらめくシャンデリア。割れた窓ガラスから吹ふき込んでくる、森のそよ風。

「!!」

　シャロンは飛び起きた。かぶっていた毛布がソファからずり落ちる。

　──亡霊城、だ。頭が現在位置を把は握あくしたとたん、シャロンは青ざめた。

「朝食の支度したく！」

　そうだった。血判入りの契けい約やく書で、城の炊事雑事を任されてしまったのだ。

　これからオーブンに火を入れて、食材を探して、間に合うだろうか。だいたい彼らが何時に起きてくるのかも聞いてない。

　シャロンは応サ接ロ室ンを飛び出した。

　厨ちゆう房ぼうを探して走りながら、昨夜の記き憶おくが蘇よみがえってきて、足音が荒あらくなる。

「大体なんなのよ、あの王太子殿でん下かは！　昔語りにでも出てきそうな素す敵てきな王子さま、だなんて、一いつ瞬しゆんでも思っちゃったのがくやしいわ！」

　あの花の舞まい散るような笑え顔がおの下は、オーブンにこびりついた炭より真っ黒だ。

　人の世話を焼くのは正直好きだが、あの悪徳王子のために働くと思うと、はらわたが煮にえくり返る。なのに彼の機き嫌げんを損そこねれば、即そつ刻こくここを追い出され、実家は爵しやく位い返上の危機だ。仕事を放ほう棄きするわけにもいかない。

「呪いを解いて、契約書と借入書なんて破り捨てて、さっさと出てってやる！」

　駆け抜けるシャロンの足音が、城の中をこだまする。朝の城内は、水を打ったように静かだ。廊下には、高窓から差す陽がゆらゆらと模様をつくり、シャロンが通ると、舞いあがった埃を白く光らせる。

　行く手にレンガのアーチが見えてきた。樽たるや麻あさ袋ぶくろが積まれている。きっとあれが厨房だ。

（まともな食材があればいいけど）

　腕をまくりあげながらアーチをくぐったシャロンは、一瞬、動きを止めた。

　正面のオーブンの前に、誰だれか立っている。

　驚くほど長い脚あしに、すらりと伸びた上品な姿勢。首筋に流れる黒ブル髪ネツト。シャツの袖そでをまくりあげた後ろ姿は、たぶん、ユーゴ殿下その人だ。

「で、殿下？」

「やあ、おはようシャルル。君、紅茶に砂糖は入れるか？　それともワイン？　ちょうどパンが焼けたんだ。ダイニングへ運んでくれるかな。スープはもう温めてある」

　ユーゴは銀のトレイにスープ皿を載のせ、パンのための皿も別に用意していく。シャロンはその慣れた手つきと彼の顔を、何度も見比べた。

「まさか、殿下がご自分で、朝食の支度を？」

「早く起きたら腹が減ってね。それに、君が来なきゃ、今朝の当番は俺だったんだよ」

　当たり前、という涼しい顔で言われて、シャロンはぽかんと口を開く。

　昨日、エドとリオンが食事当番の件でモメていたが、その当番には王太子殿下まで含ふくまれていたのか。

「だが、今後の食しよく卓たくは君に頼たのめるかと思うと、心に翼つばさでも生えたような心ここ地ちだな」

「やっぱり、私がやるんですね」

　ぼそっと言うと、ユーゴは唇くちびるの端はしをつりあげて笑った。

「今朝だけはサービスだ。旅たび疲づかれもしているだろうからね。俺は優やさしい王子さまだろう？」

（この悪徳王子めっ）

　半眼になったシャロンに構わず、ユーゴは鼻歌でも歌いだしそうな顔で、オーブンを開ける。熱気と共に、香こうばしいかおりが立ちのぼってきた。トングを突つっこんだ彼は、つかみ出したパンを手際よく皿に並べていく。

　シャロンは彼を見守っていて、ふと気がついた。楽しげなその顔色が、あまり良くない。昨夜は暗くて気づかなかったが、疲ひ労ろうの色が深く染しみ込んでいるように見えた。

（寝ね不ぶ足そくかしら）

　シャロンも夜、悪あく霊りようのいたずらで何度も起こされた。彼も同じ状態だったとしたら、慢まん性せい的に疲れが溜たまっていても不思議じゃない。

「お、いい焼け具合だ」

　表面のこんがり焼けた白パンに、ぐつぐつと音を立てる分厚いチーズが、とろりと垂れる。その香かおりに、シャロンの腹はギュルギュルと凄すさまじい音を立てた。

「ハハッ、君、昨日は夜中まで掃そう除じをがんばってくれたようだしな。腹が減ったろう」

「お、お恥はずかしいかぎりです」

　盛大な腹の虫を手で押さえ込み、今ばかりは男でよかったと、うっすら頰ほおを染めた。

「冷めないうちに頼む。ヤツらもそろそろ起きてるだろう」

　朝食一式が並んだトレイを押しつけられ、シャロンは慌あわてて受けとった。背を押されて廊ろう下かに出ると、片手にトレイ、残りの手にポットを手にしたユーゴが、後ろから付いてくる。

「君、十七歳だそうだな」

「えっ」

　とっさに十六だ、と訂てい正せいしそうになった。が、兄のシャルルのことか。そういえば事前に、ドニ公へ身上書を送っていた。彼はそれを見たのだろう。

「はい、そうです」

「十七にしては、ずいぶんと小こ柄がらだな。まだまだ少年の風ふ情ぜいだ」

　シャロンは女性としては長身のほうで、兄のシャルルは男性としては華きや奢しやなほうだった。二年前、彼が遊学に出るまでは、それほど身長差はなかったのだが。

　ちらりとユーゴを振ふりかえる。兄に成りすましているのを疑われているのだろうか。

　が、彼の紫むらさきの瞳ひとみには、相変わらずの笑みが浮うかんでいるだけで、その笑みの底、彼が何を考えているのかなんて、シャロンには読みとる技量がない。

「私が小さいって言うより、この城の皆みなさんの背が高いんですよ」

「ま、そうだな。この男所帯で、目が大きいものに慣れてしまったのかもしれないけどね」

　──けど、なんだと言うのだ。気になるが追及すれば墓ぼ穴けつを掘ほりかねない。シャロンはユーゴの視線を背中に感じながら、前を向いたまま廊下を歩いていく。

　窓から、緑の香りと陽が差してくる。

　シャロンは庭園に目を走らせてから、庭園ではなく、過去庭園だった荒あれ野、という表現に頭の中で書きかえた。バラの蔦つたがめぐらされたアーチは錆さびて傾かたむき、遠くに見える東あずま屋やにたどりつくには、腰こしの高さの雑草や、野生化したバラの刺とげを踏ふみ越こえねばならない。観賞用の花のほかにも、様々なハーブや香こう辛しん料りようが植えられているようだが、荒れ果てて伸び放題、枯かれているものもある。かわいそうな庭だ。自分の屋敷だったら放ほうっておかないが。

「あ、あの草」

　シャロンは、すぐ手近に見えた青々しい葉に、ぴたりと立ち止まった。

「殿下、ちょっとよろしいですか」

「なんだ？」

　シャロンは窓まど枠わくにトレイを置き、ひょいと庭に身を躍おどらせた。

　ドレスなら窓から外へ乗り出すなんて無作法だが、今なら問題ないだろう。雑草を踏み分け、目当ての葉を数枚もぎ取ってきた。細長いハート形の葉っぱだ。

「それは？」

「レモンバームです」

　ぱんっと両手で葉を挟はさみ叩たたくと、ユーゴの瞳がきょとんと丸くなる。

　若いレモンバームは叩いて揉もむとよく香るのだが、庭で何年も放置されたままだったからか、あまり香りが強くない。シャロンが葉を差し出すと、ユーゴは顔を近づけてきた。予想外の至近距きよ離りにぎくりとする。こうして向き合ってみると、恐おそろしく整った面おも差ざしだ。

　──いや、待て。この顔の皮ひ膚ふ一枚に騙だまされちゃいけない。

（この人は悪霊王子悪徳王子悪霊王子悪徳王子……）

　呪じゆ文もんのごとく己おのれに言い聞かせるうちに、彼はスッと離はなれた。

「ふうん、爽さわやかな香りだな。レモンみたいだ」

「気だるい時に嗅かぐと、頭がスッキリするんですよ。殿でん下か、顔色が冴さえませんから、紅茶に入れてみたらどうでしょう」

「へえ、俺の体まで気づかってくれるなんて、ありがたいな」

「レモンバームの花言葉は『思いやり』です。──私は、優しい使用人、でしょう？」

　シャロンはニッと笑ってみせた。

　ユーゴは意外なものを見たように、軽く目を見張る。

「殿下殿下って、随ずい分ぶん緊きん張ちようしていたようだが、一晩で肩かたの力が抜ぬけたらしいな」

「不当な契けい約やくを結ばされたので、私も遠えん慮りよは不要と判断しました」

「フフ、そうか。君は明るくていい。レモンバームのように、この城へ爽やかな風を運んできてくれそうだ。さすがに俺も、何年も閉じこもりきりだと、身も心も腐くさってきそうでね」

　何年も、閉じこもりきり──？　シャロンは瞳を瞬またたいた。

　呪のろいがあるにせよ、たまの息いき抜ぬきに、短時間、町へ下りることもできないのだろうか。悪霊が比ひ較かく的てきおとなしい日中なら、そのくらいできそうなものだが。

「──出ればいいのにと、思ってる？」

　ユーゴは苦く笑しようすると、ポットを持ったほうの手を、ゆっくりと窓へ近づけた。

「ちょっと下がっておいで」

　彼の手が、窓のアーチを越えようとした、その瞬しゆん間かん。パンッと、ポットが割れて弾はじけた。

「なっ」

　シャロンの声を搔かき消すように、壁かべを這はいずる音が近づいてくる。半はん透とう明めいに透すけた薄うす黒ぐろい塊かたまりが、いくつもいくつも群れてきた。ちらちらと光る数十個の眼めが、ユーゴを威い嚇かくする。

「このまま押し通ろうとすると、コイツらが窓のレンガを崩くずしたり大暴れを始めるだろうから、試ためさないほうがいいだろうな」

　ユーゴは笑いながら、砕くだけたポットの、残った持ち手を庭に捨てた。その紅茶に濡ぬれた腕うでにも、黒い塊がまとわりつく。彼が強く腕を振ると、悪霊はぼふっと煙けむりをあげて宙に散り、また壁かべ際ぎわに集まりだした。

　──ゾッとした。腕すら外に出せないのなら、この人は本当に丸三年、城から一歩も出ていないのだ。

「籠かごの鳥の王女さま、ならロマンチックだが。王子じゃどうも、しまらないな」

　ユーゴはトレイを持ち直し、言葉もないシャロンの肩を叩いた。

「ポットは後で新しいものを持ってこよう。レモンバームのハーブティー、楽しみだ」

　歩き出したユーゴの後を、シャロンは我を取り戻もどしてついていく。

　彼はさりげなく、己の首もとを撫なでた。魔ま術じゆつ師しに刻まれた、呪いの印があるあたりだ。

　──呪われた悪霊ゴースト王子・ホスト。

（……この人、本当に呪われているんだ）

　それも、誰だれの手にも負えないような強い呪いで。

　シャロンはごくりと喉のどを鳴らした。
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　カリ、と歯を立て、パンをかじる。

　混じりけのない純白のパン！　いつぶりだろう！　ちょうどよく焦こがしたパンの内側は、ふっくら甘い。それにとろけたチーズの、濃のう厚こうな味。さすがは王家の人間が口にする食事だ。小麦粉も、実家のものとは段だん違ちがいに上質だ。

（こんなに美味おいしい朝ごはん、ご先祖さまたちにもお供えしてあげたかったわ）

　そう考えて、ふと寂さびしくなった。今、アルヴィエ家には祖そ霊れいたちしかいない。元気に──と言うのは亡ぼう霊れいの彼らにはおかしいが、楽しくやっているだろうか。

　いや、シャロンがいなくても、歌ったり踊おどったり、変わらず陽気に過ごしているにちがいない。むしろシャロンがいない間、はしゃいで屋や敷しきを壊こわしてないかを心配すべきか。

　きっとみんな元気よね、と自分に言い聞かせながら、シャロンは皿に匙さじを沈しずめた。

（でも、こっちは、何でこんなに静かなの）

　シャロンは同じ食しよく卓たくにつく三人を見み渡わたした。

　自分の知る限り、彼らは誰ひとり朝の挨あい拶さつすら交かわしていない。ユーゴが食前の祈いのりを捧ささげた後は、めいめい黙もく々もくと食べ続けているだけ。エドは片手に分厚い神学書を読みながらだし、リオンにいたってはテーブルの右手側に、剣けんを鞘さやごと置いている。

　さすがの王太子殿でん下かはマナーを守り、美しい佇たたずまいで食事を続けているが、周囲に話しかけようという気はないらしい。沈ちん黙もくの中、銀の食器が時おり音を立てるだけ。

　にぎやかなアルヴィエ家では考えられないような、沈黙の食事風景だ。

（こんなんじゃ、美味しいものも美味しく食べられないわよ。高価な食材がもったいない）

　それに、シャロンは実に久しぶりに、生きている人間と朝食を共にできたのに。

「あの」シャロンは意を決して、声を発した。

「このスープ、美味しそうですねっ」

　話題を提供しようとしたシャロンの必死の声に、三人は視線を上げた。向かいのリオンの顔が、パッと明るくなる。

「それ、昨日の朝、私が作ったんです。レンズ豆とほうれん草のスープ」

「リオンさんが？」

　王太子殿下が焼いたパンを食べている時点で驚おどろきだが、騎き士しお手製のスープもなかなかの希少価値だ。シャロンは匙にすくった液体に、改めて目を落とした。

　ほうれん草だったと思われる繊せん維いは、かろうじて豆と豆の合間に視し認にんできる。よほど長く煮に込こんだのか、スープは真っ黒くよどんでいて、何より嗅かいだことのない刺し激げき的な匂におい。

（ほんとに希少価値、よね？）

　隣となりのエドを盗ぬすみ見ると、昨日と寸分たがわぬ渋じゆう面めんで黙々とパンをかじり、そしてスープにも手をつけている。目が合うなりギロリと睨にらまれ、シャロンは慌あわてて視線を外した。

　腹を決めて、匙を口に入れる。

　はむ、と唇くちびるを閉じるなり、鼻の奥に突つき抜ける異い臭しゆう！　くさい!?　いや、苦い！　なんだこれ！　いったい何を入れたらこんな味に!?

　が、口に入れたものは出してはならぬ。落ちぶれても子し爵しやく家令れい嬢じよう、ここで吐はくのは矜きよう持じにもとる。

「んぐぐぐぐぐっ！　むごっ！」

「やった！　ほら、見ました!?　飲みましたよ！」

「飲んだ、なぁ」

　リオンは金茶の瞳ひとみを輝かがやかせ、ユーゴは目を見開いた。

　噴ふき出した冷や汗あせに、シャロンの視界は淡あわくなる。気が遠くなっているのかもしれない。

「こんな美味しいスープがダメなんて、殿下は味オンチですねぇ」

「お前の味覚が正義なら、俺は飢うえて死ぬばかりだよ。すまないな、シャルル。リオンは戦場を行ゆきつ戻りつする間に、舌がちょっとばかりズレてしまったんだ。それにエドは、」

　ユーゴに目を向けられたエドは、ズズッと黒いスープを飲みくだした。

「このとおり、腹が満ちれば味は気にならない性しよう分ぶんのようだ。いや、まともな味覚の持ち主が加わってくれて、俺は安心したよ」

「なんですか、私のスープがまずいみたいな言い方をして。美味しいでしょう、シャルル？」

「え、ええと、個性的？　というか、独創的な……味ですね」

　口の中がイガイガして、発声すらままならない。

「独創的。なるほど。君は見所ある少年ですね。ええ、スープの隠かくし味にスパイスを入れてみました。紅茶用のがあったんで、紅茶を飲みながら、鍋なべにドサッと」

　ス、スパイスだけでこんな別世界に旅立てそうな味になるものだろうか。スパイスやハーブの類たぐいは自分も大好きだが、このスープに投入されたモノは、たぶん、異世界の産物だ。

「適当に飲んだフリでもしておけばよかったのに、シャルルは本当にマジメだな」

　ユーゴがわざわざ席を立って、紅茶を注つぎ足してくれた。飛びつくようにしてそれを口に含ふくむと、レモンバームの爽さわやかな香かおりが口を中和してくれる。ユーゴのためにと思ったお茶が、自分のためになるとは思ってなかった。

「殿下、ありがとうございます」

「気にしなくていい。俺が君に優やさしいのは、昼からはまともな食事が出てくるだろうという、期待の表れだからな」

「…………善処します」

　低く返すと、彼はハハ、と笑いながら椅い子すへ戻っていった。本気で言っているのか、からかってるのか。いや、根本的に性格がお捻ひねくれになられてらっしゃるのだろう。

「だが、シャルル一人では、食事も掃そう除じもとなると大変だな。エドやリオンの手は、いつでも使っていいぞ。エドは学者だてらに力があるから、荷運び役はできる。リオンは味付けはこの通りだが、獣けものをさばくのは手慣れている」

　その二人に目を走らせると、どちらも手伝いなんて真っ平だという顔をして、シャロンから目をそむけた。この二人を説得するくらいなら、自分でやったほうが早そうだ。

「それで、シャルル。今日は、俺の執しつ務む室を掃除してくれるかな」

「え、でも、厨ちゆう房ぼうもどうにかしないと」

「ああ、執務室の後、そっちをやるといい。お礼に、君のその皿、俺が片付けてやろう」

　恩着せがましい上に、有う無むを言わさぬ笑えみ。

　シャロンは、今日やるべき家事を頭の中に思い浮うかべ、はああ、と盛大なため息をついた。
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「失礼します」

「どうぞ」

　掃除用具一式を抱かかえてユーゴの執務室に入るなり、シャロンは悲鳴を上げそうになった。扉とびらを開けたとたん、薄うす暗ぐらい部屋の中から悪あく霊りようたちが這はい出てきたのだ。

　ユーゴは執務机に積み上げられた書類の山の向こう、顔も上げずに、鹿しか爪つめらしい顔つきでペンを走らせている。

「お仕事中ですか。なら、掃除は最後にしたほうがいいですよね」

　そしてそのまま、やらないで済ませられれば一番だ。

　くるりと後ろを向きかけたシャロンを、ユーゴの声が引きとめた。

「俺は集中すると他ほかの事は耳に入らなくなるタチだから、気にせずやってくれ」

「はい」

　逃にげそこねた。

　仕方ないので、ついでに押してきたティーワゴンを、机の脇わきに置く。ずっと執務室にこもりっきりだから、それこそレモンバームの紅茶が必要かと思ったのだ。

「気が利きくね」

　ニッと笑んだ、彼の顔。差し入れを喜ぶというより、それを運んできたシャロンを面おも白しろがっている顔だ。

（失敗した）

　シャロンは眉み間けんに皺しわを寄せた。無意識に世話を焼く悪あく癖へきは、どうにかならないものか。家の祖霊や領民の世話を焼くのは楽しくもあるし生きがいだけれど、この人に喜ばれ……いや、面白がられても、こっちは何にも楽しくない。いや、生きてる人間と暮らすなんて久しぶりだから、意思に反して頭のどこかが浮かれているのかもしれない。また余計な手を出したくなる前に、さっさと部屋を片付けて出て行こう。

　シャロンは床ゆかを埋うめ尽つくす本を集め、廊ろう下かに運び出しはじめた。

（外交論に、統計書に、地政学。セルパン王国の文化史に、経きよう典てんまで？）

　廊下へ分類別に本を積み重ねながら、隣りん国ごくの資料が非常に多いのが目に付いた。

　そういえば、セルパンとは大昔から仲がよろしくないと聞く。今は一時的に友好関係が保たれているが、数年前にも、すわ開戦かという危あやうい時期があったらしい。

　彼のほうに目をやると、資料をめくっては戻もどり、まためくっては戻りとやりながら、黙もく々もくと手紙を書き綴つづっている。あれはセルパンとのやりとりの書簡なのだろうか。

（この人、本当に王太子さまなのね……）

　今さらながら実感した。まだどこか信じられない気持ちがあったのだ。手ずからパンを焼き茶を淹いれ、皿を洗ってくれる王子なんて、どこの国にいるというのか。

　シャロンは彼の邪じや魔まにならないように、足音を忍しのばせて片付けていく。

　一通り床の本を廊下に出し終わったら、次は書しよ架かにハタキがけだ。ユーゴがよく手に取っているらしい書架と、そうでないところの差が、埃ほこりの積もり方で分かってしまう。

（このあたりの棚たななんて、何年分の埃が積もってるのかしら）

　布で背表紙を拭ふくと、古い革かわの装そう丁ていに刻まれた金色の文字が見えてきた。魔ま術じゆつ書、古代神語の資料、それから──。赤い革の背表紙に目が留まった。女の子の書いたような丸い字。

「これは……日記？」

　表紙に〈アニー〉と、少女の名前が入っている。パラパラとめくるうち、シャロンは脚きや立たつに腰こしを下ろし、いつしか夢中になっていた。どうやら、十年前に全員死んだという、あの伯はく爵しやく家の娘むすめが綴ったものらしい。

　体の弱かった彼女は、両親からも使用人からも、ことのほか大事にされていたようだ。城の庭には彼女の好きな花々が植えられ、それをバルコニーからよく眺ながめていたとある。彼女の手記は、父と母に囲まれた、温かで優しい思い出に満ちている。

　いつの間にか、シャロンの口もとに微ほほ笑えみが浮かんでいた。

　ページが進むにつれ、ある園えん丁ていの青年の記述が多くなっていく。「彼」としか書かれていないから名前は分からないが、アニーはバルコニーから庭を覗のぞくうち、段々と、花よりも「彼」の姿を追うようになっていったようだ。

　今日は「彼」と目が合った。うれしい。今日は「彼」がハサミで手を切ったのを目もく撃げきした。心配だ。今日は雨で「彼」は庭に出てこない。退たい屈くつだ。──部屋に「彼」の摘つんだ、一番咲ざきのバラの花束が届けられたという日の、浮き足立ったような字。

（恋こいをしてるんだわ）

　シャロンがまだ、味わったことのない気持ちだ。まるで自分の事のようにワクワクしながら、シャロンは少女の文字を追う。

「おもしろいモノでも見つかったかい？」

　上から降ってきた声。アニーの世界に浸ひたりきっていたシャロンは、危うく脚立から落ちかけた。気づけば、ユーゴが執務机から離はなれ、真横に立っている。手には分厚い本。棚に資料を探しに来たのか。

「あっ、すみません。日記を見つけたんです。この城のご令れい嬢じようのもののようなんですが」

「アニー・モロー？」

「ええ」

　ユーゴは机のほうを振ふりかえった。彼の視線を追うと、執務机の背後の壁かべに、大きな肖しよう像ぞう画ががかけられている。

　白しら髪が交じりの優しそうな紳しん士しと、線の細い、凜りんとした雰ふん囲い気きの婦人。その二人の間で椅子に腰をかけているのは、水色のイブニングドレスの少女だ。柔やわらかい笑顔の彼女は、シャロンとちょうど同じ歳とし頃ごろに見えた。金の波打つ豊かな髪かみ。シャロンとよく似た、薄うすい青の瞳ひとみ。ほとんど城から出なかったという彼女の肌はだは、透すきとおるような白の絵の具で塗ぬられていた。

「すこし、君に似ているな」

「えっ？」

　シャロンは目を丸くする。こんなお人形のような儚はかなげな美少女と、実家の借金を背負った労働者まがいの自分に共通点があるとすれば、せいぜいが瞳の色くらいだ。第一、今のシャロンは、シャルルじゃないか。

「わっ、私は男ですよ！」

「君の顔立ちは中性的だからな。女の子に間ま違ちがわれることもあるだろう？」

「ち、小さい頃ころは、そんなこともありましたけど」

「だろう？」

　ユーゴは顔を笑ませたまま執務机に戻っていった。シャロンは棚に日記を戻す。

　動どう揺ようしている場合じゃない。ヤブヘビにならぬうち、掃除を終わらせて退散しよう。

　シャロンは気を取り直してモップをかけ、今度は机周りの床を布でこすり始める。さっき作ってきた、この蜜みつ蠟ろうと石せつ鹼けんを溶とかし、テレビン油を加えたペーストで、床に艶つやが出るのだ。

　そこに、ぽん、と、丸めた紙くずが降ってきた。

（書き損じたのね）

　黙だまって拾ったが、十秒と経たたぬうち、またポイポイと上からくずが降ってくる。

　しかも彼の使い終えた資料が、見る間に椅い子すの脇へ積みあがっていく。シャロンは眉まゆを跳はね上げ、無言でその本を棚に戻しにいった。よし、床ゆか磨みがきの続きを、とかがんだ瞬しゆん間かん、

「狭せまい。もっと大きな執務机が必要だな」

　ユーゴが腕うででザザッと押しやった本が机から落下し、シャロンの後頭部に直ちよく撃げきした。

「痛っ」とうめく間もなく、落ちてきたのはインクのボトル！　蓋ふたがふっ飛び、床に広がる黒い染しみ。今まさに磨き上げたばかりのところに！

「いっ、いいかげんにしなさぁぁいっ!!」

　仁に王おう立だちに立ち上がり、ギッと犯人を睨にらみつけ──、凍こおりつく。

　驚おどろきに見開かれた、紫むらさきの瞳。しまった、相手はご先祖さまじゃなかった。

　王太子殿でん下かは啞あ然ぜんとしている。ややあって、その端たん整せいな顔がみるみる歪ゆがみだした。

（ふ、不敬罪で断頭台行き……!?）

　色をなくすシャロン。が、彼はブハッと噴ふき出し、額に手をあてて笑い出した。

「シャルルは怖こわいな。叱しかられてしまった。ハハッ、いや、なかなかいいものだ」

「も、申し訳ありません。大変失礼な言い方を。ですが殿下がその調子では、私がいくら片付けても、またあっという間に廃はい墟きよに逆ぎやく戻もどりですっ」

「うん？」

　彼は改めて周囲に視線を巡めぐらせた。そして「随ずい分ぶんキレイになったなぁ」などとのたまう。なんという厚こう顔がんだ。

「よ～～っく分かりました。この城の惨さん状じようは、経年劣れつ化かだけじゃありません！　厨ちゆう房ぼうも執しつ務む室もダイニングも、殿下があちこち散らかすから、際限なく汚きたなくなっていくんです！」

「俺はどうも片付けが壊かい滅めつ的に苦手でね。君が来てくれて本当に助かるよ、シャルル」

「私は、あなたの清せい掃そう係がかりとして来たんじゃありません！」

　頭にきたあまり、また叱りつけてしまった。するとユーゴは、ぱちぱちと目を瞬またたいてから、むしろ嬉うれしそうにクッと笑う。ダメだ、全然効いてない。

「君は銀ネアルヴズミイコーラじゃないな。怒おこると、逆毛を立てた猫ねこみたいだ。その空色の瞳、よく猫のようだと言われないか？」

「猫でもネズミでもありません！　私はれっきとした、人間のお……っ、男です！」

「ハハ、やっぱり猫の瞳だ。目の表情がクルクル変わる」

　彼は笑いながら、ふと、シャロンに視線を留めた。その顔から一いつ瞬しゆんだけ、笑え顔がおの仮面がすべり落ちたように見えた。

「……そういえば、君は、俺を恐おそれないな」

「え？」

「怖くないのか？　俺は、あの悪霊ゴースト王子・ホストだよ」

　彼の唇くちびるがニッと吊つりあがる。まるで何かを試ためすような、悪意をちらつかせる微笑。

　シャロンは何を試されているのか分からなくて、小首をかしげた。

「はぁ。でも、元々実家には亡ぼう霊れいたちが溢あふれかえってますし。悪霊のほうも、そういうモノと分かりましたから大だい丈じよう夫ぶです。そんなのより、もっと恐ろしいのが別にありますから」

「悪霊より怖いもの──？　なんだい？」ユーゴは目を瞬く。

「借入書の束です。夜な夜な、あの紙束に押しつぶされる悪夢にうなされます」

　ぽかんとした後で、彼の笑い声が響ひびいた。

「フ、ハハッ、そうか。やっぱり君は変わっているな。この亡霊城に住むにふさわしい」

「やっ、やめてください！　私は長居する気なんてありませんからね」

「君のことは嫌きらいじゃないよ」

　低くささやくように言われ、シャロンは凝ぎよう固こした。

　ユーゴは改めて笑み、そしてすかさず、何かを手て渡わたしてくる。

　──デジャブだ。自分の右手に視線を移すと、やはりそこには、モップの柄え。

　…………シャロンは、半眼になった。

「それでは思う存分、掃そう除じを続け、」二人の頭上に、パラパラと埃ほこりが舞まい落ちてきた。

　はっと上を見やれば、シャンデリアに、大量の悪霊。鎖くさりの接合部分が歪み、もうほとんど外れてる。逃にげなきゃ。なのに突とつ然ぜんのことに足がすくんで動かない。ミシッと不ふ穏おんな音。

「うわっ！」

「シャルル！」

　ユーゴが声を張った。肩かたを突つき飛ばされ、シャロンは床ゆかに背中を強く打ちつけた。重たいガラスが砕くだける轟ごう音おん。

「……うっ、ううっ」

　うめきながら上半身を起こそうとして、──シャロンは目を見張る。気づけば、ユーゴの腕に組み敷しかれていた。

　彼は一瞬、顔をしかめた。その頰ほおに、赤い筋ができている。見る間に血がにじみ、ぽたりとシャロンの顔にしたたり落ちる。

「殿下、怪け我がを……っ！」

　シャロンはクラヴァットを引き抜ぬいて、彼の頰に押し当てた。

「君は無傷か？」

「は、はいっ。殿下、どうして私なんてかばって」

　彼の頰にそえた手が震ふるえてしまう。それを見たユーゴは苦く笑しようを浮うかべ、シャロンの冷たくなった指先を片手で握にぎりこんだ。

「下の者を守るのは、王族の当然の義務だよ」

　落ち着きなさい、と紫の瞳ひとみに見つめられ、シャロンはただただ頷うなずく。

　と、ふと彼がけげんな様子で、握りこんだシャロンの手に視線をよこした。

「……随分と、柔やわらかい手だな」

　ぎくりとして、シャロンは体を強こわ張ばらせる。彼の視線がゆっくりと下がり、クラヴァットを引き抜いた、シャロンの素す肌はだに定まる。

「それに、この首のライン」

（しまった！）

　シャロンはパッと空いた片手で喉のどを覆おおう。

　ユーゴはシャロンの瞳を覗のぞきこんでくる。

「君は…………？」

　その時、大きな足音をたてて、リオンが部屋に飛び込んできた。

「殿下！　敵てき襲しゆうですか」

　ブーツでガラスを踏ふみ砕き、彼は目を見開く。

　血染めの布を頰にあてるユーゴと、その右手に捕とらわれているシャロン。

　──とたん、嬉き々きとした、いや、鬼き気き迫せまる色が、金茶の目に走った。

「なるほど。殿下、やはりその少年、刺客ネズミでしたか」

「はっ!?」

　リオンが右手を剣けんの柄つかにかけたのを見て、シャロンは青い顔を真っ白にした。

「刺客なら斬きり捨ててもいいですね？　さぁ、君も武器を取って。正々堂々戦いましょう」

「ちちちち違ちがいますっ」

　後ろに飛びのくシャロンに、リオンが心から嬉しげな笑みを浮かべ、一歩詰つめ寄る。

「やめろ、リオン」

　立ち上がったユーゴは、リオンの剣けん柄づかに手を置き、抜きかけた刃やいばを鞘さやに戻もどした。

「彼はネズミじゃなく、役に立つ愛らしい猫ってことに落ち着いたんだ。手を出すなよ」

　ユーゴはそのまま、部屋を出て行こうとする。

「あっ、殿下、傷の手当てを！」

　追いすがるように声をかけると、ユーゴは振ふり向いて、唇を微ほほ笑えませた。

「自分でできるよ。それより、そこの片づけを頼たのむ。リオンも手伝うんだぞ」

　シャロンもリオンも、去っていくユーゴの後ろ姿を目で追った。

（さっき、殿下、何を言いかけたのかしら）

　胸が冷えた。まさか、女と気づいたなんてことは……。いや、もし気づけば、見み逃のがしてくれないだろう。爵しやく位いを守るために身分も性別も詐さ称しようしたなんて、明らかな罪だ。

「…………残念だなぁ」

　リオンが、こちらにぐるりと首を巡らせた。シャロンを見るその目が、冥くらい。

　ばんっと壁かべに背中を貼はりつけると、リオンはつまらなそうに、後ろを向いた。もう剣を抜く気は失うせたらしい。

「散歩の続きでもしてきます」

「えっ、手伝ってくれるんじゃっ」

「ええ？　私、殿下の命令なんて聞く義理ありませんし。君が特別手当出してくれるっていうんなら考えますけど、私の賃金、高いですよ。君、借金持ちなのに払はらえます？」

　ほっこりとした優やさしい笑顔で、出てくるセリフは底意地が悪い。

　ムカッとしたが、機き嫌げんを損そこねて再び剣を抜かれても困る。命の危険に晒さらされるくらいなら、一人で片付けたほうが百倍マシだ。

　シャロンは壁に貼りついたまま、こっくりとうなずいた。

「どうぞお引き取りくださいませ」

「私を雇やとう気になったら、いつでも言ってくださいね」

　微笑みを残し、彼は本当に出て行ってしまった。

（…………この城に、マトモな人間はいないのかしら）

　いや、でも。ユーゴはさっき、かばってくれた。王族の義務と言ってはいたが、血を流してまで守ってくれるとは思わなかった。

（痛そうだったけど、大丈夫かしら。イヤな人だと思ってたけど……）

　シャロンはしゃがみこんで、砕けたガラスを拾い集める。

　あの人は、思っているほど悪い人じゃないのかもしれない。人の借金よわみにつけこんで下働きさせようなんて、悪徳王子なことに間ま違ちがいはないけれど。

　考えながら片付けていたら、ガラスの破は片へんの尖とがった先が、指を刺さした。

「痛ッ」

　人さし指に走った斜ななめの赤い線から、血が盛り上がってくる。ハンカチを出そうと腰こしを浮かせると、シャロンのその手が、強ごう引いんな力で上に引っぱられた。

　頭の上に影かげ。赤い髪かみの凶きよう悪あく面づら。エド、だ。

　彼はただでさえ険しい眉まゆを更さらに吊つり上げ、シャロンの真後ろに立っていた。引っぱり上げられた指が、いつの間にか布でくるまれている。

「エ、エドさん」
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　エドはそこに立てかけたままだったモップを手に取ると、無言で破片を寄せ集め始めた。

「手伝ってくださるんですか」

　人でも殺しそうな目で睨にらまれ、シャロンは言葉を吞のみ込んだ。しばし無言で、二人はシャンデリアの片付けにいそしむ。

　指に巻いてもらったハンカチに、血が滲にじんできた。洗って返さなければ。

　シャロンはちらりとエドを盗ぬすみ見た。目つきは怖こわいけれど、手伝ってくれるところからしても、気持ちの優しい人なのかもしれない。だとしたら、亡ぼう霊れい城で唯ゆい一いつの良識人だ。

　……なら、ずっと気になっていたことを聞いても、嚙かみつかれないだろうか。

「エドさん」

「なんだよ」

　不ふ機き嫌げんな声が返ってきた。

「あの、リオンさんは、どうして悪あく霊りようがまったく平気なんでしょうか」

「はあ？」

「エドさんは神職の方ですし、殿でん下かは王家の血が、私は古い神官の血が、悪霊から守ってくれてるんですよね？　でも、リオンさんみたいに、血や神仕えの守護がなくても大だい丈じよう夫ぶな人がいるなら、その理由が分かれば、他ほかの人も悪霊の影えい響きようを受けないようにできるんじゃないかな、と思ったんですけど」

「──無理だな」

　エドはバッサリとシャロンの考えを切り捨てた。

「リオンは例外だ。あいつは王立騎き士し団に入る前、よその国で傭よう兵へいをやってた。それも前線も最前線をわざわざ選んで出かけていったようなヤツだ。アイツが悪霊の影響を受けないのは、人の血や恨うらみの念まみれで、アイツ自体が悪霊みたいなモンだからだ。そんなのをマネすんのか？　王城の人間全員を、大量殺さつ戮りく者になんぞにできるか」

「た、大量殺戮者」

　さっきリオンの笑えみの底に見えた、冥い色。思い出して、シャロンはぶるりと震えた。

　その強張った顔に、エドは深い息をつく。

「お前、早く家に帰れ。いくらアルヴィエ家の血が守護してくれても、いつその血が負けるかなんて分からねぇんだ。気づいたら頭がおかしくなってても不思議じゃねぇし、そのうち体にも出てくるかもしれない。自分は大丈夫なんて思ってたら、馬ば鹿かをみるぜ。俺だって、月に一度は神しん殿でんに戻って沐もく浴よくしねぇと、体がもたん」

　そうなのか。頑がん丈じようそうなこの人も、悪霊の影響はまぬかれないのだ。

　それでもココに居続けているということは──、

「エドさんも、やはり、借金が？」

　同情を込めて見つめると、エドに白々とした眼めを向けられた。

「アホか。俺はこれでも王都の神学者だ」

　王都の神学者、ということはつまり──、彼は中央大神殿に属してるということだ。

（この若さで!?）

　シャロンは啞あ然ぜんとして、自分と三つ四つしか離はなれていないだろう青年を見上げた。若きにして中央大神殿に属する神学者さまと没ぼつ落らく子し爵しやく家の長女では、立場も身分も随ずい分ぶん差がある。

「殿下に弱みを握にぎられたんでないなら、なんで王都の神学者さまが、わざわざ亡霊城に」

「国王陛下から神殿に要よう請せいがあって、上に泣きつかれたんだよ。亡霊城なんて誰だれも行きたがらねぇが、建て前上、だれか派は遣けんしないわけにはいかないってよ」

　つまり、泣き落としに負けたわけか。なんだかますますイイ人そうじゃないか。

「亡霊城にも常識的でまともな方がいて、安心しました」

「お前、安心したじゃねぇよ。早く帰れって言ってんだろ。掃そう除じなんざバカ丁てい寧ねいにやり始めやがって。お前みたいなお人よしは、殿下のいいように使われんだよ」

「でも、私が契けい約やくを済ませないと、実家の方が立ち行かなくなるんです。どうにか悪霊たちと話をしてみます」

　大おお真面目まじめに語るシャロンに、エドは呆あきれたような息をついた。

「お前、なんでそんなに一いつ生しよう懸けん命めいなんだ」

「ですから、私が解かい呪じゆできないと、家名が剝はく奪だつされるんです」

「それは分かってる。ちげぇよ。掃除も、もっと適当にやりゃいいだろ。こんな磨みがきあげなくたって、殿下は気にしねぇよ。ありゃ、お前のクソマジメをおもしろがってんだ」

「それは、私もそう思うんですが、どうにも身に染しみついた性しよう分ぶんが許さなくってですね」

「ハッ、損な性分だな」

　それきり、彼は黙だまってしまう。

　二人で集めたガラス屑くずを、木箱に流しこむ。これで全すべて片付いたろうか。

「エドさん、ありがとうございました。このハンカチ、洗ってお返ししますね」

　感謝の笑みを浮うかべて見上げると、エドはガリガリ短い赤毛を搔かいた。

「──お前、聖書くらい読んだことあんだろ。いいか、ヴァルヒ神はこう言われた。『他の者のために働く者は、必ず祝福されなくてはならない』」

　エドは言葉を切り、シャロンの背後に目を走らせた。

「お前の奮ふん闘とうに免めんじて教えてやるが、この城に住み着いてるのは、悪霊だけじゃない。俺には絶対近づいてこねぇが、お前なら話し合えるんだろ」

「悪霊だけじゃ、ない？」

　どういう意味だろう。問う間をくれず、エドはシャンデリアの残ざん骸がいを収めた木箱を持ち上げ、出て行こうとする。

「あっ、エドさん！」

　呼び止めると、彼は戸の前で少し振ふりかえる。

「ありがとうございます。あの、いろいろ。これからもどうか、よろしくお願いします」

「カン違ちがいすんな。ここはお前みたいなのが居る場所じゃねぇ。仕事が片付いたら、さっさと出て行け」

　赤い瞳ひとみが、拒きよ絶ぜつをたたえた鋭するどい光を放った。シャロンはギクッと声を失くす。彼はそのまま背を向け、部屋を出て行ってしまった。

（心底、邪じや魔まって思ってる目だったわ）

　彼の姿が見えなくなった後も、まだ心臓が冷たく震ふるえてる。何が「よろしく」だ。仲良くしてもらえるかもだなんて、甘かった。シャロンは拳こぶしを握りこんだ。手のひらにツメが刺さる。

　こんな、どこにも気持ちの預けどころのない城で一年も、とても心がもちそうにない。

（エドさんの言うとおり、さっさと解呪を成功させて、出て行かなきゃ）

　シャロンは自分を励まし、エドの居た場所に立って同じように景色を見み渡わたしてみた。

　──別に、なんの変へん哲てつもない執しつ務む室の風景だ。彼は何を教えようとしたのだろう。

　その時、執務机の後ろにかかった肖しよう像ぞう画がの前を、何か白いものが横ぎった。

　違う、人だ。窓から差し込む朝あさ陽ひのせいで多少薄うすらいではいるが、確かに、婦人の姿。白いと思ったのは、その人がグレーのドレスを着ているからだ。

「亡ぼう霊れい！」

　思わず叫さけぶと、ハッとした顔で振りかえった彼女は、ぽってりと丸い頰ほおを引きつらせ、怯おびえるような色を浮うかべる。次の瞬しゆん間かん、ふっと消えてしまった。

（今の、亡霊だった！　実家のご先祖さまと同じ、ちゃんとした人の霊れい！）

　彼女の着ていたドレスは、実家の母のものと似た、かなり前のデザインだった。アルヴィエ家がドレスを買えていた時代のもの──。だからたぶん、十年ほど前のデザインだ。

　十年前？　頭の中で、歯車が嚙み合った。あの亡霊、先代城主、モロー伯はく爵しやく家にゆかりのある人物だ。使用人か関係者の妻か。彼らが死んだ時から、ずっとここに住み着いているのだろう。

「だったら、魔ま術じゆつ師しの顔を見てるかも！」

　ユーゴが呪じゆ詛そされた三年前の追つい悼とう礼拝のとき、彼女はこの城に居たはずだ。彼女の目もく撃げき談から魔術師を割り出せれば、その魔術師本人に解呪させられるんじゃないだろうか。

　風が吹ふき込み、カーテンを揺ゆらす。柔らかな木こ漏もれ日が、窓ガラスをきらりと光らせた。
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　──だが。伯爵家時代の亡霊をつかまえるのは、そう簡単なコトじゃなかった。

　シャロンは掃除中の廊ろう下かから陽の落ちた窓を見やり、絶望の面おももちになった。

　光明が差し込んだと思えたのは一いつ瞬しゆんで、入城から一週間経たった今もまるで進展がない。

　というのも、まず、ユーゴの気まぐれな命令でアチコチを掃除するのに、日中はほとんどの時間を取られ、ひと段落ついたとたん、「おなかが空きました」と自リ由オ人ンが顔を出す。ようやく三人の男どもに食事をさせたと思ったら、せっかくキレイにした部屋を、ユーゴがまた書類まみれにしているのに気づくのだ。エドの言うとおり、適当なところで放ほうっておけばいいのにと思いながら、結局、また片付けてしまう。

（あの人たち、私の性格を知ってて、おちょくってるトコもあると思うわ）

　何かを頼たのんでくるときの、ユーゴとリオンの、あの楽しそうな顔。

　そして、ようやくうるさい人たちが寝ね静しずまったころ、亡霊捜さがしに出ようとするのだが──。

　すこし休もうと自室のベッドに倒たおれこんだとたん、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで意識を失ってしまう。しかも、その後も何度も悪あく霊りようたちに叩たたき起こされるのだ。別の部屋でガラスが割れる音が響ひびいたり、棚たなごと倒れる音がしたり。悪霊の大おお騒さわぎは、夜中こそ本番らしい。結局ほとんど熟じゆく睡すいできずに朝を迎むかえることになる。毎日が、その不幸なリズムの繰くり返しだ。

　シャロンは夜よ霧ぎりの染みこんでくる窓を閉め、はあ、と息をついた。

　クラヴァットを結ぶのにかかる時間も短くなった。すっかりズボンにも馴な染じんでしまったし、低い声を気をつけて出していたら、もう地声がこの高さになったような気さえする。

　この生活にどっぷり浸つかっていたら、ご先祖さまの懸け念ねんどおり、ますます女としての幸せが縁えん遠どおくなりそうだ。後あと戻もどりできなくなる前に、今夜こそ亡霊から話を聞きだしてみせる！

　シャロンは決意も固く、モップとバケツを倉庫に戻もどし、闇やみに沈しずむ廊下を振りかえった。

　──と、先の見えないほど長い廊下の、ずっと奥のほうに、シャロンを見つめる、男の影かげ。

「殿でん下か？」

　壁かべに据すえられた燭しよく台だいの炎ほのおが、煤すすを吐はいて揺れた。

　赤い光に照らされたその顔は、ユーゴでも、エドでもリオンでもない。

　ヒゲをたくわえた老ろう齢れいの紳しん士しだ。髪かみもほとんど白くなっている。深い赤のベルベットの上ジユスト衣コールを着て、同じ布のキュロットに、白い靴くつ下した。身なりからして上級使用人か。

（亡霊だ！）

　視線がからむと、紳士の亡霊は踵きびすを返した。そのまま廊下の奥へ歩いていってしまう。

「待ってください！」

　シャロンは全力で駆かけ出した。暗くら闇やみの向こう、コツコツと響く革かわ靴ぐつの音を追う。等とう間かん隔かくに灯ともされた燭台の灯りに、時おりフッと白しら髪があ頭たまが照らし出されるが、距きよ離り感かんがあやふやだ。自分が走っているのか歩いているのかすらも、段々怪あやしくなってきた。

「待って！　あなたの話を聞きたいだけなんです！」

　紳士は振り向いてもくれない。暗闇に姿が隠かくされていく。

「ま、」

　待ってと言い終えるまえに、白髪の紳士はどこにも姿が見えなくなっていた。彼の消えた場所まで駆け寄ってみるが、もう気配もない。うなだれたシャロンは、壁に手をついた。

「せっかくのチャンスだったのに」

　気づけば、普ふ段だん出入りのない場所まで足を踏ふみいれていた。アニーの衣い裳しよう部屋の前だ。入城初日、カーテン用の生き地じをもらうために一度だけお邪魔したことがある。

　中から、ボソボソと声が聞こえてきた気がして、シャロンは息を吞のんだ。

（さっきの亡霊、この部屋に入った？）

　冷たい木の扉とびらに、耳を押し当ててみる。

　気のせいじゃない。中に誰だれかいる。女の太い掠かすれ声と、男のじめっと震えるような声こわ音ね。

『これはアニー様が十六歳になられたときの、ペールグリーンのドレスだわ。蜂はち蜜みつ色の御お髪ぐしが映はえて、本当に愛らしかったこと』

『このドレスは、ご主人さまが王都の職人に作らせたんだよ。シャロンのバラの貴重な染せん料りようを使わせてね。鮮あざやかな黄が太陽のようだから、アニーさまも、きっと気が晴れるだろうと』

『本当に、ご主人さまはアニーさまをお可愛かわいがりでしたわね。お嬢じようさまは天使のように愛らしいお方でしたもの。それでいて、意外にしっかりしたところもお持ちで』

　アニーを懐なつかしむ声がざわざわと響いてくる。声の数からすると、四、五人はいる？

（みんな、伯爵家の使用人たちだわ）

　これだけ数がいれば、だれかシャロンの話に耳を傾かたむけてくれるかもしれない。

　シャロンはすううっと鼻で息を吸ってから、長く静かに吐いた。

　落ち着いて、笑え顔がおで、フレンドリーに。

（よしっ！）

　シャロンは亡霊を驚おどろかせないよう、ゆっくり扉を押す。中から埃ほこりっぽい空気が漂ただよってきた。

　衣裳部屋といえども、中は相当な広さだ。マホガニーのチェストがずらりと並び、奥には巨きよ大だいなオーク材のクロゼット。白地に金の繊せん細さいな装そう飾しよくが施ほどこされたドレッシングテーブル。

　──そして。その中を立ち動く、男女を交ぜた数名の使用人の姿。

　チェストにしまいこまれたドレスを吊つるし、丁てい寧ねいにシワを伸のばす者。裾すそのほつれを繕つくろう者。ドレッシングテーブルに置いた銀盆ぼんに、クシや手鏡を並べ、それを布で磨みがきあげる者。

　窓から差し込む青白い月明かりが、亡霊たちの姿をはっきりと浮かび上がらせている。まるで活気のあった在りし日の城に、迷い込んだような光景だ。

　シャロンは目を瞬またたいた。振り返ると、燭台に火が入っている廊下のほうが、よっぽど暗い。

　そうか。衣裳部屋には、悪霊がいない。対して、廊下の壁には、悪霊たちの黒いわだかまりが無数に蠢うごめいている。だから部屋の中のほうがずっと明るく見えるのだ。

（でも、なんで？）

　亡霊と悪霊で、部屋の住み分けでもしているのだろうか。

　廊下から、中に視線を戻した瞬間。ちょうど手鏡を持ち上げた婦人の、その鏡の中にシャロンが映りこんだ。鏡越ごしに、ばちりと視線が交こう錯さくする。

（この人、前に執務室で見た、あの女の人！）

　声をかける前に、彼女がキャアアと悲鳴を上げた。

『人よ！』

　亡霊たちの視線が、一気にシャロンに集中した。

「驚かないで！　私は怪しい者じゃないです。あなたたちの話を聞きたくて、」

　シャロンが言い終わるのを待たず、叫んだ婦人は姿を搔かき消してしまう。そして紳士も、残りの亡霊も、次々に消えていく。

「あっ、逃にげないで！」

　中に駆け込むが、もうその時には、衣裳部屋はがらんどうになってしまっていた。

　代わりに、開け放したままの扉からザザザッと音をたて、悪霊たちが滑すべりこんでくる。

　部屋はあっという間に闇で塗ぬりつぶされてしまった。

　シャロンは廊下の燭台を取り、衣裳部屋の中を照らし出した。

（また逃げられちゃった……）

　彼らは何をあんなに怯えているのだろうか。使用人一同そろって、極きよく端たんな恥はずかしがり屋だとでも言うのか。ため息をつきながら、長なが椅い子すの隅すみに腰こしを下ろした。

　テーブルに置かれた小さな丸い額がく縁ぶちのなかに、アニーが可か憐れんな笑顔で収まっている。全身鏡に映りこんだ自分は、正反対に疲つかれた顔だ。

「あっ、コラ！」

　ソファに置き去りにされたドレスに、悪霊が這はいのぼろうとしている。慌あわててドレスを奪うばうと、黒い靄もやはガサガサと逃げていった。

　鏡にハッと目がいった。ドレスをかかげた自分が映っている。

　柔やわらかな絹の、淡あわい色合いのドレス。ウエストは心持ち高い位置で、くすんだピンクのリボンベルトが巻かれている。愛らしいデザインで──正直、シャロンには似合っていない。

　アニーとシャロンは歳も近く、背格好も似ている。シャロンのほうがやや中性的な印象だが、たぶん髪を切る前なら、もう少しマシに見えたはずだ。

　短いえり足を指でなでつけてみて、ため息をついた。悪霊に汚よごされないよう、ちゃんとチェストにしまっておこう。

　丁寧に畳たたみかけて、──ふと、思いついた。

「かつら！　かつらがあるんじゃないのっ？」

　シャロンはチェストを開けて、かつらを探し始めた。在りし日の実家の父母も、晩ばん餐さん会用に、いくつもかつらを用意していた。山のように高く結ゆったスタイルのものや、強いカールを作ったもの。これだけたくさんドレスを持っていたアニーなら、きっとどこかに……！

　なにもオシャレしたいとか女を取り戻したいというワケじゃない。亡ぼう霊れいたちと話をするために、アニーの姿を装おうと考えついたのだ。アニーを慕したい恋こいしがっていた彼らだ。彼女の亡霊が戻ってきたと思えば、逃げずに出てきてくれるんじゃないだろうか。

「あった！」

　四つ目のチェストを開けたところで、木箱に収められた、蜂蜜色の毛のかたまりを見つけた。早さつ速そく出して振ふりさばいてみると、輝かがやく髪がバサリと波打った。

「すみません、アニーさん。お借りします」

　シャロンは周囲を見み渡わたしてから、クラヴァットを解き、上ジユスト衣コールもベストも、シャツも脱ぬぎ捨てた。下着一丁でペチコートに両りよう脚あしを突つっこみ、ウエストのヒモを腰に縛しばり付け、ペールグリーンのドレスをかぶる。細工の細かいくるみボタンを、ひとつひとつ留めていく。

　最後に蜂蜜色のカツラをかぶり、大鏡の前に立ってみた。

　そこに映ったのは、さっきより幾いく分ぶんマシかと思える、金きん髪ぱつの少女。肖しよう像ぞう画がを見る限り、華きや奢しやな体格はもともと似ていたようだから、それほど無理な感じはないと思うのだが。

（多少、胸むね幅はばがあまってるのは、目の錯さつ覚かくよ）

「これで、ちょっとは似たかしら」

　呟つぶやいたシャロンの真後ろに、唐とう突とつな気配。

『ぜんっぜん似てないわよ、無礼なこと言うコだね』

『まったく、アニー様への冒ぼう瀆とくだ』

　ぎょっとして振り返ると、いつの間にか、先の亡霊たちが再び姿を現していた。

『ウエストの締しめ方もなってないよ。アンタ、コルセットもしてないね』

　まったくもうと、最初に目もく撃げきしたあの婦人の霊れいが、たくましい両りよう腕うでで背中の編み上げリボンを締めあげる。肋ろつ骨こつを折られかねない勢いに、シャロンは声にならない悲鳴をあげた。

『アンタたち！　ぼさっと見てないで、詰つめものになる綿でも取っておいで！』

　他ほかの亡霊たちに指示するさまからも、どうやら年嵩かさの彼女は、城の家政婦長らしい。彼女の命を受け、他の女性たちが一いつ斉せいに散って手に手に布きれを取ってきた。

『こんなガバガバの胸むな元もと、見てるだけで寒々しいったら』

「ガ、ガバガバの胸、ですか」

『そりゃアンタ、女装シュミはどうかと思うけど、胸の厚みは本当の女性とちがってあたりま──、あら…………』

　シャロンの胸もとにぐいぐいと綿を押し込みながら、家政婦長は、途と中ちゆうで黙だまってしまった。ささやかな胸の存在に、ようやく気づいてくれたらしい。

『ホホ、アンタもこれから育つ可能性はあるわけだから、ホホホ、気にしないことよ』

「はあ」

　ところで、なんでこんな事態になってしまったんだろう。

　シャロンは鏡の前に座らされ、執しつ事じと思われる男性に手ずからヒールを履はかされ、一方ではかつらの髪かみのからみを丁寧にくしけずられ、また別の女性には、顔によくわからない白い粉をはたきこまれている。

『あなた、令れい嬢じようは首筋の青い血管がステイタスなんですのよ。こんなに日焼けしてしまって。特にお手入れなさってなかったんですね？　素材はいいのに、もったいないことですわ』

　はあ、ええ、まあ、と頷うなずいたりなんだりしているうちに、顔になにやら描かかれたり塗られたり、鏡のなかの自分が、見る間にアニーになっていく。儚はかなげな微び笑しようを浮うかべてみれば、肖像画の本人とそっくりだ。もちろん、この暗くら闇やみのマジックもあるのだろうが。

　使用人たちは仕事を終えると、その手を止め、しげしげとアニーを見つめた。

『……ああ、お懐かしい……』

　執事の目から、ほろりと大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

『在りし日のアニーさまに、本当によく似てらっしゃる』

『ええ、ええ。まるで十年ぶりにお会いできたようですね』

　嬉うれしそうに、しかし哀かなしげな色で見つめてくる彼らに、シャロンは切なくなった。

「アニーさんの亡霊は、ここにはいらっしゃらないんですね」

『お嬢じようさまは、身も心も清いお方ですから。お亡なくなりになった後は、ちゃんと神の御み許もとへ旅立たれましたよ。もちろん伯はく爵しやくさま、奥さまも、この城にはおいでになりません』

『アタシたちは、なんでかねぇ。この城から離はなれられなくて。ご主人さまご家族を、誰だれひとり病気からお救いできないまま、自分も死んじまって……くやしかったのかもしれないね』
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　家政婦長は、シャロンの肩かたにぽんと手を置いた。

『この前は逃げちまって悪かったね。アタシら、外の人間が怖こわいのさ。王子さまご一行が住むようになってから、入れ代わり立ち代わりヘンなのが来て、アタシたちを追い出そうとする。アンタもああいう輩やからかと思ったんだよ』

　それはたぶん──ドニ公こう爵しやくが毎月送り込んだという、神官や魔ま術じゆつ師しのことだろう。

『それにさ、こんな気持ち悪い、黒いのがウジャウジャわくようになって。ヒドい迷めい惑わくだよ』

　家政婦長が床ゆかをドンッと踏ふみ鳴らす。

『こっちへ来るんじゃないよっ！　アニーさまのお道具が汚よごれちまうだろう！』

　彼女の一いつ喝かつに、悪あく霊りようたちは一斉に部屋の外へ逃げだした。ふん、と鼻を鳴らす彼女に、シャロンは目を輝かせた。

「もしかして、悪霊を追い払はらえるんですか!?」

『え？　ああ。できなくはないね。アタシらがいないと、しばらくしたら戻もどってくるけども』

「スゴイ！　私が話しかけても全然聞く耳持たなかったのに、皆みなさんの声は届くんですね」

『そりゃ、一応は同じ霊の身だからさ。逆にアンタみたいに、生きてるくせにアタシたちの姿が見えて、声も聞こえるほうが珍めずらしいだろう』

　シャロンは頰ほおに手をそえて考えこんだ。

　この人たちが悪霊をコントロールできるなら、殿でん下かの呪のろいを解くことはできなくても、間接的にどうにかしてもらえないだろうか。

（悪霊が集まってきたら、追い払ってもらって──。そうしたら、殿下が王城に戻ったって、まわりに迷惑をかけずに済むんじゃないかしら）

　いや、無理か。この城への想おもいが強くて残っている彼らが、ここを離れて王城へついてきてくれるとは思えないし、殿下にずっと張り付いててもらうなんて、現実的じゃない。

「悪霊たちに、二度と殿下のそばに寄るなって、説得することはできませんか？」

『そこまでは無理だろうね。来るな寄るな出て行けって、どんなに言って聞かせたって戻ってくる。だいたい、新しいのがドンドン湧わいて出てきて、とてもじゃないが追いつかないよ』

「そうですか……」

（やっぱり呪いをかけた張本人に解かい呪じゆさせるしか、方法は残ってないわ）

　視線を感じて顔を上げると、亡霊たちの、ひたむきな瞳ひとみとぶつかった。

『アンタ、アタシらを城から追い出そうって腹じゃないんだろ？』

「へ？　あ、ええ。天に上がられたいなら、できることは協力させてもらえたら、とは思いますけど。無理にとは言わないです。私、除霊のような力はありませんから」

『……なら、アンタにお願いがあるんだよ』

　神しん妙みような顔つきで、彼女らは頷きあう。シャロンはごくりと、喉のどを鳴らした。
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　断れなかった。

　ドレスの裾すそを引きながら、シャロンは背後を見やる。

　と、満面の笑えみの亡ぼう霊れいたちが、キラキラとシャロンを見つめ、群れをなしてついてくる。衣い裳しよう部屋の五人だけかと思いきや、どこに隠かくれていたのか、シャロンの後に続く亡霊は、あっという間に数十人になってしまった。

　こんな場面をご先祖さまに見られたら、「お人よしめ」とため息をつかれるだろうが、だがしかし、今回はちゃんと交こう換かん条件も取り付けたのだ。あの悪徳王子と交かわした契けい約やくに比べれば、フェアな取り引きだった──はずだ。それにやっぱり、亡霊たちが目をうるませながら喜色に満ちているのを見れば、女装姿で夜の散歩くらい、してあげたいと思ってしまう。

　シャロンが亡霊たちと交わした約束は、こうだ。

　シャロンは毎夜アニーの姿になることで、亡霊たちの心をなぐさめる。そしてアニーがよく城の中で散歩していた、そのコースを彼らと共に一周する。亡霊たちはその見返りに、悪霊たちが騒さわぐのを、夜の間、鎮しずめて回ってくれる。それなら、シャロンもベッドに入ってからは熟じゆく睡すいできるはずだ。

　それと、もうひとつ。三年前の魔術師の情報が入ったら、すぐシャロンに伝えること。

　追つい悼とう礼拝の日、怪あやしい貴婦人を目撃したかというシャロンの問いに、彼ら伯爵家の亡霊たちは全員、首を横に振ふった。というのも、彼らは礼拝に来た神官たちを恐おそれて、ずっと奥の部屋に閉じこもっていたそうだ。

　結局、期待していた彼らからも、呪じゆ詛そをかけた魔術師の情報は何ひとつ得られなかった。

「また八方ふさがり、か」

　はた、とシャロンは立ち止まった。

　もうすぐユーゴの部屋の前だ。そして、その手前には、彼の近衛このえ騎き士しであるリオンの部屋がある。避さけて通りたい危険地帯だ。

　振りかえってみると、亡霊たちは「そのまま先へ」という目でシャロンを見つめている。シャロンも目で訴うつたえてみるが、彼らの首は左右に振られた。アニーの散歩コースを離れてはならないということか。

　心臓がバクバク音を立て始めた。もしここでリオンでもユーゴでも、気配に気づいて扉とびらを開けたら、この女装姿でご対面だ。

　女だとバレたら、実家の爵しやく位いは剝はく奪だつだ。あのユーゴ殿下なら、噓うそつきめと斬きり捨てたりはしないだろうが、更さらに不利な条件をつきつけてきて、使用人から奴ど隷れい扱あつかいに降格、なんて事態は充じゆう分ぶんありえる。それに亡霊城では、婦人は城の悪霊にかどわかされるというじゃないか。

（んん？）

　今、何か引っかかった。

　婦人たちが亡霊城で行方ゆくえ知れずになったという噂うわさ。あれは、本当なのだろうか。だって、そこらに這はいずり回っている悪霊は性別を判別できる頭もないし、他ほかにいる亡霊たちは、

　──シャロンからたっぷり五メートルは離れ、満面の笑みで、こちらを見つめている。

（婦人を花はな嫁よめになんて、とても考えそうな人たちじゃないけど）

　その時、うう、と低い音、いや、声？　今、なにか聞こえた気がする。

　シャロンは周囲を見み渡わたした。亡霊たちは肩をすくめている。彼らじゃない。

（殿下のところからだ）

　ユーゴの部屋の扉が、内側に少しだけ押し開かれている。中は漆しつ黒こくに包まれて目が利きかないが、苦しげな息いき遣づかいが漏もれてくる。

「……うなされてるのかしら」

『いつもよ。あの王子さま、毎晩こうなのよ』

　家政婦長が、周囲をはばかる声で言う。

（毎晩？　あの、人を食ったような笑顔の人が、こんな苦しそうな声を？）

　シャロンは燭しよく台だいを中に差し向けてみた。すると──壁かべに天てん井じように窓に、そして寝しん台だいまで覆おおいつくすように、黒い影かげが部屋中一面に貼はりついている。おびただしい数の悪あく霊りようたちが、この部屋に集まってきているのだ。ぞわっと足先から震ふるえが駆かけ上った。

　昼は人間の時間、夜は人ならざる者たちの時間。陽ひが落ちた今、さらにユーゴが眠ねむりについて無防備になっているのなら、悪霊たちも彼に憑きやすいのかもしれない。

「こんなヒドいなんて……。皆さん、お願いできますか」

　声をひそめて言うと、亡霊たちはスッと部屋の中に入り、悪霊を追いたて始めた。シャロンは彼の無事を確かめるために、寝台のほうへにじり寄る。

　そっと天てん蓋がいをめくり、シャロンはびくっと固まった。

　よほど寝ね苦ぐるしいのか、彼は身を横に、腕うでをまくらにしている。いつも微び笑しようの浮うかぶ目もとはきつく閉じ、髪かみが汗あせで貼りついている。筋ばった首に、玉の汗が流れて落ちる。

　彼の引き結んだ唇くちびるから、掠かすれた、苦しげな息が漏れた。うさんくさいほど華はなやかな昼間の彼とはちがう。

　──まるで、この人の秘密を盗ぬすみ見てしまったような錯さつ覚かく。

　唐とう突とつに襲おそってきた動どう悸きに、シャロンは目を激しく泳がせた。男の人の寝ね姿すがたが、こんなふうに、こんなふうに気持ちを落ちつかなくさせるものだなんて、知らない。いや知らなかった。

（だ、大だい丈じよう夫ぶ、もう悪霊はいない、わよね）

　ドレスの裾を翻ひるがえそうとして、動きを止めた。

　彼のこめかみからにじんだ汗が頰を伝い、顎あご先からぽたりと落ちた。絹のシーツにできた、小さな染しみ。それが彼の落とした涙なみだのように見えて──。ひどく胸を衝ついた。

（……この人、呪いなんてなんでもないって顔してるのに。なのに、本当はこんなふうに、毎晩苦しんでたの？　いつから？　私が来る前から、三年も前から、ずっと、毎晩？）

　誇ほこり高い王太子さまが、没ぼつ落らく貴族の小こ娘むすめに同情なんてされたくないだろうけれど。それでも、かわいそうに、と思った。……それから、自分と少し似にてる、とも。

　アルヴィエ家には、亡霊たちは山ほど居たが、生きた人間は自分だけだった。温ぬくもりのない屋や敷しきの、冷たい夜。夜が来るのが、怖こわかった。この人も同じだ。心許せる人間のいない、悪霊に満ちたこの廃はい城じように、終わりの見えない、苦しい夜を過ごしている。

　それで、つい手が伸のびた。彼の額の髪をすくいとり、横に流してやる。汗を手の甲こうでぬぐい、頰に流れた汗のあとも指先でたどる。温かい、血の通った頰。赤いひと筋の傷が残っている。シャロンをかばい、シャンデリアのガラスで切った痕あとだ。

　その痕に指をはわせ、シャロンはハッと固まった。きらりと光るものが目に入った。

　──紫むらさき色いろの、ガラス玉。ちがう、ユーゴの瞳ひとみだ。

（起きてる!?）

　シャロンは息を詰つめた。でも紫の瞳はぼんやりとして、心はまだ夢の中なのだろうか。視線がゆるゆると周囲をめぐる。一人きり取り残され、泣き飽あいた迷い子のような色。そしてシャロンを見つけ、ゆっくりと、瞬まばたきする。シャロンがぎくりと強こわ張ばる前に、彼はふっと、本当に嬉うれしそうに──笑ったのだ。

（……なんで、笑うの）

　逃にげたほうがいい。だけど、どうしよう。胸の内側をつかまれたみたいだ。

　シャロンはおずおずと腕を伸ばした。不器用に重ねた手のひらに、そっと力をいれる。汗ばんだ、熱い手だ。その温もりがシャロンの肌はだに滲にじんで広がっていく。ご先祖さまたちの冷たい手のひらとは違ちがう。

（人間の手って、こんなに温かかったっけ）

　心ここ地ちよさそうに細められた紫の瞳が、ゆっくりとまぶたに隠されていく。そのうち、かすかな寝ね息いきが規則的に響ひびき始めた。

（……寝ねちゃった……？）

　シャロンは、ようやく息を静かに吐はき出した。

　頭の奥が、痺しびれてるみたいだ。まだこの温もりに触ふれていたい。もう少しこのまま見守ってあげたいなんて、なんでこんな甘い気持ちになるんだろう。

（私、ヘンだわ）

　シャロンは胸を押さえ、振り切るようにして、彼の部屋を後にした。
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　──夜毎ごと、眠れる王子の寝しん所じよに忍しのび込む、亡霊の令れい嬢じよう。

　そこだけ聞くと、ロマンチックなおとぎ話のようだ。

　亡霊たちとの約束を果たすようになってから、三日目の深夜。

　シャロンは気配を殺し、ロマンチックどころか盗とう賊ぞくかと思われるような鬼き気き迫せまる様子で、扉に張りつき耳を澄すましていた。

　今夜の装いは、アニーが愛用していたという、とろりとした絹のイブニングドレスだ。病弱だったという彼女のためか、ウエストを無理に引き絞しぼってはいない。瞳に合わせた湖の水面みなものような色で、アニーとよく似た瞳のシャロンにも、それなりに──亡ぼう霊れいたちに言わせるなら、合格ラインで似ている、とのお墨すみ付つきだ。そして、髪はやはりアニーの蜂はち蜜みつ色のカツラで、誰だれかと行き合ったときの用心に、ベールで顔を隠かくすことも忘れてない。

　こんなに飾かざりたてても、亡霊たち以外の誰に見せるわけでもないのが少し残念だ。いや、この城の生きている住人に目もく撃げきされたら、それこそ大ピンチなのだが。

　特に、エドだ。彼はよく城の裏森へ出入りしているようで、早朝や深夜でも、危あやうく見つかりそうになり、物もの陰かげに隠れることもしばしばだった。前に男装姿で出くわしたとき、勇気を出して「森に何の御ご用ようですか」と問うてみたが、「礼拝だ」と、また睨にらまれてしまった。礼拝というのは、わざわざ森でするものなのか分からないが、ともかく、彼には気をつける必要がある。今夜も、彼が寝ね静しずまったのを確かく認にんしてから、ドレスに着がえてきたのだ。

　──そして、今。

　扉を隔へだてたユーゴの寝しん室しつからは、悪霊の這いずる音が聞こえてくる。

　シャロンは時間をかけて慎しん重ちように慎重に、扉を押していく。

「皆みなさん、お願いします」

　声をひそめて頼たのむと、亡霊たちは三々五々、悪霊そうじを始めた。追い立てられた黒い無数の影は、黄色い光の眼めをチカチカさせながら、シャロンの足もとを逃げていく。

（これで全部、出て行ったかしら）

　部屋をぐるり確認してから、シャロンはそっと寝台に歩み寄った。あまり直視しないようにと心の準備をしてから、天蓋の布をめくる。

　自分の腕をまくらに寝るのがクセなのだろうか。ユーゴは首元に黒ブル髪ネツトをからませ、昨日より静かな寝息をたてていた。顔色が、少し良くなったようだ。深く眠れる時間ができたというのは大きいのだろう。

　よかった、と、ホッとしてしまってから、シャロンは自分に戸と惑まどった。

（ほだされる気なんて、全然ないのに）

　さっさと解かい呪じゆして、契けい約やく書と借入書を破は棄きして、なるべく早く実家に帰る。それが目的なのだから、この人に情を移す必要など全くない。そもそもこの人は、王城に戻もどれば、まごうかたなき天上人だ。王太子の彼も、騎き士しのリオンも、神学者のエドも、没ぼつ落らく子し爵しやくの娘むすめとなんて、出会うきっかけもないような御ご仁じんたちだ。今みたいに彼らと同じテーブルで食事をするなんてことは本来ありえないのだから、必要以上に深く立ち入らないほうがいい。

　ちくり、と寂さびしいトゲが胸を引っ搔かいた。

（今の、何？）

　……とにかく、励はげむべきは、解呪の方法を見つけること。夜な夜な城を警備している場合じゃない。今夜はドレスから着がえたら、執しつ務む室や書しよ斎さいの魔ま術じゆつ書を探さぐってみるつもりなのだ。

（まずは執務室の本からだわ）

　シャロンは安らかになったユーゴの寝ね顔がおから視線を外し、後ろを向きかけた。




「待ってくれ」




　真下に響いた、少し掠かすれた声。

　耳を疑った。が、目を戻すと、明めい瞭りような意識を宿した目が、シャロンをまっすぐに見つめている。

「おっ、起きて──っ!?」

　飛び退すさったシャロンを追って、寝しん台だいから腕うでが伸びてくる。シャロンは更さらに後ろに跳はねて、その手から逃のがれた。夢の中とばかり思っていたユーゴが、半身を起こす。

（バッ、バレた!!）

　終わりだ。アルヴィエ家は終わりだ。

　シャロンは絶句して立ち尽つくす。だが彼も瞳を丸くして、シャロンの爪つま先さきから頭のてっぺんまで視線を走らせ、何か感心したような吐と息いきをついた。

「……麗うるわしいご令嬢だ」

「えっ」

　──シャルルだと、気づいてない？

　シャロンは自分の身なりを見おろした。化け粧しようもしているし、ベールで顔は不明瞭だ。髪かみの色も違う。しかも今日の格好は、執務室の肖しよう像ぞう画がと同じドレスだ。

　落ち着け、これは好都合だ。ごまかし通せるかもしれない。

　シャロンは慌あわててドレスのすそをつまみ、ヒザを折る挨あい拶さつをしてみせた。

「ご、ごきげんよう。わたくしはアニー・モロー……の、亡霊ですわ」

「アニー・モロー？　伯はく爵しやく家の？」

「ええ」

「……そうか。確かに見覚えのある姿だ。あなたに会えて嬉しいよ、アニー」

　薄うす闇やみのなかで、彼は顔に笑えみをのせた。たぶん王宮用の、よそゆきの、貴婦人向けの微ほほ笑えみ。シャルルに対する時の笑みかたとは丁てい寧ねいさがてんで違う。

　彼はゆったりと寝台から立ち上がった。シャロンはギクリとして足を退ひく。この暗がりでも、あまり近いとバレるかもしれない。

「近づかないで。これ以上近づいたら、祟たたりますわよ」

「警けい戒かいしないでくれ。亡霊といえど、美しいご令嬢を相手に無礼を働く気はないよ」

　祟ると言うのに彼は怯おびえるどころか、こちらに数歩詰めてきた。気け圧おされてシャロンのほうが後ろに下がる。だが、すぐに肩かたが壁かべについた。逃げ場がない。心臓がどくどく鳴りだす。彼と目を合わせないよう顔をそむけるが、距きよ離りが近すぎる。

「あ、あなたは恐おそろしくないのですか。わたくしは亡霊ですわよ」

「これほど悪あく霊りようが溢あふれかえってる城で、人の形なりをした霊れいは今さら怖こわくないな。それに、亡霊や悪霊より、借入書のほうが怖いと言う者もいたよ。まったく驚おどろいたが」

　愉ゆ快かいそうに言うユーゴに、シャロンは喉のどを詰つまらせた。それはまさしく自分だ。

「──それで、アニー。あなたはなぜ、俺の部屋に？」

「そ、それは」

　唇くちびるを震ふるわせるが、うまい答えが出てこない。これまでの人生重大要件は、日々の生計たつきと領地の経済。殿との方がたと優ゆう雅がな言葉のカケヒキなんて、貴族令嬢らしい学びの機会には恵めぐまれなかった。口先でその場をうまくかわす方法なんて、知らない。

　答えられずに口をつぐむシャロンに、ユーゴは首を傾かしげてみせた。

「美しいご令嬢が訪ねてきてくれるのは僥ぎよう倖こうだが。あなたがなぜ毎夜、俺を悪霊から守ってくれるのか、それが不思議でね」

　──毎夜？　シャロンは息を引き切った。

「いつから気づいてらしたの」

「はっきりと認識したのは昨夜だな。だがおとといの夜にも来てくれたね」

「じゃあ、最初の日から気づいて!?」

　ぼんやり目が開いたときのこと、この人はしっかり覚えていたのか。

「遊びに来る悪霊ともだちのおかげで、元々眠ねむりは浅いんだ。目を開ければ、まるで女め神がみの化け身しんかと見まごう美しい蒼あおの瞳ひとみが、慈じ愛あいをこめて俺を見つめている。夢か幻まぼろしかと思ったが、次の夜も、あなたは現れてくれた。俺の女神は本当にいたのかと、信じられない思いだったよ」

「……なら、今夜起きてらしたのは、わたくしを捕つかまえようと？」

　せっかく安あん眠みんを守ってやろうと危険を冒おかしてきたのに、ワナを張られたようで腹が立つ。思わず睨みつけるが、ユーゴは笑みを動かさない。

「あなたを待っていたのが罪だとするなら、俺はその罪を甘んじて受けいれよう。美しい女性の姿を目に焼き付けたいと願うのは、どうしようもない男の性さがだからね。許してほしい」

　彼は平然と甘い目で見つめてくる。踏ふんできた場数が違ちがう。ここでボロを出せば、きっとすぐに噓うそを見み抜ぬかれてしまう。覚かく悟ごを決めて、アニーを演じきらなければ。強く握にぎりこんだ指先が、氷のように冷たくなっている。

「アニー。あなたはなぜ天に昇のぼらないのか、聞いてもいいかな」

「この城に遺のこした想おもいが、強すぎたからですわ」

「なら、あなたは十年前に亡なくなってから、ずっとこの城に？」

「ええ」

　うなずくと、彼は「長いね」と独りごちた。

「尋たずねてばかりですまないが、ずっと城にいたのなら、なぜ今になって俺を助けてくれようとしたんだい？」

「あ、」シャロンは青くなった。

　しまった。それはそうだ。十年前からいたのなら、三年も彼を放置しておいて、今さら悪あく霊りよう駆く除じよなんて確かに不自然だ。必死に頭を回すが、何も言いわけが浮うかんでこない。元々噓をつくのは苦手なのだ。

「それは……、この前初めて、あなたがうなされてるのを見て。……かわいそうだと思って」

　本音がぽろりと出た。言ってしまってから自分に絶望した。なんてマヌケな理由だ。そうだ、こういう時こそ、「シャルルに頼たのまれた」とか言って、恩を売っておけばよかったのだ。

　ユーゴは随ずい分ぶん長いあいだ目を見張っていたが、やがて口もとに拳こぶしをあて、クッと笑った。

「美しいばかりか、優やさしい人だな」

　紫むらさきの瞳の底が見えない。シャロンは背すじを伝う冷や汗あせを感じながら、息を詰める。

　と、彼が「手を」と低く囁ささやいた。

　王子として命じられたわけではない。嫌いやだと拒きよ否ひすることもできる。なのに、紫の瞳に考える頭ごと吞のまれてしまったようだ。手が差しのべられ、気づけば求められるがままに右手を伸のばしていた。大きな骨ばった手のひらに、レースの指先が近づく。

　互たがいの手が触ふれるか触れないかの距離。ふいに理性が警告を閃ひらめかせた。

（生身の人間だと分かってしまう！）

　震えが走った。

　唐とう突とつに腕を止めたシャロンに、ユーゴは一いつ瞬しゆん、けげんな目を向けた。だが小さな笑みを浮かべ、そのまま体を屈かがみこませる。

「慈じ悲ひ深い俺の女神に、心からの礼を」

　手て袋ぶくろの甲こうに、彼の唇と息が近づいてくる。

（ダ、ダメッ！　バレる!!）

　シャロンが肩を波打たせたその時、彼は寸前で唇を止め、そのままスッと顔を引いた。

　──触れたフリだけの、口づけ。

　シャロンは水色の瞳をこぼれんばかりに見開き、数瞬遅おくれてパッと手を引いた。本当に唇をあてられたような錯さつ覚かくが、シャロンの指も顔も熱くする。

「……呪のろいつきの俺が触れたら、あなたを穢けがしてしまいそうだ」

「そ、そんなことはないですけど」

　心臓がバクバク跳ね上がるせいで、自分の声を妙みように遠く感じる。

「かわいそうに、冷たい指だね。触れなくても温ぬくもりがないのが分かる」

「ぼ、亡ぼう霊れいですから、そういうものですわ」

「そんな冷たい指先だと、温めてやりたくなるな」

「けっこうです！」

　ユーゴは面おも白しろそうに笑うのに、シャロンはまだ胸が早はや駆がけている。

　もう一分一秒たりとも、こんな危なっかしい人の寝しん室しつに居てたまるか。ドレスの裾すそを振ふりさばき、扉とびらに手をかけた瞬しゆん間かん、

「ねぇ、アニー」

　とん、と背後から、扉に手を突つかれた。頭上に影かげが覆おおい被かぶさる。顔の横に、彼の腕うで。ハッと見上げたシャロンは、紫の瞳とのあまりの近さに、心臓を震わせた。

「あなたは、三年前の礼拝のとき、この城に来た魔ま術じゆつ師しのご婦人を知らないかい？」

「し、知りませんわ。わたくし、その時は別の場所に隠かくれておりましたから」

「……そうか。ありがとう」

　何を考えているのか、彼はシャロンの退路をふさいだまま、じっと見おろしてくる。

　なんて目だろう。寂さびしそう？　それだけじゃない。途と方ほうに暮れたような、行き場をなくして戸と惑まどうような、それに誰だれにもぶつけられない静かな怒いかりと、苛いら立だちも。これまで見えなかった彼の瞳の水底が、一瞬だけ、透すけて見えた気がした。

「あなたも、この城の囚とらわれ人なんだね。……俺と同じだ」

　彼は「またおいで」と囁き、いつもの王子らしい笑みを浮かべて、シャロンを解放した。
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　──この城の、囚われ人。彼はそう言った。

　シャロンはモップを構え、長い長い廊ろう下かを、端はしから端まで全速力で疾しつ走そうする。

　そうだ、確かに彼は、囚われ人だ。三年も、一歩も城から出ていない。ちょっと腕を出そうとしただけで、悪霊はポットを割る騒さわぎだった。なのに、城に来てまだ十日しか経たっていない自分が、十年もいるなんて噓をついた。

　罪悪感がじりじりと胸を焼く。

（あの人、いつも余よ裕ゆうで笑ってるけど、本当は余裕なんかじゃないのかもしれない）

　三年前まで、王位継けい承しよう権のある王太子として、国の表おもて舞ぶ台たいに立っていた人だ。それが突とつ然ぜん見知らぬ女に呪じゆ詛そされて、こんな廃はい城じように追いやられて──。これまで、彼の心中を考えなかったわけではない。でも昨夜ほど、その苦く悩のうが肌はだで感じられたことはなかった。

　自分も亡霊だけの屋や敷しきに暮らしているが、日中は街の人たちと触れ合うことができた。彼はそれも叶かなわないのだ。冷たい夜の寂しさを知っているだけに、彼のあの言葉は胸をついた。

（解かい呪じゆする方法を見つけなきゃ）

　あの後、シャロンは埃ほこりをかぶった魔ま術じゆつ書の山を引っくり返し、朝日が昇るまで読み続けた。

　だがどの本もどの本も、いたるところに「×」のマークが書きこまれていた。新たな一冊を手に取るたび、そこに積もった埃の厚さが、そのまま彼のあきらめの深さを示しているようで、胸がしめつけられた。

　解呪は、すぐには無理かもしれない。でも何か、せめて気のまぎれる事はないだろうか。

（噓をついてしまった、お詫わびにもならないだろうけど）

　──今朝、窓の外は珍めずらしく霧きりが晴れ、青空が見えている。前庭に出れば、遠く紫の花畑のうねりも見み渡わたせそうだ。

　実家に兄が居たころは、長雨あとの快晴の日には、よく丘おかにバスケットを持って出かけたものだ。家に閉じ込められていた気晴らしに、草原の空気を思いきり吸い込んで──。

「そうだ。ピクニック！」

　城の敷しき地ちから出るのは難しくても、せめて前庭まででも行ければ、少しは彼の気分も晴れるんじゃないだろうか。

（悪あく霊りようが邪じや魔ましてきても、人手さえあれば外に突とつ破ぱできるわよね？）

　使用人の亡霊たちが協力してくれれば話は早いが、彼らはアニーの姿をしていないシャロンには、興味がないらしい。この前、掃そう除じ中に行き合った家政婦長に、「そこの悪霊をどけてくれますか」とお願いしたのだが、ツン、と横を向いて消えられてしまった。『アニーさまでないときのアンタの命令なんて、聞く義理ないわよ』ということらしい。

（でも城にはまだ、エドさんとリオンさんがいるわ）

　外に出さえすれば、明るい陽ひざしの下、悪霊はさすがに追いすがって来られないだろう。

　シャロンはモップのスピードを上げた。掃除を仕上げたら、朝食の支度したく。その後、市場に買い出しに行って、帰ったらピクニックの準備だ。なんだか久しぶりにワクワクしてきた。

　と、通りすがりの扉がバンッと激しく開き、

「ぎゃっ！」

　続けざま、なにか固いものに衝しよう突とつした。シャロンの決して高くない鼻の根が潰つぶれる。

　ひょいと首根っこをつまみあげられ、シャロンは目を瞬またたいた。

「朝っぱらから、ドタバタうるせぇな」

　衝突したのは、神官服に身を包んだ青年、エド。その冷ややかな視線に、シャロンはぎゅっと縮こまった。やっぱりこの人はニガテだ。目が合うだけで射いすくめられたようになる。

　それにしても彼はまた、こんな夜も明けない早朝から、どこに出かけるのだろうか。ローブの胸むな元もとが、何かひそませているように膨ふくらんでいる。いや、そんなことより、この、みじんたりとも打ち解ける隙すきのない人が、ピクニックなんかに協力してくれるはずがない。

　障害物を避よけるように、ポイと廊下に投げ捨てられ、シャロンはたたらを踏ふんだ。いいや、当たって砕くだけろだ。ごくりと喉のどを鳴らし、隣となりをすり抜ぬけて歩いていく仏ぶつ頂ちよう面づらを、慌あわてて追いかけた。

「エドさん！　お願いがあるんです！」

　シャロンの言葉に、エドは「ああ？」と不ふ機き嫌げんに、寝ね起おき頭をぼりぼり搔かいた。
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　ユーゴはいつもどおりの華はな々ばなしいオーラをまとって、ダイニングルームに現れた。その笑え顔がおは、昨夜の哀かなしい色なんてみじんも感じさせない、鉄てつ壁ぺきの仮面だ。

（本当に噓うそつきなのね）

　シャロンは温かいセロリとトマトのスープをすくいながら、じとっと彼を見やった。あんな瞳ひとみの色を隠してるなんて随ずい分ぶんとストレスだろうに、素す直なおじゃないのだ。

「なんだ、シャルル。隈くまができてるな」

「昨夜は寝つけなかったものですから。殿でん下かはお元気そうですね」

「近ごろは、我が女め神がみが夜ごと守ってくださるからな」

　シャロンは匙さじを取り落とした。それを拾うのも忘れたまま、挙動不ふ審しんな動きで手近のパンを摑つかみ取る。「な、なんですか、その女神って」

「君のところには現れなかったか？　蜂はち蜜みつ色の髪かみの、美しい少女の女神だよ」

「そ、そんなの出ませんでした。殿下、寝ぼけてたんじゃないですか？」

「おい」エドが口を挟はさみ、ユーゴを鋭するどい目で睨にらんだ。

「ベルナー国の王太子が、ヴァルヒ神以外を信しん仰こうするなんぞ大問題だぞ。異い端たん審しん問もんにかけられる。そんなだからアンタ、神しん殿でんを敵に回すんだ」

「俺個人としての信仰だよ。それも、尊い愛の信仰だ」

（尊い、愛の!?）

　シャロンはぼふっと盛大にパンを噴ふいた。

「シャルル。そのジャム、スパイス入りなんですか？」

「へ？」

　横からかかったリオンの声に、シャロンは手もとを見る。パンの上、険しい山のごとく盛られたベリーのジャム。自分はいつの間にこんなにジャムを塗ぬりたくったのか。

「ぶわっと汗あせふきだしたんで、スパイス入りなのかなって。珍しいスパイスなら試ためさせてもらいたかったんですけど、違ちがうならいいです」

「はぁ」

　彼は紅茶のカップに目を落とす。紅茶にスパイスを入れるのは、彼の故郷の習慣らしい。お茶のたびに、彼は騎き士し服のポケットに忍しのばせた小こ瓶びんを取り出しては、ざんざかふりかけている。だがそのたびに首をひねり、「なんか違うんですよねぇ」と呻うなるのもお決まりだ。

　彼の出身地はベルナー王国の北ほく端たんに位置する港町、ジョワイユーズだと聞いた。かの港には、東南の海に浮うかぶ小国から、膨ぼう大だいな種類のスパイスが届くらしい。

　紅茶なら、何を入れれば合うだろう。シナモンもいいし、ミルクを入れるならナツメグも合う。市場へ行くついでに見み繕つくろってきてあげようか。

　シャロンはリオンを見て、その無む邪じや気きに見える邪気まみれの笑顔に、やっぱりやめておこうと心に決めた。深入りしないほうがいい人種だった。

「おや、どこに行くんだい？」

　立ち上がったシャロンに、ユーゴが首を傾かたむける。

「市場に買い出しです。食材が底を尽つきそうなので」

「ああ。皆みんな、食べるようになったものなぁ。君の料理が美味おいしいからだよ、シャルル」

　にっこりと甘く笑み、彼は自分の食べ終えた皿を、さりげなくシャロンの皿に重ねる。一いつ緒しよに厨ちゆう房ぼうまで持っていけということだ。

　そうだ。この人を食った笑顔こそ、彼本来の正しい姿だ。むしろこっちのほうが安心する。シャロンは半眼に睨んでから、踵きびすを返した。

「シャルルの細ほそ腕うでじゃ荷物運びは大変だろう。エドを連れて行きなさい。馬は廏きゆう舎しやから、」

「あっ、それなら、リオンさんをお借りしてもいいですか？」

　エドにはすでに頼たのんでいることがある。シャロンの一か八ばちかのお願い事を、彼は意外にも、「いつもの食事と掃除の礼だ」と言って、快く──ではなかったが、一応、「分かった」と首を縦に振ふってくれたのだ。神の教えでは、努力する者は報むくわれるべきだということらしい。

　だが突とつ然ぜん面めん倒どうごとを振られたリオンの方は、「はあっ!?」と心底イヤそうに目をむいた。

　ユーゴも、紫むらさきの目を珍しく驚おどろきに見開いている。

「…………大だい丈じよう夫ぶなのか、リオンで」

「はい。…………たぶん」

「ええ～～」

　不平の声を上げるリオンをよそに、ユーゴはふむ、とテーブルに肘ひじをついた。

「俺が同行できれば気が楽なんだがな。しかたない。リオン、ご指名だ。子こ猫ねこを逃にがすなよ」

「逃げませんよ！」

　血判入りの契けい約やく書を持っている人が、何を言うのだ。

「……分かりましたよ。私たちの大切な子猫シヤルル、首にヒモつけて散歩してきましょう」

　善良な笑みを浮かべるリオンに、シャロンは我知らず、一歩下がった。




　　　　[image: ]




　馬の鞍くらの両りよう端たんにさげた布ぬの袋ぶくろが、がっちゃがっちゃと音を立てる。

「こんなに心置きなく買い物したの、生まれて初めてです！」

　興奮して後ろを見返ると、自分を抱だきこむようにして手た綱づなを取るリオンが、疲つかれきった目で睨んできた。今は腹黒い笑みすら浮うかべる気力がないらしい。

「君、女子供じゃあるまいし、市場ごときに浮かれすぎなんですよ。斬きり捨てて一人で城へ戻もどろうと何度思ったことか。特別手当をつけてもらったって割に合わない」

「たしかに、いっぱい買っちゃいましたけど」

　女、と言われてギクッとする。落ち着いて行動したつもりだが、財さい布ふを自由に使える幸せに舞まい上がってしまったようだ。それに、あのマーケット！　なんて楽しい店だったのだろう。並ぶ小瓶、軒のきに干したハーブに目移りして、気づけば荷物がふくれあがっていた。

「そういえば、君、スパイスに詳くわしいんですね？　店主にいろいろ聞いてたようですけど」

　少し機き嫌げんを取り戻した声で問われて、シャロンはぐりっと顔を後ろへ向けた。

「好きなんです！　スパイスとかハーブとか！」

「わっ」シャロンの勢いに気け圧おされ、リオンは体を後ろに退ひいた。

「好きって、そんなに？」

「ええ！　実家が貧びん乏ぼうなもので、食べられる草は屋や敷しきの庭で育ててたんです。それに肉が多少腐くさっても、スパイスふったら食べられちゃったりするでしょう？　草一本葉っぱ一枚で、食料を延命できると気づいた日から、これを捨て置く手はないと思ったんです。それで庭いじりが趣しゆ味みになって。スパイスもハーブも、貧乏人根こん性じようを刺し激げきしてくれる食材ですよねっ」

「へぇ。私は紅茶に入れるの以外は興味ないですけど、いい趣味じゃないですか？　その貧乏人根性はともかくとして、閣下も珍めずらしくいい人材送ってきたと思いますよ」

　シャロンは目を丸くした。リオンに褒ほめられた、まではいかないが、肯こう定てい的なセリフを引き出せたのは初めてかもしれない。

「なんですか、その顔は。私、君に根性があるのは認めてるんですよ。バカみたいに働いてくれて、君、自分が損をするとか、考えないタチなんですね」

　あ、バカだから考えないのか、と彼はぽんと手を打つ。

「べつに損なんてしませんよ。自分がしたことで人が喜んでくれるなら、自分だって嬉うれしいじゃないですか。──あっ、でも、殿下をはじめ亡ぼう霊れい城の方々は、ちょっと違いますけど」

　下働きに慣れてきて、契約書のせいで働いてるのだとうっかり忘れるところだった。

「あ～～そういうの、私、聞いたことあります。なんでしたっけ、無む償しようの……」

「無償の愛？」

「無償のバカ、ですよ」

　失礼なと反論しようとしたら、ごすっと頭に何かが乗ってきた。リオンの顎あごだ。

「シャルル。城に帰るのが楽しみですね。それだけスパイス買いこんだら、きっと当たりもありますね？　ジョワイユーズの紅茶の味、再現してみてください。あれね、私の故郷の親友が淹いれてくれた、思い出の味なんです」

　そのまま顔の重みを乗せられて、つむじが重たいし痛い。なんだか急に、大きな猫が懐なついてきたみたいだ。どこまで本気か分からないし油断してはいけない輩やからには違いないが、顎をぐりぐり押し付けられ、シャロンは思わず笑ってしまった。

「分かりました。でも、代わりと言ってはなんですが、ひとつお願いしてもいいですか？」

「お願い──？」

　リオンは片方の眉まゆを上げ、シャロンを見おろした。
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　応サ接ロ室ンに戻ってくるなり、ユーゴは詰つめ襟えりに手をかけ、息苦しそうに眉をひそめる。

「騎士の制服というのは、どうしてこう、ゴテゴテしてるんだろうな」

　シャロンは背せ伸のびして、彼に羽根帽ぼう子しを深く被かぶらせる。これで黒くろ髪かみを隠かくせるだろうか。

　それにしても、華はなやかな顔立ちだけあって、こういう装そう飾しよく華か美びな服がよく似合う。リオンの騎士服姿は、きれいな美術品を見るようでしみじみ眺ながめたくなるが、ユーゴが身につけると、気品と風格にあてられて、直視するのがはばかられる気にすらなる。

「王族の典礼衣装のほうが、もっと堅かた苦くるしいじゃないですか。そっちの衣装じゃなくてよかった。殿でん下かのだらしなさに感謝ですね」

　リオンは、シャツにベストという軽装だ。体格からしてエドではユーゴの服は入らない。シャロンも一応試したが、手足のあまりの余りぶりに、皆に失しつ笑しようされるだけで問題外だった。

　リオンにも帽子を渡わたすと、彼は「あーあ」と深い息をつく。

「面めん倒どうくさいことは好きじゃないんですよねぇ」

「お前、ドニ公からあれだけ賃金ふんだくっておいて、少しくらいサービスしたらどうだ」

「あいにく、仕事とプライベート、きっちり分けたいタイプなんです。シャルルとの約束がなきゃ、こんな面倒なコトしませんよ」

「シャルルとの──？」

　ユーゴにきょとんと見おろされ、シャロンはうなずいた。

「スパイスを買いこんだので、ジョワイユーズの、紅茶のレシピを見つける約束です」

「へぇ」考えたなぁと感心した目。

　そうだ。ただのお人よしじゃ、この城では生き残れないのだ。

「おい、リオン。シャルルはただでさえ忙いそがしいんだから、あんまり困らせるんじゃないぞ」

「困らせてるのは、なにも私ばっかじゃないんじゃないですかね」

「リオンさんの言うとおりです。殿下も、せめて出したものを元の場所にもどすことがおできになれば、私の忙しさも目減りするんじゃないかと思うんですけれど」

　シャロンがリオンに加勢すると、ユーゴは笑え顔がおを強こわ張ばらせた。

「さて、準備もできたが、どうするつもりだい？」

　話をそらした。

　シャロンは息をついて、騎き士し姿のユーゴと、ユーゴの扮ふん装そうをしたリオンに目を配った。

　──そう。今から決行するのは、「ユーゴ・ド・ベルナー王太子殿下、引きこもり三周年記念、城外脱だつ出しゆつピクニック祭」だ。リオンに相談したとき、どうかと思うが彼が名づけた。

　ちなみにエドはひとり、ピクニック先の、庭の剪せん定ていに奮ふん闘とう中だ。

「リオンさんは、城中をとにかく走りまわってください。要所要所で外に出ようとするフリをするなど、充じゆう分ぶんに悪あく霊りようをひきつけ、後のち、正門に向かってダッシュ。そのタイミングに合わせて、殿下と私は北門から脱出を図はかる算段です」

　シャロンの大だい胆たんにして綿密な計画に、リオンは穏おだやかな笑顔を貼はりつけたまま、凝ぎよう固こする。

「シャルル。それって、君たちはうまく出られたとして、私はどうなるんですかね」

「王立騎士団のお方なら、そのくらい自分でどうにかしてください」

　シャロンはキッパリ斬り捨てる。

「……絶対、失敗すると思うんですけど……」

　リオンに恨うらみがましく睨にらまれたユーゴは、うむ、と首をうなずけた。

「シャルルらしい、まっすぐな正せい攻こう法ほうだな。俺もダメだと思う」

「──いいですか、お二人とも」

　シャロンは両者を強く見み据すえた。

「やる前からやれぬと言うな。百度倒たおれ百度起き、オケ百杯ぱいの血と涙なみだのうえにこそ、勝利の勲いさおの旗は立つ」

「なんだ、その暑苦しい格言は」

「アルヴィエ家家訓、第三十二条です。先祖の神官長が作った百の家訓が、代々伝わっていまして。ご先祖の亡霊たちに、夜な夜な聞かされて育ちました」

　男二人が顔を見合わせるのと同時、シャロンはパン、と手を叩たたき合わせた。

「さ、では早さつ速そく、始めましょう！」




　どどどどどどっと凄すさまじい足音が、城中を駆かけ回る。そのすぐ後ろを、悪霊がひっつきあって巨きよ大だいなカタマリと化したものが、煤すすのような煙けむりを撒き散らしながら、足音の後を追う。

「シャルル!!　この貸しは高くつきますからね──!!」

　怒いかれるリオンの声が、遠くへ小さくなっていく。

　シャロンと騎士、いや、騎士の扮装のユーゴ王太子殿下は、北の塔とうの螺ら旋せん階段の陰かげから、ひょっこり顔を出した。が、二人とも既すでに息が荒あらい。シャロンの短い銀ぎん髪ぱつも、抜ぬけ道をくぐったりもぐったりしたおかげで、まるで鳥の巣だ。

　ユーゴの話によると、伯はく爵しやく家の時代、病のために死期の近づいた伯爵は、狂くるったように城のいたるところに抜け道を増設したらしい。病びよう魔まから逃のがれようとするかのように、日々寝ねる場所を替え、一ヶ月の間にあちこちの通路を繫つなげ、穴を掘ほり、隠し扉とびらを作り……。

　伯爵はあえなく死んでしまったわけだが、おかげで今、悪霊の眼めをくらますための抜け道は山ほどある。難点は、どことどこが繫がっているのか、行く先が分からないことだが──。

「よしっ、次、行きますよ！」

　廊ろう下かに飛び出したシャロンは、ぐいっとユーゴの腕うでを引く。

「君、本当に百回やってみるつもりなのか！」

「まだあと十三回残ってます！」

「不ふ吉きつな数だな！」

　ぜえぜえ胸を鳴らしながら、塔を上へ上へと登っていく。塔は三階建て。出口は、敵てき襲しゆうに備えて最上階の高さになっている。だが、城しろ攻ぜめの心配のない今、伯爵家時代にかけたらしいハシゴが、外にそのままになっていた。そこから出てしまえば、こっちのものだ。

　外への木戸を押し開けると、突とつ風ぷうが吹ふき込んできた。よろめいた背中を、ユーゴの胸が受けとめてくれる。

「さ、さあ、殿下。ここから先に。私もすぐ追いますから」

「シャルル？　どうした。顔が青い」

　シャロンは自分の頰ほおに手をあてた。確かに、血の気が引いてる。それに手だって震ふるえてる。

「いえ、ほら、早く行かないと、悪霊たちがいつ気づくとも分かりませんから。殿下、早く」

　先に譲ゆずろうとして、革かわ靴ぐつの爪つま先さきが、一いつ瞬しゆん外にはみ出した。ぱらりとレンガの欠片かけらが、塔の壁へき面めんを落ちていく。

　──地面は、遥はるか、かなた。

　足の先から、ブワリと全身の毛が逆立つのを感じた。

「……君、高いところが苦手なのか」

「そ、そんなことはありません」

　シャロンの怖こわいものは二つある。ひとつは借入書の束。もうひとつは高いところ、だ。

　幼き日のシャロンは、亡ぼう霊れいが空に浮うかんでるのを見て、自分も飛べると思い込んだ。よせばいいのに屋や敷しきの屋根に上がり、ためらいもなく宙へ飛び──。ちょうど下で遊んでいたシャルルが受けとめてくれようとして、二人とも大おお怪け我が。こっぴどく叱しかられた。

「私のことなど気になさらず、外に、どうぞ」

「こちら側から、来た道は戻もどれるか？」

　シャロンは青ざめた顔を、螺旋階段へ戻す。

　この北塔は、かつて捕ほ虜りよの軟なん禁きん用に使っていたらしい。出口には落とし格ごう子しまでつけられて、防ぼう御ぎよ性は高いのだろうが、造りは素そ朴ぼくだ。円形に積まれたレンガ壁へきに、真ん中に突つき立った支柱。階段は木板が等とう間かん隔かくにはめこまれているだけで──隙すき間まから、真下が、見える。

　幼いころ転落した時の、あの胃の浮く恐きよう怖ふがよみがえった。足もとから震えが駆けのぼる。

　顔を強張らせたシャロンに、ユーゴは苦く笑しようした。

「戻ろう」

　手をつかまれたと思ったら、次の瞬しゆん間かん、両りよう腕うでで抱かかえ上げられていた。それもまるで、姫ひめ君ぎみを抱だくように、腰こしとヒザ裏を支えた丁てい重ちような横よこ抱だきで。

　思わず、きゃっと声を上げそうになった。

「殿下っ!?」

「足が萎なえて動かないんだろう？　すまないな。あいにく男を抱えたことがなくて、貴婦人の運び方しか知らない。しかし軽いな、君は」

　あまりに近い、紫むらさきの瞳ひとみ。微ほほ笑えむ唇くちびる。凜り々りしい輪りん郭かくに滲にじむ汗あせが艶なまめかしくて、シャロンは幾いく度ども目をしばたたいた。

「おっ、下ろしてください！　殿下、今がチャンスなのにっ」

「だが一人では下りられないんだろう。さすがに君を抱えてハシゴは使えない」

「私のことなんて置いていってください！」

「おや、見み損そこなうなよ。俺は優やさしい王子さまなんだ」

　なんとか逃れようとするシャロンだが、意外なほどたくましい腕の中で身動きとれない。

　もがくほどに固く抱き込まれてしまって、ますます彼の胸に密着する。シャツごしに彼の心臓の音が響ひびいてくる。シャロンの心臓まで暴れ馬のように跳はね回りだして、窒ちつ息そくしそうな動どう悸きに、酸素を求めて喘あえいだ。

「後生ですから下ろしてくださいっ！」

「こら、暴れると危ないぞ」

「先にハシゴを下りてください！」

「だから、君を置いて行けないと言ってるだろう」

　ごたごたと揉もみ合っていると、

「──アンタたち、何をジャレてんだ」

　下のほうから、声が響いた。呆あきれたようなこの声。

　奈な落らくの向こうを見るのは恐おそろしいが、ゆるゆる目をやると、庭の剪定を頼たのんだエドが、渋じゆう面めんでこちらを見上げている。両わきに抱えてるのは、大きな切り枝の束だ。

「シャルル。こっちはあらかた片付いたぜ」

「ああああありがとうございますっ！」

　動どう揺よう収まらぬシャロンに、エドはいぶかしげに眉まゆを上げる。

「さっさと下りて来い。もう陽ひが真上に──、」言いかけ、エドが目を剝むいた。

　彼の視線の先は、シャロンとユーゴの真後ろ、だ。

　頭上に気配。それに気づくと同時、ほたり、と上から黒いものが滴したたってきた。それは、横抱きにされたシャロンの腹に落下する。黒い靄もや。その中に、黄色の眼めがチカリと光る。

「悪霊っ!?」

　振ふり向けば、塔のなかを埋うめ尽つくす黒いものが、下からみるみるせり上がってくる。まるで井い戸どに満ちた黒い水が溢あふれ出すようだ。しかも真上の落とし格子まで、イヤな音を立て始める。格子を吊つるロープに、悪あく霊りようたちがいたずらを始めたらしい。

「戻るぞ！」

　ユーゴがシャロンを抱いたまま、悪霊たちのまっただなか、螺旋階段のほうへ足を踏ふみ出した。が、ぎくりとして足を止める。

　──階段が、ない。

　這はい登ってくる悪霊たちの黒い霧きりに包まれて、古びた板切れは、いとも簡単に崩くずれ落ちていく。足場は、今ユーゴの立っている、突き出たレンガの踊おどり場のみだ。

　シャロンはバッと上を振り仰あおいだ。落とし格子の尖とがった鉄棒がカタカタ揺ゆれている。こんなものが落ちてきたら、ひとたまりもない。ユーゴの腕を振りほどき、踊り場に足を着けると同時、彼の背を思い切り押した。

「早く下りてください！」

「君が先に行け！」

「ダメです！　私が誘さそったピクニックなんかで、あなたを死なせるわけにはいきません！」

　この人は、国の王太子殿でん下かだ。

「強ごう情じようだな！」

「──あなたは、大切な方です！」

　振りかえった彼の胸を、シャロンは問答無用に突き出した。外に、しかも空中に放ほうり出されたユーゴは、落下する直前、とっさにハシゴを摑つかんだ。それを見て息をつくシャロンの真上、ぶつりと不ふ穏おんな音がした。ロープが、切れた？　ガラガラすさまじい音をたて滑かつ車しやが回る。風圧とともに、垂直に落下してくる鉄の格子！

「この、馬ば鹿かッ！」

　足首をむんずと摑まれた。

　歯を食いしばったユーゴの、初めて見るような険しい形相。ぶんっと視界が大きくブレる。仰あおのいたシャロンの、見開いた水色の瞳のすぐ真上、落ちてくる鉄の刃やいばが視界を横ぎる。

　塔とう全体を震わせる轟ごう音おんと共に、落とし格子が出口をふさいだ。




　──気づけば、世界が、逆さまだ。

　ハシゴを摑んだユーゴの、反対側の手に吊り下げられて、シャロンは宙に揺れていた。

「ハッ、ハハ……」

　心臓が波打っている。恐怖のあまり、乾かわいた笑いが漏もれて出る。

　ユーゴが真上で、魂たましいが抜ぬけるような、深い安あん堵どの息を漏らした。
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　陽があるうちに、外に出られてよかった。

　シャロンは大木の陰かげに古い絨じゆう毯たんを広げ、用意したランチをいそいそと並べた。
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　エドが早朝から手を入れてくれたおかげで、荒あれ果てていた前庭も、スッキリとまではいかないが、かなり見晴らしが利きくようになっている。城自体が小高い丘おかに建てられているから、今は庭からでも、遠く紫の花畑のうねりが見通せた。

　シャロンは紅茶のポットをウォーマーでくるみながら、ちら、とユーゴを盗ぬすみ見た。

　脱だつ出しゆつに成功したのはいいのだが、以来、彼が目も合わせてくれないのだ。

　塔の上、シャロンの足首を片手で吊り上げてくれたユーゴは、その後シャロンをエドに託たくし、後は自力でハシゴを下りてきた。でもその時も、肩かたをかばっているように見えた。もしかして痛めてしまったのだろうか。

「で、殿下。肩は大だい丈じよう夫ぶですか」

　おずおずと聞くと、ユーゴはシャロンを見やり、もう一度ため息をつく。それだけで、何も言葉を返してくれない。

　エドがローストビーフのサンドイッチを手に取る。リオンもチーズをつまんで口に入れる。が、ユーゴだけは眉み間けんに皺しわを寄せたまま、ランチにも手をつけない。

　せっかく外に出られたのに、この居たたまれない空気。シャロンはしょんぼりと肩を落とした。喜んでもらおうと思ったのが、逆効果もいいところだ。

　と、エドがもぐもぐと口を動かしながら、ユーゴとシャロンを見比べた。

「殿下がへそを曲げるのは珍めずらしいな。身を挺ていして守ったなんて、叙じよ勲くんものの働きじゃねぇか」

　エドが、褒ほめてくれた？　シャロンがパッと顔を輝かがやかせると、彼は「誤解するな」と言わんばかりの凍こおった視線で、シャロンを黙だまらせた。

（うう、やっぱりこの人、怖こわいわ）

　シャロンはそそっと身を引く。と、ユーゴはずっとしかめていた眉間を、指で揉んだ。

「カンベンしてくれ。目の前で人間の串くし刺ざしなんて、串くし焼やき肉が食べられなくなるだろう」

「え？　串刺し？　私はぜんぜん平気でしたけどね」

　数あま多たの修しゆ羅ら場ばを渡わたり歩いたらしいリオンが、さらりと言って、骨付き肉にかぶりつく。

　シャロンは自分が串刺しの串焼きにされたさまが頭をひらめいて、喉のどを鳴らした。

「申し訳ありませんでした。確かに見苦しいものをお見せするとこでしたし、殿下を宙に突つき飛ばすなんて、とんだ無礼を働いてしまいました」

「そこじゃない」

「は？」

　ユーゴは自分の前まえ髪がみをぐしゃりと握にぎりつぶし、絶望した様子で首をうつむけた。

「この徹てつ底ていした長男気き質しつめ。漢おとこ気ぎがあるのは結構だが、人に頼たよるとか甘えるとか、多少なりとも処世術を覚えろ。俺のようなのにいいように使われるうち、本当に命を落とすぞ」

「はぁ」

　いいように使っているという自覚はあったのか。

「まだ分かってないだろう」

　ユーゴの腕うでが目の前に伸のびてきたかと思うと、ずびしっと額を指で弾はじかれた。

「痛ッ！」

「俺の心臓を止めかけた、おしおきだ」

　涙なみだ目で睨にらむと、ユーゴはもう微ほほ笑えんでいた。そして思いついたように自分の胸むな元もとのクラヴァットから、ピンブローチを外す。

「とは言え、受じゆ勲くんものの働きだったからな」

　ユーゴはそれを、シャロンの襟えり元もとに手ずから留めてくれた。

　丸いプラチナの版に、王家の紋もんである翼つばさを広げた鷹たかの意い匠しよう。鷹の心臓の位置には、透すきとおる藍あい色いろの石。陽の沈しずんだ直後の薄うす明あかりを、結けつ晶しようにして閉じこめたような石だ。ちょうど彼の瞳ひとみとシャロンの瞳の、中間の色。なんという名前なのか、宝石に縁えんのないシャロンには分からないが、とても……綺き麗れいだ。

（これは、スゴイものを頂いてしまったんじゃないかしら）

　胸に輝くブローチを神しん妙みように眺ながめていると、ユーゴに「売るんじゃないぞ」と釘くぎを刺さされた。

「なるべく売りません。こんな素す晴ばらしいものを、ありがとうございます」

「なるべく、なぁ」冗じよう談だんめかしたシャロンの言葉に、ユーゴは笑う。

「いいか。君は俺を『大切な方だ』なんて言ったが、それは君も変わらない。妹がいるのだったか、家族が待っているんだろう。不用意に命を投げ出すのはやめなさい」

「はい。すみませんでした」

　笑いを収めた真しん剣けんな目で言われて、シャロンは素す直なおに頷うなずいた。

「──しかし、本当に外へ出られるなんて思わなかったな。君が八十七回もトライしてくれたおかげだ。アルヴィエ家の家訓は、王家にも子々孫々伝えよう。『オケ百杯ぱいの血と涙のうえにこそ、勝利の勲いさおの旗は立つ。ただし、王子を塔から突き落とすことなかれ』」

「やっぱり根に持ってるんじゃないですかっ」

「ハハッ」

　ユーゴは、眉まゆ根ねにくしゃりとシワを寄せ、声を出して笑った。少年のように邪じや気きのない、明るい笑い方。たぶん、王太子殿下じゃない、この人本来の笑い方だ。

　思わず息を吞のんだシャロンに、ユーゴは目を細めた。彼の黒ブル髪ネツトが、丘から吹ふき上がる風に流れる。その頰ほおには、木漏れ陽びの柔やわらかな光が揺れている。

　黒い髪かみと紫むらさきの瞳は、城の暗くら闇やみでは凄すごみを増すが、この陽ざしの中では、ハッとするほど優やさしい色に見えた。その瞳がシャロンを見て、温かく笑う。

　どきりと、胸が震ふるえた。

（なっ、なんでこんなに心臓が……っ）

　全力疾しつ走そうの後のように、胸が早はや鐘がねを打つ。シャロンはブローチの上から心臓を押さえた。

「シャルル。紅茶はまだです？　そろそろ飲みたいです」

　リオンが待ちきれないように、うずうずとポットを覗のぞきこんでくる。

「あっ、はい」

　シャロンは我に返って、温めておいたカップを並べた。

　彼の記き憶おくとスパイス屋の情報から、それとおぼしきモノを見み繕つくろってみたのだが、リオンの言う故郷の味になっているだろうか。

　茶葉と一いつ緒しよに、クローブ、シナモン、カルダモンを煮に出だし、生しよう姜がをすりおろす。ヤギの乳をいれて、いったん沸ふつ騰とうしたら、弱火にして味を馴な染じませる。そこに、かなり多めの砂糖。

　一いつ般ぱん的な紅茶とずいぶん違ちがうが、店主はジョワイユーズでヤギ乳入りの紅茶を見たという。シャロンは不安半分、なるべく高い位置から泡あわ立だつように、カップへ中身を注ぎいれた。

　独特の香かおりが立ちのぼる。甘く乾いた、刺し激げき的な香り。

　リオンは王太子殿でん下かを差し置いて、我先にカップを奪うばった。

　鼻を近づけ、恐おそる恐るといったふうに口をつける。舌に転がし、ごくりと喉が動いた。

「ど、どうですか？」

　最後の一回はサボッていたらしいが、そこまでは城中を駆かけずり回ってくれた功労者だ。これでお礼の紅茶がてんで的外れでは、さすがに申し訳ない。

　リオンは固くまぶたをつぶり、考え込むように右に左に体を揺ゆらす。それからガシッとシャロンの手を握った。その、ひどくマジメな、強い視線。

「シャルル。何かが足りない。苦味と、砂糖じゃない甘さ……。そう、それが足りません」

「そうですか……。すみません」

「違います。ここまで似てるものを味わえたのは、本当に久しぶりです。私がいくらスパイスを調合してみても遠ざかる一方で、本当の味を見失いかけてました」

　シャルルッ！　と声をあげたリオンに、派手なそぶりで抱だきつかれた。頰をぐいぐい押し付けられ、腕を回された首がギリギリ絞しまる。

「ぐええええっ」

「こら、離はなれろ」

　ユーゴが、シャロンからリオンを引き剝はがしてくれた。

（は、恥はじらう前に絞こう殺さつされるところだったわっ）

　シャロンは息を整えながら、リオンからジリジリ距きよ離りを取る。

「リ、リオンさんは、紅茶がすごくお好きなんですね」

「ええ、好きっていうか、故郷唯ゆい一いつのよい思い出というか。思い出しますよ。最後の夜、親友が淹いれてくれた、この味」

「最後の、夜？」

「ああ、ジョワイユーズは、私が小さい頃ころ、一度セルパンに侵しん略りやくされているんですよ。隣りん国ごくから一番近い、しかも要所の港町ですからね。以来、私は故郷には帰ってないし、帰りたくもないので。愛馬と共に転々としてですね、セルパン人を殲せん滅めつしてやろうと思ったのに、この人が勝手に、協定を結んじゃうもんですから」

　リオンは笑え顔がおをユーゴに向けるが、その金茶の目は全く笑っていない。

　ユーゴは殺気のこもったその目を正面から受けて、眉まゆを跳はねた。

「お前の恨うらみつらみと、これから先の民たみの命は、同じ秤はかりにかけられないよ」

「え？　──殿下が、お隣となりの国と、協定を結んだんですか？」

　一人だけ話の見えていないシャロンは、ぽかんと口を開ける。

　ずっと仲の悪かった隣国と、再び開戦になるかもしれないという噂うわさは聞いたことがあった。まだ兄が実家にいた頃だ。しかしいつの間にか和平が結ばれ、互たがいに交易するようになったと聞いて、胸を撫なでおろしたのだ。

　その立て役者が──この、目の前にいる、ユーゴ王太子殿下？

「あのとき和わ睦ぼくできなかったら、今ごろリオンの故郷はもちろん、この辺りもあちらのモノになっていただろうな。シャロンのバラは染せん料りようとしてだけじゃなく、めしべは香こう辛しん料りようとしても諸外国に高く売れる。それも金と同じ取り引き値だ。ドニ公の所領は魅み力りよく的な土地だよ」

　ユーゴは世間話と同じ口ぶりで話すが、もしこの人が動かなかったら、今座っているこの場所も、戦火に吞まれていたかもしれないと、そういうことか。

（殿下って実は、すごい人なの？）

　リオンは飲み干したカップを置いて、剣けんの柄つかをカチカチと鳴らし始める。

「政治なんて小難しいことは、私は分かりませんよ。ただ前線に出たかっただけで」

「そうは言ってもな。当時はだいぶハッタリをかましたが、相手の騎き兵へい歩兵の数は、概がい算さんウチの二倍だった。微笑みの死神と謳うたわれたお前だって、どうにもならなかったろうよ」

　ユーゴの弁に、それまで黙だまっていたエドもうなずく。顔に浮うかんでいるのは、皮肉な微笑だ。

「そこを殿下は、舌一枚でセルパンも国内も丸め込んだんだから、たいしたもんだ。殿下が強きよう硬こう策さくで協定を結んだ時は、神しん殿でんも大おお騒さわぎだったんだぜ？　異教徒に与くみするなってよ」

　エドがユーゴに向ける視線は、鈍にぶく光る刃は物もののようだ。彼の属する神殿は、ユーゴの結んだ和平協定に否定的だったのか。

「俺も、敵の多いアンタのせいで、こんなところに派は遣けんされるハメになっちまってよ。遺い跡せき保護の仕事で遠えん征せいするところだったのに、とんだ迷めい惑わくだぜ。戦せん禍かを受けた遺跡は、早く修復してやらんと、手て遅おくれになっちまうってのに」

　シャロンは半ば啞あ然ぜんとして、彼ら三人の顔を眺め渡わたした。

　この人たちは国の上の方で、そして国の過か酷こくなところで、それぞれに戦ってきた人たちなのだ。それが今、うらぶれた廃はい墟きよの庭で、こうして暢のん気きにピクニックなんてして、自分がこしらえたランチボックスを食べている。変な感じだ。

　リオンは……なるべく外に出さないほうがいい人種かもしれないが、ユーゴもエドも、本来はもっと輝かがやかしい場所で働くべき人たちなんだろう。

　もしユーゴがこのまま王位継けい承しよう権を失ったら、次の王様は誰だれになるのだろう。第二位は、彼の叔父おじのドニ公こう爵しやくだったと思うが、シャロンの知る公爵は、下々の民には厳しい人だ。

　ユーゴは違う。彼は「下の者を守るのは、王族の義務だ」と、当然のように言ってくれた。

「まあ、平和が続いているのは、ありがたいことだな。この穏おだやかな日を楽しまなくてはね」

　ユーゴはあきらめたような寂さびしいような、複雑な笑みを見せた。

（この人は、こんなところに居ていい人じゃないわ）

　シャロンは彼の微ほほ笑えむ横顔をじっと見つめた。

「だが、そういえば、お前たちとこんな風に、昔の話なんてしたことはなかったな」

　彼は思い出したようにシャロンを見て、なにか不思議そうな顔になる。その言葉に、リオンもエドも、シャロンを見やった。

「そりゃそうですよ。私たち、食事の席でもほとんど話しませんでしたから」

「だいたい、食事当番も作り置きで、食べるのはほとんどバラバラだったしな」

「そうだな。毎度、全員揃そろうようになったのは、シャルルが来てからか」

　シャロンは三人に穴のあくほど見つめられて、意味が分からず、ただ瞳ひとみを大きくした。

「ペットがいると、家庭が和なごむって聞きますしねぇ」

　リオンがしみじみと言う。

「──は？」シャロンが首をかしげると、ユーゴもうなずいた。

「ウチの銀猫ねこは特別可愛かわいいからな」

「……くだらねぇ」エドだけが呆あきれた声を出し、何か同情の目でシャロンを見やった。

「くだらないどころか、愛らしいペットは大切な癒いやしだよ。なぁ、愛しモン・いプテイ・子猫シヤトン」

　にっこりと笑むユーゴと目が合い、シャロンはぶわっと逆毛を立てた。何の話をしているのかと思えば、そのペットというのは、自分の事か！

「だれが子猫ですかっ！」

「おお怖こわい。猫が怒おこったぞ」

「殿下、ダメですよ。ウチの猫は繊せん細さいなんだから。それに、このコが一番懐なついてるのは私ですからね。さあ、いらっしゃい、子猫ちゃん」

　リオンの黒い笑みで腕うでを広げられても、飛び込むものか。半眼に睨にらむと、ユーゴが笑った。

「お気に召めさないようだぞ。来るなら俺のところだろう。おいで、シャルル」

　ユーゴは、ちっちっと舌を鳴らし、指で招いてみせる。完全に猫扱あつかいだ。むかっ腹が立ってきた。王太子としての彼の過去を、見直しかけたところだったのに。

　シャロンはからかい顔の二人に、じとっと目を向けた。

「分かりました。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、私が猫だとしましょう。なら、お二人とも、私に対する態度をもっと改めてください。猫は魔ま力りよくを持ってるから、敬意を払はらって接すれば、幸せを呼んできてくれると言いますよね。逆に大切にしないと、不幸が舞まい込んできますよ」

「そうか。それは困るな」

「こんな城に詰つめこまれて、更さらなる不幸なんて、想像もしたくないですねぇ」

　うなずきあう二人に、シャロンはしたり顔で腕を組む。

「じゃあ、その、大切な銀猫のために、殿でん下かには今晩の食事の支度したくをお任せしましょうか。そうだ。ちょうど食料庫の整理も、手が足りなかったんですよね。リオンさんは、あとで肩かたでも揉もんでくれますか。朝から駆かけずりまわって、脚あしまでパンパンで」

　ユーゴとリオンは、おたがいの顔を見合わせる。その、王太子と騎き士しの、なんとも情けない表情。

　シャロンの引き結んでたつもりの口から、ぶはっと笑いが噴ふき出した。

　しまった。怒ろうと思ったつもりが、笑ってしまった。

「ちょっ、ハハッ、冗じよう談だんですよ。二人とも、高貴な方たちが、そんな顔しないでくださいっ」

　シャロンはハハハッと声をあげる。なんだか久しぶりに笑った。ひとしきり笑って、ひぃひぃ言いながら涙なみだをぬぐうと、男三人がぽかんと、シャロンを見つめていた。

「──？　皆みなさん、どうかしました？」

　首をかしげると、それぞれ我に返った様子で、各おの々おの、自分のカップを手に取った。

「あ、そうだ。冷たい紅茶も作っておいたんですよ。ちょっと取ってきますね」

　駆け出したシャロンを、ユーゴは微笑んで見送ってくれる。

　さっきの、ペットうんぬんの話は御ご免めんだが、──大きな兄ができたようで、なんだかこそばゆかった。
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　……なんだ、あの屈くつ託たくのない笑顔は。

　警けい戒かいしてなかなか懐なつかない少年だと思っていたら、ふいに目まの当たりにしてしまった、シャルルのあの笑顔。

　涼すずしい風のような笑い声。紅潮した頰ほお。桃もも色いろの口もと。陽ひに透すけて輝く、弾はずむ銀糸の髪かみ。

　ユーゴは頭を左右に振ふった。いや、懐かない猫が隙すきを見せたから、嬉うれしくなっただけだ。

　立ち上がり、遠くを見み渡わたせば、風に吹かれた紫むらさきの花が波を作っている。陽の光は金にきらめき、花畑の上を跳ねまわる。雲も同じ金色。まぶしいほどだ。

（忘れかけていたが、再び目にしてしまえば、陽の光は愛しいものだな）

　ユーゴは、足もとに這はいずり寄ってきた薄うす黒ぐろい悪モ霊ノを、ブーツの踵かかとで踏ふみ潰つぶした。

　影かげがすでに濃こくなっている。風も湿しつ気けを含ふくんで重たくなってきた。

「楽しいピクニックも、あまり長引くと去りがたくなるな」

「……アイツ、すっかり馴な染じんだような顔しやがって」

　エドがぎらりと目を光らせ、シャルルの後ろ姿が消えた城じよう扉ひを見つめている。

「気に入ったのかい？」

　エドは無言で、敵意を滲にじませた、険しい視線を巡めぐらせてくる。ユーゴは苦く笑しようして、夕空を仰あおいだ。

　エドとリオンも立ち上がり、遠い景色を見渡す。彼らも、それぞれに帰るべき場所に思いを馳はせているのだろう。彼らはいつまで、この時が止まった亡ぼう霊れい城で、時を止めたまま過ごすのだろうか。

（リオンは、金が貯たまったら出て行くと言っていたな）

　そして、エドは神学者として、腐くさらせるには惜おしい人材だ。彼はここに居ながらも、中央が匙さじを投げた遺跡資料の翻ほん訳やくを、着々と進めている。恐おそらく、今の神官長が代だい替がわりすれば、すぐに呼び戻もどされるだろう。

　城の方から、ピッチャーを抱だいた銀色の頭の少年が、懸けん命めいにこちらに駆け向かってくるのが見えた。急ぎすぎて草に足をとられ、転びそうになっている。なぜ人の世話にそこまで必死になれるのか、一度頭の中を覗のぞいてみたいくらいだ。

（シャルルは、一年きり、か）

　これまでの解かい呪じゆの専門家たちと同じように、少しの間でも留とどまらせ、都合よく使えればいいかと考えていた。長く留め置けば、鬱うつ屈くつして扱あつかいづらくなる。一年もてばいいかと。

「殿下っ、よろしければこれ、お口直しに」

　どれだけ走ってきたのか、風は冷たいくらいなのに、白い額に汗あせがにじんでいる。

　ユーゴは思わず苦笑して、冷えたグラスを受け取った。

「ありがとう。ここまで気が利きくと、手放したくなくなるな。契けい約やく書を書きかえてしまおうか。一年アナンを、十年デイザンくらいに」

「横暴ですよ！」

　王太子を王太子とも思わぬ、この冷ややかな目。クセになりそうだ。

「参ったなぁ」

　笑ってみせながら、胸が詰まるようだ。リオンもエドも、そしてシャルルも、いずれ居なくなる。この城に取り残されるのは自分だけだ。

「参るのは私ですよ。まったく」

　シャルルはツンと顔を背そむけて、お茶を配るためにリオンたちのほうへ行ってしまった。

（いや、まだ残っているのが居たか。悪霊と──、亡霊たち。それからアニー嬢じよう）

　自分はむしろ、そちらの仲間なのだ。明るい場所に戻れる術すべは、すでに無い。

　シャルルを目で追っていると、彼がふとこちらを向いた。

　猫の瞳ひとみに、心を見み透すかされた気分になる。その目に、心配そうな色が浮うかんだ。

　彼は他人の心の機き微びに敏びん感かんだ。家のことは尋たずねても話してくれないが、傾かたむいた実家を支え、歳に見合わぬ苦労をしたのだろう。彼自身はそれも楽しみ、苦労とも思っていないようだが。

（……本当に、面おも白しろい少年だ）

　ユーゴは風になぶられた髪をかきあげ、瞳を覗きこまれないように、彼の横に並んだ。

「シャロンのバラが、満開だな」

　陽ひ射ざしに手をかざして遠い紫の波を見やると、彼はなぜかギクリと肩を震ふるわせた。

「もっ、もうすぐ収しゆう穫かくの時季ですよね」

「収穫の時には、歌を歌うんだそうだよ。恋こいする乙女おとめが、自分をあのバラにたとえ、恋こい人びとへの想おもいをつむぐ歌だ。少女たちが花を摘つみながら、恋こい歌うたを歌う。素す敵てきな光景だろう？」

　シャルルはユーゴの視線の先を追い、小難しい顔をした。

「私はあまり、あの花が好きじゃないです。──あの花のせいですから」

「なに？」

「アルヴィエ家が没ぼつ落らくしたのは、そもそも、シャロンのバラのせいです。公こう爵しやくさまの命が下っても、ウチはあの花を植えませんでした。ですから我が家では、家の蓄ちく財ざいを切り崩くずして高い税を払ってきました。その結果があの貧びん乏ぼうっぷりです」

　シャルルはそれきり黙だまってしまった。

　ユーゴも、彼の言わんとしていることが分かって、語るべき言葉が見当たらなかった。

　──隣りん国ごくに対たい抗こうする武力をつける為ため、まず国が用意しなくてはならないのは、資金だった。アルヴィエ領を含め、この地方を治めるドニ公は、かなり強ごう引いんに麦畑をシャロンのバラの花畑に変えた。麦作をやめない領主にも、花栽さい培ばいの儲もうけを見込んだ分と同じだけ、一律に税が上げられた。結果、彼の政策に、ほとんどの領主が従った。

　だが、アルヴィエ家のように、かたくなに麦作をやめない領地もあった。セルパンとの戦いくさが絶えなかった時代、実際に戦火にさらされた者たちだ。彼らには、麦畑のない土地は飢うえて死ぬという教訓が、骨の髄ずいまで染しみている。セルパンとの戦になれば、輸入麦を動かすパイプはたやすく切れる。だから、民たみを守り誠実であろうとする領主は、絶対に麦を捨てない。

「そろそろ、陽が傾き始めますね」

　シャルルがぽつりと言った。そして気き遣づかわしげにユーゴを見上げる。

　城に戻らなくては、と言おうとして、言い出せないのだ。

　自分を恨うらんでもしかたない立場の少年が、なぜここまで心を傾けてくれるのだろう。

「君はお人よしだね、シャルル」

　困ったように呟つぶやくと、彼もまた、困こん惑わくした顔で押し黙った。

　沈ちん黙もくした二人の向こうに、一面のシャロンのバラは、ただ静かに風に揺ゆれていた。
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　昼、せっかくみんなでピクニックをして、殿でん下かなんて三年ぶりに外に出られて、すごくめでたい時間だったはずなのに、……最後、余計な水を差してしまった。

　彼が戦火を防いでくれたことは既すでに聞いた。花畑を増やす政策も、やむにやまれぬ事情だったと理解はしている。上の人たちと下の者の利害が一いつ致ちしないのはよくある事だ。

　シャロンは、入念に化け粧しようを施ほどこされた顔を、ベールの下でぎゅっと歪ゆがめた。

（アルヴィエ領の窮きゆう状じようを知ってもらうにしても、もっと別のタイミングがあったじゃない）

　気晴らしさせてあげたいと思ったのに、最後に気き鬱うつにさせてしまうのでは、意味がない。彼は平然と笑えんでいたが、シャロンのほうは「失敗した」という気持ちがぬぐえない。だから毎夜の亡霊たちとの見回りも、余計に緊きん張ちようしてしまう。

　廊ろう下かの先、オレンジ色の光が帯になって伸のびている。執しつ務む室の扉が、わずかに開いていた。

（殿下、まだ起きてるの？）

　そっと中を覗きこむと、相変わらず片付けられていない部屋の、嵩かさ高く積み上げた書類の中、彼の少しうつむく凜り々りしい輪りん郭かくが、執務机の燭しよく台だいに浮かび上がっている。

　シャロンは重いまぶたをしばたたいた。朝から駆かけずり回ったおかげで、さすがに眠ねむい。彼も一いつ緒しよに走ったはずなのに、よくこんな遅おそくまで。

「……アニー？」

　机に視線を落としていた彼が、顔を上げた。ぎくっと、シャロンはその場に凍こおりつく。

「アニーだろう。おいで」

　しまった。視線が交わってしまった。紫むらさきの瞳が嬉うれしそうに細まる。

（そんな顔されたら、出て行かないわけにはいかないじゃない）

　亡霊たちが後ろでザワリとしたが、シャロンは手のひらを向け、大だい丈じよう夫ぶだと合図した。

　警けい戒かいしながら中に入ると、彼は立ち上がって、デカンタからワインまで注いでくれる。

「あなたが来てくれるのを待ってたんだ。よかったら、どうぞ」

　シャロンが入り口から近づかないので、ユーゴは離はなれたチェストの上にグラスを置く。

「そういえば、亡霊っていうのは、飲んだり食べたりできるのかな」

「いいえ。けっこうですわ」

　緊張した声で答えると、ユーゴは笑った。

「ハハ、もう少しリラックスしてくれ。あなたと俺は仲間じゃないか」

　片目をつぶる彼に、この前の「城の囚とらわれ人」という言葉を思い出す。それを言われると、本当は仲間ではないシャロンは、自分の噓うそに胸が痛むのだ。

　しかたない。シャロンは彼の勧すすめるソファに、距きよ離りを測りながら腰こしを下ろした。

　隙すきあらば逃にげ出しそうなシャロンに気を遣つかってか、彼は執務机の脇わきから近づいてこない。そのまま、机に腰をもたれかけた。

「実は今日、久しぶりに外に出られたんだよ。しかも、ピクニックだって、噓みたいだろう？」

　楽しそうに言われて、シャロンは目を瞬またたいた。

「それは……よろしかったですわね」

「シャルルという少年がいてね」

　唐とう突とつに飛び出した名前に、シャロンの心臓が跳はね上がる。

「依い頼らいを受けて呪のろいを解きに来た少年なんだが、素す直なおないいコでね。馬ば鹿か正直によく働いてくれる。手を抜ぬくことができないし、へこたれない。情も深いから、いろいろとまぁ、世話を焼いてくれるんだよ。見ていて心配になるくらい、世間ズレしてないお人よしなんだ」

「それは、その方を一応褒ほめてるつもりなんでしょうか」

　馬鹿とかお人よしとか、トゲがザクザク刺ささるのだが。

「もちろん。信しん頼らいしているよ。すごくね。俺を外に出したって、彼には何の得にもならないのに、八十七回も脱だつ出しゆつを図はかったんだ。あんな愛すべきお馬鹿さんは、他ほかにいないだろう」

「そうです……か」

　信頼してくれてる。この、分かりにくくて底の見えない人が。

　ああ、ダメだ。ここで嬉しいと思ってしまうなんて、つまり自分だって、この人に充じゆう分ぶんすぎるほど、情を移してしまっているということだ。

（どうしよう、自覚してしまった……）

　シャロンは苦しいような幸せなような複雑な感情に、小さくうめいた。

「猫ねこだペットだとからかっているけど、本音じゃ、ああいう弟がいればよかったなぁと思っているよ。シャルルは苦労してきたせいか、甘えるのがヘタでね。そのうち、自分から甘えてくれるくらいに、心開いてもらいたいものだが」

「あ、甘えるって」

「そう。お兄さまと呼ばせるのもいいかもな」

　くつくつと笑う彼は、どこまで冗じよう談だんなのか、笑顔の判別がつかない。

「なんですかソレはっ。そのシャルルって方、きっと困ってしまいますわ」

「甘やかして骨ほね抜ぬきにすれば、城から出て行くのはやめたと言ってくれるかな。いや、あの能力の高さを買って、俺の補ほ佐さ官にしてもいいんだが。シャルルは責任感が強いからな。国の仕事を任されちゃ、簡単に逃げ出さないだろう」

　まさか、本気？　黒い笑みに、シャロンはソファへ背中を張りつけた。

「そ、それより、外はいかがでしたかしら。ピクニックは楽しかったですか？」

　話題を逸そらそうと思ったら、気がかりだったことが口を衝ついて出た。

　ユーゴは「去りがたくなるくらいね」と笑う。

「あなたも行ければよかったな。亡ぼう霊れいの身では昼の陽ひ射ざしは辛つらいだろうが、いつかあなたとも、外の景色を一緒に見られるといい。昼の世界は、まぶしすぎるくらい美しかったよ」

　夜よ霧ぎりにむせる窓の外を見やり、彼は少し瞳ひとみを伏ふせる。

「ま、あなたの美しさに比べれば、たいしたことはない。俺の至高の幸せは、あなたの傍かたわらだ」

　微ほほ笑えむその顔は、甘い言葉を語るには寂さびしげだ。

　真顔でじっと見すえるシャロンに、彼は「外したか？」と、おどけたように言う。

「…………あなたは、戻もどりたい？」

「どこへ？」

　ユーゴはワインを注つぎ足しながら、書き途と中ちゆうだったらしい書類の方に目をやった。

「──王城に」

　シャロンの言葉に、彼は書類に伸ばしかけた手を、ピタリと止めた。

　視線も紙面に置かれたまま、動かない。彼はそのまま言うべき言葉を探しているようだった。はぐらかそうとして、タイミングを逸いつしてしまったのかもしれない。

　あ、とシャロンも凍りついた。失言だった。

　帰りたくないはずがない。なのになぜ、こんな事を聞いてしまったのだろう。かわされてばかりで、本音を見せてもらえないのが、くやしかったのかもしれない。

　ユーゴは紫の瞳を、ゆっくりとシャロンに向けた。ベールの下で、シャロンは顔を石のように硬かたくする。

「……そうだね」

　怒おこってはない。でも、笑ってもいない。声はひどく静かで、感情を読み取りづらい。

「亡霊のあなたになら、王太子らしからぬ愚ぐ痴ちをこぼしても、許されるだろうか」

　ユーゴは手に書類を持ち、ソファに近づいてきた。そして肘ひじ置おきに浅く座る。

「城に帰りたいと思わなかった日は、一日もないよ。俺には、城にやり残してきた仕事がある。今、父王は神しん殿でんと心が近いんだ。異教徒のセルパンに、いつか一いつ矢し報むくいてやるという思いでいらっしゃる。──だが、俺は要いらぬ戦いは避さけたい主義なんでね。理想としては、ベルナー国を永世中立国にしたいと思っている。侵しん略りやくせず、侵略されない国を造りたい」

　燭台の灯あかりを受けた彼の瞳が、静かに燃えているように見えた。

「戦争をしない国、ですか」

　シャロンの知るのは自領のことばかりで、外国との政治は分からない。でも、この国に生きる民たみの一人として、戦火に脅おびやかされる不安のない暮らしがあるとすれば、どんなに素す晴ばらしいだろう。そうなればアルヴィエ領だって、戦時に備える必要はなくなる。麦の作付けを減らして、お金になる花栽さい培ばいを始めることもできる。

「けれどね。ここでいくら外交指示を文書に出しても、俺が出て行かないんじゃ、実行されているかも分からない。ここに届く報告は全すべて王の検けん閲えつ入りだ。そもそも、悪霊王子の指示なんて、誰だれが聞きたいと思うだろうね。外の人間にとっては、俺は死んでいるも同然だ」

　ユーゴは自じ嘲ちよう気味に笑う。

　隣りん国ごくに敵意を持つ神殿派の国王と、異教徒の隣国と強ごう引いんに和わ睦ぼくを結んだ息むす子こ。親子で食い違ちがう理想。……「王の検閲入り」と言った、彼の表現。

「もしかして殿でん下かは、呪じゆ詛そをかけた魔ま術じゆつ師しが、国王陛下の手の者だと疑ってらっしゃるの？」

　ふと、エドの顔が思い浮うかんだ。エドは神殿の人間だ。しかも彼は、王の要よう請せいで神殿から選ばれ、ここに派は遣けんされたと聞いている。もしも王が魔術師を使った犯人なら、神殿に属するエドが同じ城に暮らすのは、彼にとっては大きな危険なのではなかろうか。

　リオンはドニ公こう爵しやくに雇やとわれているらしいが、それは、公が甥おいの命を案じて、私的に遣つかわしたということか。

　──王が寄こした神殿のエドと、公が寄こした近衛このえ騎き士しのリオン。今まで気づかなかった対立の構図が、眼前に浮かびあがってくる。

（まさか。私の考えすぎよね）

　シャロンはぶるると首を振ふってイヤな考えを打ち消した。でも、ピクニックでセルパンとの和平協定の話題になったとき、エドが見せた、ユーゴへの鋭するどい視線……。

「ハハ。陛下が魔術師を、ね」ユーゴの声に、考えにふけっていたシャロンは、はっと顔を上げた。

「そうとも決め付けられないな。なにしろ俺が邪じや魔まな人間は掃はいて捨てるほどいる。それに陛下も、一人息子の俺が継けい承しよう権を失えば、次はドニ公爵だ。彼は俺と一いつ緒しよに、協定に立ち回った人間だしな。継承権三位からは別の血統に移ってしまうから、さすがにそれは良しとされないだろう。誰に王位を継つがせるか、全く陛下もお悩なやみの多きことだ」

「わたくしは……」シャロンは考え考え、彼の横顔を見つめた。

「わたくしは、あなたに、王様になってもらいたい」

　本当の気持ちを告げたのに、ユーゴはこちらを見もせずに、ただ笑った。

「気持ちは嬉うれしいが、なりたいと言ってなれるもんじゃない。夜ごと悪霊を呼び集める王様なんて、ベルナー国が、亡霊国なんて呼ばれるようになるよ。ああ、だがそれはそれで、戦争の抑よく止し力りよくにはなるかな。あの国に攻せめ入れば祟たたられる、なんてね」

　また、茶ちや化かそうとする。

　シャロンは苛いら立だちのあまり彼のそばに寄り、下からぐいと覗のぞき込んだ。

「はぐらかさないでください」

「アニー？」

「あなたは王城に戻らなきゃいけない方ですわ。あなたが諦あきらめてしまったら、また戦争が始まるかもしれないんでしょう。戻らなきゃ。戻る方法を見つけなきゃ」

「…………でも、万ばん策さく尽つきているんだよ」

　ユーゴがとうとう、哀かなしい瞳で言った。

　この人が諦めてしまったら、アルヴィエ領も、踏ふみにじられたリオンの故郷のように、軍ぐん靴かの足音が迫せまってくるかもしれない。自分の「家」を守るために、この人が苦しむと分かっていても、諦められてしまうわけにはいかないのだ。

「私も、なんでもします。あなたが諦めないならなんでもしますから。……いえ、私がなにをしたって、たいした役には立ちませんよね。でも、ああ、どうすればいいのかしら。私になにか、できることがあったらいいのに。私、本当に役立たずだわ」

　混乱して言葉ばかりが滑すべってしまう。

　先祖の神官長のような強大な力があれば。せめて神官の修しゆ行ぎようをしていれば、少しは違ったろうか。亡霊と語れるなんて小さなことじゃなく、特別な力を身につけていれば、今ここで、この人の一助となれたのに。

「私、もっとあなたを支えられるような人生を送ってくればよかった。なんて不ふ甲斐がいないの」

　くやしくて唇くちびるを嚙かみ締しめる。と、ユーゴの手から書類が滑り、ばさ、と床ゆかに落ちた。

　シャロンが我に返って見上げると、紫むらさきの瞳が、シャロンを今初めて見た、というように、大きく見開かれていた。

「殿下？」

「あなたは、すごい事を言うな」

　何に驚おどろかれたのか分からなくて、シャロンも目を丸くする。

「ありがとう。……こんなにも真っ直すぐに想おもってもらえるのは、嬉しいものだね」

　彼は、息を吐はくように静かに、シャロンの胸を震ふるわせる声で、呟つぶやいた。
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　ばっさばっさと音をたて、呪じゆ術じゆつ書、魔ま法ほう書、神学書を大きな山に積み上げていく。

「シャルル。ここに居たんですね。ねぇ、朝食には、あの紅茶をつけてくださいよ」

　ひょいと執しつ務む室を覗き込んできたリオンを、シャロンは真っ赤に充じゆう血けつした目で振りかえる。

「取り込み中です。ご自分でどうぞ」

　凍こおりつくリオンの後ろから、今度はエドがのっそり顔を出した。

「シャルル。厨ちゆう房ぼうのオーブン、まだ火がついてないぜ」

「昨日のランチの残りのローストビーフが二番目の棚たな。スープは昨夜の残りが鍋なべに入ったまま。ポットや茶器の場所はお分かりですね。火を使うなら、消し忘れに気をつけて」

　口早にまくし立てるシャロンに、リオンもエドもぱちぱちと目を瞬またたく。

　今度は後ろから、ユーゴがのんびりやってきた。

「シャルル。ブロケード織りのベストはどこかな。何日か前、ダイニングで脱ぬいだ気がする」

　びしっとシャロンのこめかみに青筋が立った。

　なんだコレは。実家のご先祖さまたちより手間がかかる。これまで甘やかしすぎた。

　ブリザードが吹ふきつけるようなシャロンの気配に、男三人はすくみあがる。

「私は忙いそがしいんです！　第一、自分の事は自分でするものですっ！」

　三人は顔を見合わせ、ぴゅっと音を立てていなくなった。

　ふん、と鼻息荒あらく、シャロンは再び読み止さしの魔ま術じゆつ書に目を落とす。

　昨夜、亡ぼう霊れいたちとの見回りを終えてから、男装に戻もどってここに籠こもっていたのだ。およそ二徹てつ目。頭がもうろうとしてきた。

（でも、ダメだわ。今さら私が身につけられるような魔術なんて、ひとつもない）

　神官の血を恃たのみ、初歩の初歩から、解かい呪じゆの呪じゆ文もんを試ためしてみたのだが、まず発音すら分からない。当てずっぽうにやってみても、まとわりつく悪霊ひとつだって逃にげていかなかった。

　奇き跡せき的な神力が働いて、一発逆転めでたく解呪！　なんて、うまい話はないらしい。

　呪術の基本を調べたところ、解呪するには、その元の呪詛がどういった仕組みでどういった手続きをもって行われたのか、手品師の種明かしのような、覚え書きが必ひつ須すらしい。

　その呪のろいのレシピを〈鍵クレ〉と呼ぶそうだが、それがないと、特に複雑な呪詛は解きほぐすことができないのだ。魔術師は自分の〈鍵〉を命同然に大切にするそうだから、ユーゴの呪いの〈鍵〉も、いまだ犯人が持ち歩いているのだろう。

（〈鍵〉を手に入れるにも、やっぱりまずは、魔術師を特定しなきゃ）

　ため息をつき、シャロンは床へ仰あお向むけに倒たおれこんだ。お腹なかも空いたし、とにかく眠ねむい。

　だが一息つくと、やっぱりあの三人が心配になってきた。

（リオンさんが紅茶を飲みたくて、エドさんはお腹が空いて、殿下がベストを捜さがしてる）

　仕方ない。まずオーブンに火を入れつつ茶器の準備をしておいて、スープ鍋を火にかけたら、あとはエドに任せて、サンルームに殿下のベストが乾かわいたか見に行こう。

　…………とは思っているのに、疲つかれきった体が、床に溶よう接せつされているみたいだ。

　朝あさ陽ひにチカチカする目を手で覆おおうと、指のすきま、書しよ棚だなの赤い表紙が目に付いた。

「そうだわ。アニーさんの日記にも目を通しておかないと」

　また女装姿でユーゴとハチ合わせたとき、当時の様子を聞かれたら、言葉に詰つまってしまう。せめて、亡なくなる直前の記述くらいは読んでおかなくては。

　シャロンはふらふら立ち上がり、赤い表紙を抜ぬき出した。後ろからページを開いてみて、「あれ？」と声を漏もらす。もう一度、最初のほうを確かめて、後ろに戻る。

　別の人が書いたように字が違う。日を追うにつれ、焦あせるような震えるような、不安に揺ゆれる字になっていく。恋こいに浮かれる乙女おとめの筆ひつ致ちとは、全くの別人だ。病気のせいなのだろうか。

　改めて、最後のページに視線を走らせる。死の間ま際ぎわ、彼女はなにを思っていたのか。

　だが、そこに書き付けてあったのは、城に蔓まん延えんしたという、流行はやり病のことではない。




　黒い影かげが、とうとう私のもとにも現れた。




　その、一文きり。

「黒い、影？」

　ページをたぐる手に、汗あせが滲にじんだ。

　執務室を見み渡わたすと、朝だというのに、壁かべや床にぼんやり透すけた影がわだかまっている。

（黒い影って、この悪あく霊りようのこと？）

　その前のページ。それからその前のページにも、黒い影が城のどこかに見えたという話が書き込まれている。使用人たちが、悪夢と熱にうなされているとも。

　使用人の亡霊たちは確か、「王子らが移り住んできてから、気持ちの悪い、黒いのがウジャウジャわくようになった」と言っていた。ならアニー時代のこの黒い影というのは、悪霊じゃなく、単に、病に苦しむ彼女が見た幻まぼろしだったのだろうか。

「──違ちがう」

　シャロンやユーゴたちが普ふ通つうに悪霊を見ているほうが、奇き特とくな状じよう況きようなのだ。

　アニーは悪霊が見える目の持ち主だった。けれど生前の使用人たちの目には、悪霊たちが映らなかった。だから死ぬまで、黒い影を認にん識しきできなかった。そういうことでは。

（だったら、十年前の伯はく爵しやく家の死因は、「疫えき病びよう」じゃなくて、「呪い」だ）

　十年前の、モロー伯爵家。三年前の、王太子殿でん下か。

　国中の専門家をもってしても解呪できないほど、複雑な呪いなのだ。別の魔ま術じゆつ師しがかけたとは考えにくい。伯爵家とユーゴ両方に利害関係のある人物が、同じ魔術師をけしかけた。

　なら、それでかなり、犯人が絞しぼられてくるんじゃないだろうか。

（殿下に報告しなくちゃ！）

　シャロンは勢いよく立ち上がった。その拍ひよう子しに、何か白い紙切れが、日記の間から舞まい落ちる。拾い上げて、シャロンは首をかしげた。

「これ、歌詞──？」
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　シャロンはダイニングのテーブルに、アニーの日記を開いた。男三人は顔を寄せ合って、それを覗のぞきこむ。

「アニーさんが黒い影を見始めたのは、最後のページの日付から、一ヶ月ほど前です。その前後を読み返してみたんですが。──直前に、国王陛下から直々の要よう請せいで、シャロンのバラの視察団を受け容いれ、しばらく滞たい在ざいさせたとありました。伯爵が急病に倒れたあと、視察団は引き上げたそうですが」

「視察団に、魔術師らしい婦人は？」

　結局ベストを見つけられていないユーゴは、面めん倒どう臭くさくなったらしく、クラヴァットすら巻かないシャツ一枚だ。シャロンは目のやり場に困って、微び妙みように下を見ながら日記を渡わたした。

「いえ、男性のみだったようです。でも、その日のページを見てください」

　ユーゴは文字を追い、段々と真しん剣けんな眼まな差ざしになっていく。

「……お父さまの手の甲こうに、妙みような痣あざが浮うき出ている。まるで文字のような……」

　低い声こわ音ねで読み上げたユーゴに、シャロンは頷うなずいた。

　ユーゴは自分の首筋に手をあてた。伯爵の手の甲と同じ、不思議な文字の痣がある場所だ。

「ちょっとそれ、見せてみろ」

　エドの目の色が変わっている。アニーが描えがいた、伯爵の手の甲に浮かんだという、その文字のスケッチを眺ながめて、低い呻うなり声を漏らす。

「……殿下の痣と同じだな。古代神語で、『完成』を意味する字の逆位置、つまり『破は壊かい』って字をベースに、いくつかの字を絡からみ合わせた呪を作ってる。今も調べてるところだが、この時代の神語は、遺い跡せきの石板やら柱の欠片かけらくらいしか、現存してる資料がねぇんだよ。なんにせよ、こんな古い複雑な呪を使う魔術師は、そういねぇって事だ。会えるなら、俺も会って、勉強させてもらいてぇくらいだぜ」

「なるほど。俺を呪じゆ詛そしたのと同じ魔術師に違いないようだ。俺に抱だきついてきた婦人の本ほん性しようが、実は男だったという可能性もでてきたか。全く許せんな」

「ま、どっちが本当の姿かは、捕つかまえてみなきゃ分からねぇがな」

　話しながら、エドは早さつ速そく、アニーのスケッチを手近の紙に写し始める。ユーゴはそれを見つめながら、考えこむ瞳ひとみで腕うでを組んだ。

「ふむ。魔術師に直接呪詛されたのは、モロー伯爵。だが、城に集まった悪霊たちのせいで、周りの使用人や、伯爵夫人、アニー嬢じようも病やみ、ひと月のうちに死んでいった。そういう事か。確かに、霊れいが見えない者たちには、疫病でバタバタ倒れたように見えたかもしれないな」

　シャロンはダイニングを見渡して、相変わらず黒くわだかまっているその悪霊たちに、ぶるりと背を震ふるわせた。現実にこれのせいで、一族がまるごと一つ滅ほろびたのか。

「殿下とモロー伯爵、両方を呪のろって利得のある人物に、お心当たりは？」

　シャロンの言葉に、ユーゴはううむと顎あごへ手を置いた。

「さすがに、十年以上も前の伯爵家の政治的な動きとなると、俺もすぐには分からないな」

「そう、ですか」頷きながら、シャロンは彼の顔色を窺うかがった。

（本当に分からないのかしら）

　抜け目ない彼なら、国境周辺の伯の動きは、遡さかのぼって頭に入れていそうなものだが。彼が話をぼかすのは、……やはり、国王陛下が、実父が魔術師を送ったと、疑っているからじゃないだろうか。

　さっきシャロンは、用心の為ため、この日記はエドの目に付かない場所で渡した。しかし、ユーゴはわざわざ、エドを呼んでここに立ち会わせたのだ。なら、エドには、神しん殿でんの手先だという危険はない。彼はそう考えてるのだろうと、勝手に胸むねを撫なで下ろしたのだが……。

　シャロンは、難しい顔でペンを滑すべらすエドを盗ぬすみ見て、それから、ユーゴの何も語らない瞳を見つめた。ユーゴの真意も、エドの思おも惑わくも分からない。

　──やめよう。勝手な妄もう想そうをしても、意味がない。ユーゴ本人の方が、自分よりずっと権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけている。彼が分かっていればいい事だ。

「次は、これをご覧ください」

　シャロンは日記に挟はさまっていた紙し片へんを、三人の前に差し出した。

　四つ角の黄ばんだ紙には、アニーの走り書きで、数行の詩が書き付けられている。




　私はシャロンのバラ、谷の百ゆ合り。

　乙女たちのなかの愛いとしい貴女あなたは、茨いばらのなかに咲さく、百合の花のよう。

　若人わこうどたちのなかの愛しい貴方あなたは、森に立つ、林りん檎ごの木のよう。

　私はその木こ陰かげを慕したって腰こしをおろし、甘い実を口にふくむのです。




「殿下がピクニックの時におっしゃってた、シャロンのバラの歌って、この詩ですか？」

「ああ、その通りだ。本当はまだ続きがあるが、最初の一部分だな」

「この紙が、日記に挟まっていたんです。私、一度落としてしまって、どこだったか捜さがしたんですが。紙の黄ばみ跡あとが一いつ致ちするところを見つけて、」

　ここですと、日記の最後のほうを開く。




　あの男から奪うばい取った。黒い影の元げん凶きよう。でももう間に合わない。これを解読する手立てがない。誰だれも私の目を信じない。私が見るものを幻と言う。皆みんな死んでしまう。




　四人は頭を寄せて、ごくり、と喉のどを鳴らした。

「アニー嬢は、魔術師から、何か解かい呪じゆのヒントになるものを奪ったのか」

「きっとそうですよね。たぶん、この歌詞がそのヒントなんじゃないでしょうか」

　ということは、それをこちらで解読すれば、呪のろいを解くことができるかもしれない。

「でも、分からないんです。これを解読する手立てがないって、詩はこの国の言葉で書かれてるから、解読も何もないですよね。それにこの字はアニーさんの字だし」

「……いや、この歌詞は、そのヒント自体じゃなさそうだな。〈解読〉という言葉を使うからには、普通に使用されている言語じゃなかったんだろう。たぶん、彼女が魔術師から奪ったというのは、古代神語で書かれた、呪詛の〈鍵クレ〉じゃないか」

「〈鍵クレ〉!?　それがあれば、呪いを解けるんですよね!?」

「そう。そういうことだ。それに、古代神語ならエドが読める」

　視線が集中したエドは、「それが仕事だからな」とぶっきらぼうに頷く。

「伯爵と殿下の痣は、ほとんど同じ字が使われてる。伯爵の呪いの〈鍵クレ〉があれば、殿下のほうも、一気に解読が進むぜ」

「殿下！　よかったですね！」

　パッと顔を輝かがやかせるシャロンに、ユーゴは釣つられて笑った。

「ああ。希望が見えてきたのは、君のお蔭かげだな。──だが問題は、その〈鍵クレ〉が、どこに行ったのかだ。この歌詞のほかに挟まっている紙がなかったなら、既すでに魔術師に回収されているかもしれない。だが、意味もなく、わざわざ歌詞の抜ぬき書きなんて挟むか？　不自然だが、この紙自体は〈鍵クレ〉じゃなさそうだしな」

　ユーゴは椅い子すから立ち上がり、テーブルの周りをせわしなく歩き始めた。

「──私って、大切な物は持ち歩かない主義なんですけど」

　あまり興味がなさそうだったリオンが、飲み干したカップを置き、唐とう突とつに発言した。

「だって、いつ誰が奪いにくるか分からないじゃないですか。だから宝物は、秘密の場所に隠かくしておくんです。私の場合は貯金ですけど。そのアニーってお嬢さんも、〈鍵クレ〉が魔ま術じゆつ師しにいつ奪い返されるとも分からないなら、自分の近くには置かないんじゃないですかね」

　じゃあ、どこに？　問おうとして、シャロンは言葉を吞のんだ。

「この詩が、隠し場所の暗号ということですね!?」

　シャロンはガバッと立ち上がり、勢いあまって、ユーゴのシャツ一枚の胸をわし摑づかんだ。

「捜しましょう、殿でん下か！　王城に帰れますよ！」

「──いや、捜さなくていい」

　ユーゴは、ぽん、とシャロンの頭に手を置いた。

「アニー嬢は、魔術師の顔を見ている。〈鍵クレ〉も、隠した本人だからもちろん場所を知っている。なら、本人に直接聞けばいいじゃないか」

「──へ？」シャロンは間の抜けた顔になった。

「俺は近ごろ、アニー嬢の亡ぼう霊れいと逢あってるんだ」

「「へえ」」

　リオンとエドが、目を見開く。

「これも天の采さい配はいだな。今夜、直接彼女に尋たずねてみよう。令れい嬢じようの日記を盗み見るなど、はしたないと思っていたが、シャルル、君の行ぎよう儀ぎの悪さに感謝が尽つきないよ。そうだな、この分なら本当に、王城へ戻もどれる日が来るかもしれない」

　いそがしくダイニングを行ゆきつ戻りつしながら、「夜が待ち遠しいな」と語る彼の、そわそわした素そ振ぶり。落ち着きはらった普ふ段だんの彼からは、想像もつかない浮うかれようだ。

　シャロンは、だばだばと流れ落ちる冷や汗あせが体じゅうを伝っていくのを感じた。

　アニーに隠し場所を直接聞くって、聞いたところで知っているわけがない。

（だって、殿下が逢ってるアニーは、私なんだもの！）

　手がかりが見つかったのが嬉うれしすぎて、この事態までは考えが及およばなかった。

「待てよ？」突とつ然ぜんユーゴが立ち止まった。

「アニー嬢は昨日、王城へ戻るためなら何でもしてくれると言ってくれた。だったらその時、なぜ〈鍵クレ〉の話が出なかった？　そもそも魔術師は見てないと、最初に言っていたな」

（ど、どうしよう。不ふ審しんに思ってる！）

　シャロンは青い顔で、そそっと後ずさった。と、彼はシャロンに、満面の笑えみを向けてくる。

「乙おと女め心ごころは難しいな。まあ、今夜、彼女に直接聞いてみよう」
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　シャロンはドレスの裾すそをたくしあげ、ヒールの踵かかとを激しく鳴らして、必死も必死で廊ろう下かを駆かけ抜けていく。その後を追ってくる足音。「待て！」と響ひびく声は、ユーゴのものだ。

　シャロンは北の塔とうへ抜ける道を行きかけて、自分の高所恐きよう怖ふ症しようを思い出した。それに螺ら旋せん階段はマズい。この前の脱だつ出しゆつ騒さわぎの時、悪あく霊りようのせいで、出口に届く前の踏ふみ板が落ちている。

　だが後方からは、すでに彼の足音が迫せまっていた。

　シャロンは螺旋階段の前で前後をせわしく振ふり返り、逃にげ道を探した。地下に続く真っ暗な階段。上と下、どっちがマシか。

「アニー、なぜ逃げる！」

　シャロンはヒールを片足脱ぬぎ、腕うでをぶん回して、思い切り階段の上へ放ほうり投げた。それから地下を目指して階段を下り、踊おどり場に見つけた空から樽だるの中に飛びこもう──として、ふちにかけた手を滑らせ、おしりから樽の中にずぽっとハマッた。

（ギャッ！）

　絹のペチコートが滑るせいで、そのまま深みに沈しずんでいき、ヒザでようやく引っかかった。

「……見失ったか」

　声がすぐそこに聞こえる。シャロンは両手で口を覆おおった。心臓が飛びだしそうだ。

　彼はシャロンの投げた靴くつを見つけたらしい。足音が、上のほうへ遠ざかっていく。

　シャロンは、ほ、と息をついた。




　──ユーゴが、アニーと話すと言い出したその日から、五日目。

　シャロンは毎晩、彼から逃げまわる夜を過ごしていた。

　亡霊と結んだ約束は違たがえてはならない。それは祖そ霊れいからよくよく言い聞かされていたことだ。彼らは剝むきだしの魂たましいであるがゆえ、不用意に怒おこらせれば、その激情を止めるのは難しい。

　彼らと約束してしまった以上、夜な夜なアニーの扮ふん装そうをするのはしかたないが、今、ユーゴと差し向かいで話を突つっこまれたら、絶対にボロが出る。

　アニーとしてシラを切りとおすには、事前に〈鍵クレ〉の隠し場所を発見しておかなくちゃならない。なのに今の時点、まだそれも見つかっていないのだ。

（あの詩が隠し場所のヒントなら、やっぱり、シャロンのバラが植えてあるところって考えちゃうけど）

　アニーは城から出ることのない生活を送っていたのだから、隠し場所は城内だろう。だが城の前庭には、様々な品種のバラが植えられていたが、そこにあの紫むらさきの花は見当たらなかった。それとも、羅ら列れつされる草木の名前は、何かの暗あん喩ゆになっているのだろうか。

　考えながら、シャロンは樽から脱だつ出しゆつしようと、手をふちに置いた。

　よいしょ、と心の中の掛かけ声つきで、身を起こす。が、ボリュームのあるドレスの裾がみっしり詰つまって、樽から体が抜けない。

（ウソッ）

　ふんっ、ぬうっ、と令嬢にあるまじき掛け声。しかしワインボトルにハマッた固いコルクのように、びくともしない。血の気が引いた。慌あわてて、大おお汗あせをかいてジタバタもがく。身動き取れないこの体勢で発見されたら、一巻の終わりだ。

「こんばんは、お嬢じようさん」

　顔の真上に落ちた、影かげ。

　これ以上ないほど目を見開くと、上から見おろす金茶の瞳ひとみが、楽しげに細まった。

　リオン、だ。

「……!!」

　悲鳴を上げかけたシャロンの唇くちびるに、リオンは「シッ」と長い指を当てる。

「さて、逃げも隠れもできない君に、聞いておきたいことがあります」

　リオンは樽のふちへ両りよう腕うでを置き、シャロンに顔を近づけた。

　笑んでいるのに笑ってない、この瞳。気け圧おされて、シャロンは声のひとつも出てこない。

「君は殿下に差し向けられた刺し客かくじゃない。それで、正解ですね？」

　問われたのは〈鍵〉の話じゃない。驚おどろきながらも、シャロンは頭をぶんぶん上下に振る。

「私も金を貰もらっている以上、メシの種に死なれちゃ困るんですよ。けど、君が違うのなら安心だ。あの紅茶、あと一歩で完成しそうなのに、君も殺すことになったら、私も悲しい」

「──え？」

　紅茶、が、なんだって？　シャロンは今度こそ、目玉がこぼれ落ちるかと思った。

　彼に紅茶を淹いれているのは、アニーじゃない。シャルルだ。

　リオンはシャロンのベールに手を伸のばし、無ぶ遠えん慮りよに、ぺらりとめくった。

　紗しやのかかっていた視界が鮮せん明めいになり、真正面の金茶の笑みと、視線が交こう錯さくする。

「君を観察させてもらった結果、殿下への害意はないと、判断することにしました。君が女装し始めた初日なんて、殿下の部屋にひっそり入っていくから、ああもう斬きっちゃっていいかなと思ったんですよ。あの時、短気を起こさなくてよかったなぁ」

「え、え、え、えっ」




「ときに、その女装はシュミですか？　シャルル」




　ガン、と頭を殴なぐられたような衝しよう撃げき。とっくにバレていたのだ。

「な、なんで」

「私、君が城に来た日からずっと付いてまわってましたし、君、さっき夕食で紅茶を淹れてくれたでしょう。同じスパイスの香かおりがします。そのニオイをたどって来ました」

　動物か、とツッコミたくなったが、それどころじゃない。

「リオンさん、後生です。この事は殿下やエドさんにはご内密に！」

「恥はずかしがらなくてもいいんじゃないですかね。なかなか似合ってますよ。その格好なら、誰だれも男と思いません。人には言えない嗜し好こうがあるのも、ええ、分かります」
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「そっ、そういうことじゃなくてですねっ。これは、亡ぼう霊れいたちに悪霊を追い払はらってもらうのに、アニーさんの格好をする必要があるんです。やむにやまれずの選せん択たくです」

「はあ、シュミではないと」

「ちがいますっ！　わ、私は男ですから！　ですから、こんなドレス姿を他ほかの方に見られるのは屈くつ辱じよくです。どうか見なかったことにしてください！」

「ふうん。そこまでして悪霊を追い払ってたなら、報ほう奨しよう金せびれるだろうに、無む欲よくですねぇ」

　言いながら、彼は手のひらをシャロンに向ける。

　助けてくれるのかと思って手を重ねようとすると、彼はスイッと横によけた。

「タダとは言わないですね？」

　なっ、なんてイジワルだ。

「明日あしたのおかずは、リオンさんの好きなものを作ります」

「ええ」

「あなたの個室の掃そう除じも担当します」

「ふん」

「毎朝、モーニングティーを部屋までお持ちしますっ」

「いいでしょう」

　リオンは晴れやかな笑えみで、シャロンの手を取った。

　笑顔の悪あく魔まめっ！　内心に罵ののしっていると、リオンは右みぎ腕うでを樽の奥へ突っこみ、シャロンの腰こしを抱だきこんだ。そのまま一気に引きずり出してくれる。

　思いもよらぬ、力強い腕。線が細いようなのに、さすがは王立騎き士し団の騎士さまだ。

「ありがとうございました」

　床ゆかに下ろしてもらって、シャロンはホッと息をつく。でも、どうしたのだろう。リオンの腕が、シャロンの薄うすい腰を抱いたまま離はなれていかない。金茶の瞳が鼻の触ふれそうな距きよ離りから見おろしてくる。……彼は珍めずらしく、何も喋しやべらない。

　シャロンは息を吞のんだ。

（さすがに、体つきで女とバレた!?）

「……シャルル。君、」金茶の瞳に浮かんだ、真しん剣けんな色。

「は、はい」

「もうちょっと肉をつけないと、女装するにも無理がありますよ」

「なっ」

　女装どころか立派な女性だ！　くやしさに打ち震ふるえるシャロンは、

「──アニー！　リオン！」

　横手からかかった、よく通る低い声に、ぎょっと体を硬こう直ちよくさせた。
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　昼下がりの執しつ務む室。

　シャロンはユーゴ、エドと共に本ほん棚だなを漁あさり続けている。

　アニーの遺のこした手記が他にないか。探している〈鍵クレ〉自体が紛まぎれていないか。

　リオンは一人泰たい然ぜんとソファに腰を下ろして剣けんの手入れなどしているが、残る三人で手分けすれば、膨ぼう大だいな蔵書も、夕方には片付けられそうな見通しが立ってきた。

　だが、シャロンはユーゴの様子が気になって仕方ない。彼がずっと不ふ機き嫌げんなのだ。

（アニーさんに当てにしてた手がかりが、無くなっちゃったから、よね？）

　真夜中、よりによってリオンに迫せまられているという、とんでもない場面で発見されてしまったシャロンは、ユーゴから魔ま術じゆつ師しの顔や、〈鍵〉について尋たずねられ、

「し、死んだときのショックで、そのあたりの記き憶おくがございませんの」

　とごまかしたのだ。とっさの判断だったが、我ながらうまいことを言ったと思った。死亡前後の記憶がないなら、シャロンが作ってしまった、アニーに関する矛む盾じゆんにも言いわけがつく。

　シャロンはデスクに肘ひじをつくユーゴの顔を、こっそり盗ぬすみ見た。

「あの、殿でん下か。アニーさんが覚えてなくても、この詩から隠かくし場所を見つければどうにかなりますし、あまり気落ちなさらないでください」

「え？　ああ、そういうわけじゃない。すまないな、虫の居所が悪く見えたか。いや、解かい呪じゆの可能性があるというだけで、充じゆう分ぶん明るい気分だよ」

「でも」

　アニーから答えを得られなかったのが原因じゃないなら、どうしたというのだろう。

　すると、リオンが剣を鞘さやにしまいながら、にやりと悪い顔をした。

「イヤですねぇ、殿下。私とアニーの親しさに、嫉しつ妬となんてして」

「はっ!?」

　シャロンが声を上げると、リオンはこちらを見てから、ますますニヤニヤを強くした。

「アニーは綺き麗れいな娘むすめですね。あの折れそうな腰の細さ、ベールの下の澄すんだ蒼あおの瞳。殿下のお目にかなってもしかたない。ジョワイユーズにもあれほど美しい少女はいませんよ」

「リオン、お前、ベールの下を見たのか。失敬きわまりないな。彼女は深窓のご令れい嬢じようだぞ。第一、なんでお前が暗くら闇やみの物もの陰かげで、彼女と逢あい引きしてるんだ」

　ユーゴは書面から目を離さずに言うが、その声は普ふ段だんより低い。

「殿下が追い掛かけまわしてばっかりいるから、嫌きらわれたんじゃないですか？」

「き、嫌われただと」とうとうユーゴは顔を上げた。

「まことに遺い憾かんながら、ご愁しゆう傷しようさまです」

　ふ、二人とも、一体なんの話をしているのだ。それにアニーの正体を知っているリオンなんて、完全にユーゴをからかってるだけじゃないか。

　シャロンは本を書しよ架かに戻もどしながら、二人を振ふりかえった。

「アニーさんは亡霊でしょう。そんな、あ、逢い引きなんて成り立ちませんよ」

「成り立たない？　そんな事はありません。恋こいに、生きてるも死んでるも関係ありませんよ」

「「こ、恋」」

　シャロンとユーゴの声が重なった。

「リオン、お前そこまで真剣に彼女を」

「清らかに見えて、彼女はとんだ悪霊ですよ。なにせ、私の心臓クールを奪うばったんですから」

　違ちがう。これはユーゴをからかっているんじゃない。シャロンが標的だ。証しよう拠こに、金茶のいたずらな目はニヤニヤと、凝ぎよう固こするシャロンを眺ながめているじゃないか。

　するとそれまで黙だまっていたエドが分厚い本を閉じ、リオンを真剣な面おももちで見やった。

「やめとけよ。亡霊に恋なんざ、憑き殺される人間がよく言う寝ね言ごとだぜ。殿下、そのアニーとやらの霊れい、神官でも呼んで、さっさと祓はらってもらったほうがいいんじゃねぇか。どうせ解呪の役には立たねぇんだろ？」

「ダメだ！」

　思いがけない、強い断定。エドもリオンも、そしてシャロンも黙った。

　はたと我に返った様子のユーゴが、自分でも驚おどろいている。

「……いや、アニー嬢じようは、思い出す努力をすると約束してくれた。かすかでも、可能性を潰つぶしてしまうのは、今は避さけたい」

　取り繕つくろうように言い、彼はまた、机の文ぶん献けんに目を戻した。エドはそんなユーゴに肩かたをすくめる。そして各おの々おの、また自分の仕事に戻っていった。

　どうしたんだろう。いつもの、冷静な彼じゃない気がする。




　──結局、ユーゴの不機嫌の理由も分からぬまま、そして、〈鍵〉の新たな手がかりも見つからぬまま、蔵書漁りは徒労に終わってしまった。シャロンは疲つかれた目をこすりながら、深夜の城内散歩に出るべく、二階の廊ろう下かを歩く。

　衣い裳しよう部屋も間近というところで、ふいに、ひそやかな話し声が、耳に届いた。

（気のせい？）

　シャロンは視線を巡めぐらせてから、廊下の窓を覗のぞき込んだ。

　夜の闇やみに吞まれた森の入り口に、二つの人ひと影かげ。二人とも、神官服だ。そして、あの大おお柄がらな体格は、明らかにエド。

（なに？　エドさん、こんな夜中に誰だれと会ってるの？）

　神官はくるりと背を向け、森の奥へ消えた。エドが厳しい横顔でそれを見送っている。

　どくどくと心臓が波打ち始めた。

（神しん殿でんの、密使？）

　神殿がこの城に用があったとしても、後ろ暗いところがなければ、昼間に正々堂々と、客として訪ねてくるだろう。そうでない神官と、エドが会っている。

　──彼が、害意を持った神殿の手先だという、他ほかならない証拠に思えた。

　エドは、解呪のために神語を解読するフリをして、ユーゴを暗殺する隙すきを狙ねらっている？　それとも、彼が亡ぼう霊れい城から出ることのないよう、監かん視し役として、ここに？

　嫌いやな想像が勝手に膨ふくらんでいく。自分のことなら、エドを信じるかもしれない。けれど、これは自分の問題じゃない。ユーゴと国の未来が懸かかっている。慎しん重ちようになるべきだ。

　シャロンは窓から、じりりと後ずさる。

（万が一のことがあるわ。一応、殿下に、報告を）

　殿下の寝しん室しつを目指そうとして振りかえった時、階下のアプローチのほうから、重たい金音が響ひびいた。悪霊のいたずらかと思ったが、耳を澄ませば、二度三度と、規則正しく音が鳴る。

「お客さまだ」

　シャロンは、ユーゴの寝室の方向とアプローチを見比べる。客人なら待たすわけにはいかない。後ろ髪がみをひかれながら、急いで玄げん関かんへ向かった。
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「途と中ちゆうで領地を視察してきたら、酒の席になってしまってな。いつの間にかこんな時間だ」

　彼はどさりと腰こしを下ろし、面おも白しろそうにシャロンを眺めた。そして、シャロンのほうも、ワゴンの茶器を準備しながら、それとなく相手を観察する。

「城が見み違ちがえたな。前は座るのもためらったが、今なら長居していこうという気になる」

　重みのある、低い声。灰色の髪かみを潔いさぎよく後ろに撫なでつけた、壮そう年ねんの男性だ。一見は女性に騒さわがれそうな優やさ男おとこだが、黒い瞳ひとみには、ただ優やさしいだけでない、炯けい々けいとした光が宿っている。

　──彼こそが、ドニ公こう爵しやく。

　アルヴィエ家の所領を含ふくめた広大な領土を治める大領主にして、ベルナー国の第二王位継けい承しよう権を持つ、国王陛下の弟君。そしてユーゴの叔父おじにあたる人物だ。

　アルヴィエ領の窮きゆう乏ぼうは、シャロンのバラの栽さい培ばい地を強ごう引いんなやり方で増やそうとした彼の政策が原因だし、そして借金のカタに、この亡霊城へシャロンを派は遣けんしたのも、この人だ。

　でも、実際にこうして会ってみれば、想像していたような悪人には見えなかった。

「君が、シャルル・アルヴィエだね？」

「はい。この度たびは閣下には特別なお取り計らいをいただきまして、アルヴィエ家一同、感謝いたしております」

「君の家のことは、私も責任を感じている。だが護国の為ためと分かってくれるだろうね？」

「もちろんです、閣下」

　シャロンは冷静を装いながら、ミルクポットをテーブルに添そえる。

　複雑な感情はあれど、アルヴィエ家の代表としてこの場にいる以上、うかつなことは口にできない。それより身上書の詐さ称しようがバレないよう、ソツなくこなすのを優先すべきだ。

　シャロンは彼と目を合わせないように、さりげなく顔をうつむけた。

「それにしても、よくやってくれているな。給きゆう仕じや掃そう除じまでカンペキとは、私はずいぶん有能な人材を送ったようだ。庭まで整っていたから、城を間ま違ちがえたかと思ったよ」

「庭は、エドさんが手入れしてくださいました」

「エド？　ああ、神学者のエド・ドラクロワか。神殿の人間は、ユーゴの周りにはあまり長く置きたくないんだがね。そうか、ヤツが庭師にでもなったのなら、ユーゴの身も安心だな」

　笑いながら、彼はカップへ手を伸のばす。

（やっぱり、公爵さまも、エドさんを疑ってる）

　タイミングを逃のがして、まだユーゴに神殿の密使のことを伝えられてない。ますます、早めに耳に入れておいたほうが良さそうだ。後で二人きりになれるチャンスはあるだろうか。

「熱ッ！」

　公が短く叫さけんだ。カップを温めすぎた!?

「申し訳ありません！」

　シャロンは、慌あわててヒザを折る。と、公は覗きこんだシャロンの腕うでを、大きな手でまとめて摑つかみ取った。黒い石の指輪をはめた、節くれだった固い手だ。

「ようやく、目を合わせてくれたな」

　ヤケドなんてしてない。

　正面から深遠の闇のような瞳に見すえられ、気を吞のまれたシャロンは喉のどを鳴らした。

「ふむ、稀まれに見る美少年ぶりだ。この手首の細さ、まるで少女のようじゃないか」

「あ、あの、お放しください」

「かしこまることはない。そこに座って話していきたまえ」

　隣となりの椅い子すを目で示されて、シャロンはうろたえた。いつボロが出るか分からないのに、あまりこの人の前には居たくない。なのに、彼は手首を摑んだ力を緩ゆるめてくれない。

　どうしよう、どう逃にげればいいだろう。握にぎりこんだ手のひらに冷たい汗あせが滲にじんでくる。

「叔父上」

　出し抜ぬけに、声が頭上に降ってきた。

「彼をからかいたくなる気持ちは痛いほど分かりますが、あまりイジメないでやってくれますか。やっと懐なついてきたところなんですよ」

　肩に温かい手を置かれ、シャロンはハッと顔を上げた。見上げれば、ユーゴがいつの間にか後ろに立っている。

「殿でん下か」

　紫むらさきの瞳と目が合ったとたん、張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が、ふ、と緩んだ。

「おお、すまないな。愛らしいものに嗜虐心を煽あおられるのは、どうも王家の血筋らしい」

「妙みようなことを言うのはよしてください。俺はそんな変質的な性格じゃありませんよ。愛らしいものは素す直なおに愛めでる、しごく真っ当で純じゆん朴ぼくな人間です」

　ユーゴはシャロンの肩をぽんぽんと叩たたく。

「さあ、怖こわい狩かりゆう人どに取って食われないうち、さっさとお逃げ。可愛かわいい子こ猫ねこ」

　いたずらっぽく笑うユーゴに、背を押された。シャロンは二人に、特にユーゴに深く頭を下げ、公の前から足を退ひく。

「気を悪くしないでくれ、シャルル・アルヴィエ。君はこの城で随ずい分ぶん長くもっているようだから、興味をひかれてな。他意はない」

　はい、と短く答えたシャロンに、彼は胸のポケットから、一輪の紫の花を差し出した。シャロンのバラ、だ。

「来る途中の花畑で、つい手た折おってしまってな。枯からすのはかわいそうだ。活いけてやってくれるか。従者にもたくさん持たせてある。今年は豊作だ」

　彼は唇くちびるの両りよう端はしを引き上げて微ほほ笑えんだ。そうすると目じりの皺しわが深くなり、顔が柔やわらかくなる。シャロンは目をまたたき、その花を受け取った。
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「セルパンの麦は、今季は随分安いですね」

「ああ、まだウチの領地は関税を下げたままだからな。その上、豊作だったものだから安く出回ったろう。麦作をやめた地方にも、充じゆう分ぶんに麦が行き届いたようだ」

「国庫も満たされたようで、冬に向かって、ひとまず安心ですね」

　公は今夜、ここへ留とどまっていくことにしたらしい。だが、彼の従者は馬車をスッ飛ばして城から出て行った。なるほど、日が沈しずめば悪あく霊りようたちが騒ぎ出す。公だけ残るということは、彼は王家の血の護まもりが強く、悪霊に耐たい性せいがあるのだろう。なにせ国王陛下の弟君だ。

　暖だん炉ろの火に照らされたユーゴとドニ公の横顔は、並んでみると、やはり面おも差ざしが似ている。ソファにくつろいで語り合う姿は、叔父と甥おいというより、歳の離はなれた兄弟のようだ。

　王族の団だん欒らんの場に同席するのは憚はばかられたが、公に勧すすめられ、なぜかシャロンもエドもリオンも、離れたソファに腰をかけている。

　すぐ隣に座るエドに、シャロンはさっきから気分が落ち着かない。目もく撃げきしてしまった密会のことが気になる。疑っていると察せられないように顔を笑えませてはいるのだが、そういうのは得意じゃない。必然、無口になり、ごまかすようにホットワインのマグに口をつけた。

「ユーゴ。その後、また神しん殿でんから刺し客かくは来たか？」

　ドニ公の言葉に、シャロンはマグを取り落としそうになった。

（もう、刺客が来てたの!?）

　そういえば城へ来たばかりのころ、リオンに刺客ネズミだなんだと疑われた。すでにユーゴが神殿の刺客に命を狙ねらわれた過去があったから、リオンもあんなに警けい戒かいしていたのか。

（それって、エドさんの手引きで……？）

　エドが近衛このえ騎き士しであるリオンの隙すきをついて、この城に潜せん入にゆうさせたとか。

　見開いた目をエドに巡めぐらせると、彼は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を、公に向けた。

「公爵閣下、語ご弊へいのある言い方はよしてくれ。刺客は神殿の総意じゃねぇ。一部の、保守派の仕し業わざだろ。刺客なんて、俺は関係ねぇぞ」

　シャロンはエドの目を、疑い深く、まじまじと見つめた。信じたい気持ちはある。けれど、自分はさっき、森での密会を目もく撃げきしてしまったのだ。

「だが元はと言えば、我々が神殿にケンカを売ったようなものだったしな、ユーゴ？」

　公が笑いながら、甥に視線を向ける。

「あの時はしかたないでしょう。でも、神殿も近ちか頃ごろはおとなしいですよ。三年も前線から退けば、俺の存在価値はないも同然。今後、狙われるのは叔父上のほうですね。俺の継けい承しよう権が剝はく奪だつされれば、次はあなたですから」

「ハハ、刺客に刺さされるくらいなら、私は王座など遠えん慮りよしたいねぇ。お前が王城に戻もどるまでと思って、老骨に鞭むち打うっているんだ。さっさと隠いん居きよさせてくれ」

「老骨は俺が拾って差し上げますから、どうぞ馬車馬のごとく、ご存分に働かれてください」

　笑いあう彼らをよそに、シャロンはエドに顔を向けた。

「あの方たち、神殿に何をしたんですか」

「ああ。あの二人がセルパンと和平協定を結ぼうとしてた時だな。こっちの神殿もだが、セルパンの方も荒あれたらしい。異教徒に与くみするなってな。そこで殿下は、ほとんど供とももつけず、いきなりセルパンの建国祭に押しかけた」

「そ、そんな。不ふ穏おんな関係の国に乗り込むなんて、危険じゃないですか」

「その通りだ。だがその祭りには、ウチと仲のいい諸国の代表も集まってた。そいつらの前で、一国の王子を殺せねぇだろ。殿下の命が保証されてるのは、衆しゆう人じん環かん視しの祭典が行われてる間だけ。その短い間に、殿下は向こうの国民の心をすっかり摑んじまったんだよ」

「えっ？　そんな魔ま法ほうみたいなこと、どうやって」

　エドはいつもより更さらに眉み間けんの皺を深くして、公と談だん笑しようするユーゴに目を向けた。

「あちらさんの神は、礼れい儀ぎにうるさい。国家礼拝の時は千八十語におよぶ祈き禱とう文を、一言一句間ま違ちがえずに唱えないと災さい厄やくがあると言われてる。殿下はその礼拝を完かん璧ぺきにこなしてみせた。言葉も神官独特の訛なまりも完璧になぞってな。異教徒の王子が、あちらさんの宗教を大々的に尊重する姿勢を見せたんだ。国民達は盛りあがり、熱ねつ狂きようして殿下を受け容いれた。ちょっとでも間違ったら、その場で殺される理由になってたかもしれねぇのに、たいした度胸だ」

　はっと思い当たった。ユーゴの執しつ務む室に積み上げられていた、セルパンの資料。あれは、その時から使っていたものなのか。

「しかも殿下はその足で、向こうのお偉えらいさんを連れて戻ってきて、同じように、ヴァルヒ神の礼拝へ予告なしに参加させた。要するに、元は信ずる神の違ちがいで始まった争いを、その神を逆手にとって民意を煽り、済なし崩くずしに協定を結ばせたんだ。置いてけぼりにされた神殿が、殿下を刺し殺したくなるのも分かんだろ」

　殿下を刺し殺したくなる──。それは、エドも心中ではそう思っているのだろうか。

　シャロンはエドの顔を見ていられず、ユーゴの方へ目を逸そらした。

　彼はシャロンの視線に気づき、小さく微笑む。その笑みに、シャロンはうかつにも、誇ほこらしいものすら感じてしまった。強ごう引いんだし、あくどいし、神殿に怨うらまれてもしかたないような方法だけれど、彼のその大だい胆たん不ふ敵てきな策のおかげで、今この国は平和が繫つながれているのだ。

　そんな人と、毎日一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲んだり、部屋を汚よごすのを叱しかりつけたり、ピクニックしたなんて。冗じよう談だんみたいだ。見慣れてしまった紫の瞳ひとみの青年が、急に遠いもののように思えた。

「ところで、解かい呪じゆのほうは、どうにかなりそうか？」

　ドニ公の視線がこちらを向いて、シャロンは背すじを正した。

「シャルルはがんばってくれていますよ」

「うむ。愛らしい外見にそぐわず、シャルル・アルヴィエには胆たん力りよくがあるようだね」

「そうでしょうとも」

　なぜかユーゴが得意げな笑みを浮うかべる。

「そこでだ。ちょうど私の城で家令が補ほ佐さを探していてね。半月すぎた今、解呪の進展がないのなら、今後も無理だろう。見切りをつけてウチで働いてはどうかと思ったんだ」

「叔父上の城に、シャルルを？」

「どうかね、シャルル・アルヴィエ。君のような人材を田舎いなかに帰すのは惜おしい。もちろん我が城に来るのなら、その時は領地の借金は忘れてくれていいぞ」

　つまり、引き抜きに応じれば、借金帳消しという事か。それに公こう爵しやく家で出世できたなら、もちろん領地も増やしてもらえる。治める土地が増えれば、アルヴィエ家の今の領地の建て直しも、夢じゃない。

「……それは、素す晴ばらしいお誘さそいを、ありがとうございます」

　あまりに唐とう突とつな申し出に、シャロンはそれ以上言葉を継つげない。

「明朝まで考えてみなさい。ユーゴ、シャルルが決めれば、おまえも否いなとは言わないな？」

「そうですね」

　心なしか、ユーゴの声が硬かたい気がした。

　公が立ち上がる。シャロンは慌あわててマグを置き、彼を寝しん室しつへ案内するために立ち上がった。

（すごい条件だ。借金帳消し、なんて）

　本当にできるかどうか分からない解呪に賭かけるより、ずっと手て堅がたい。

　公から給金が出れば、今、実家を任せている兄の親友にも相応の謝礼を払はらえるようになる。「シャルルの妹の為ためなら、喜んで」と、ずっと仕事を引き受けてきてくれた彼は、笑って「いらないよ」と言いそうだけれど。でも、彼に引き続き管理をお願いできれば、自分は定期的に、実家に様子を見に戻って……。領地が立ち直るまで、それでどうにか回せるだろうか。もちろん、自分が女だということがバレないように、細心の注意を払う必要はあるけれど。

　今この場で「閣下に付いて行きます」と答えさえすれば、身軽になれる。

　シャロンも、アルヴィエ領の街の人たちも──。
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　今にも雨が落ちてきそうだ。

　シャロンはドレスに羽織ったショールをかき寄せ、夜の空気の冷たさに体を震ふるわせた。

　前を行く亡ぼう霊れいが、露つゆ払はらいのように悪あく霊りようたちを追い立てていく。だが今夜は集まりが悪かった。来てくれたのは、家政婦長と執しつ事じの二人きり。

『あの公爵さまは苦手だよ。アタシたちも一通り回ったら、すぐ隠かくれさせてもらうからね』

　公が苦手というのは、たぶん、彼がさんざん神官やら解呪の魔ま術じゆつ師しやらを城に派は遣けんしてきた当人だからだろう。約束だからと出てきてくれはしたが、なにか申し訳ない。

　最後に回ってきたホール前で、シャロンは立ち止まった。

　凍こおるような夜風が吹ふき込んでくる。バルコニーへ続く大おお扉とびらが、開け放したままだ。

　目をすがめて見れば、バルコニーのアーチに背をもたれる影かげがある。あのすらりとした背格好は、たぶんユーゴだ。部屋にいないと思ったら、あんなところで何をしているのだろう。

「ありがとう、今夜はもう大だい丈じよう夫ぶです」

　声をかけると、二人の亡霊はホッとした様子で、すうっと消えていった。

　シャロンは顔のベールを確かめてから、バルコニーへ踏ふみ出す。

「こんなところで、何をなさってらっしゃるんです？」

「アニー」

　彼は驚おどろいたふうでもなく、静かに振ふりかえった。もう気配に気づいていたのかもしれない。

「失礼ながら、あなたの日記を読ませてもらってね。城から出られなかったあなたは、よくバルコニーから外を眺ながめて気晴らししたと書いてあったから。どんなものかと思ったんだ」

「こんな真夜中じゃ、庭の花なんて見えませんわ」

「そうだな。……ねぇ、アニー。まだ〈鍵クレ〉のことは思い出せないか？」

　静かに問われ、シャロンは小さく頷うなずいた。

「……ごめんなさい」

「いや、死ぬ間ま際ぎわのことなんて、思い出さないほうがいいに決まってる。あなたは苦しい思いをしたんだろうから」

　ユーゴはそれ以上なにも言わず、また窓の外に目をやった。苛いら立だちにまかせて「思い出せ」と罵ののしってもいいくらいなのに、それでもアニーを気づかってくれる。

　罪悪感に、シャロンは彼から目を外した。

「今夜はあなたから近づいてきてくれたね。嬉うれしいよ。ここのところ逃にげられていたから」

「──殿でん下か。お話したいことがあるんです」

「なんだい？」

　微ほほ笑えむ瞳に、シャロンは言い出しかねて、言葉を喉のどに詰つまらせた。

「神学者の、赤い髪かみの方が」

「エドか。彼がどうした？」

「城外の森で、神官服の方とこっそり会っていましたわ。あなたの命を、狙ねらっているんじゃないかと」

　ユーゴはぱちくりと目を瞬またたき、しかし唇くちびるを笑えませた。

「ありがとう。俺の身を心配してくれるんだね」

「殿下、本当に見たんです」

「彼については気にしなくていい。大丈夫だ。君に心配をかけるようなことじゃない」

「でも」

「やめよう。そんな話に、君を巻き込みたくない」

　いとおしむような目で見つめられて、逆に、無む性しように寂さびしくなった。確かに、神しん殿でんと王太子のいざこざなんて、子し爵しやくとしても、この城の亡霊としても、首を突つっこんでいい話じゃない。分かってはいるが、こんなに心配していても、それもシャロンが共有していい問題じゃないと、立ち入らせてもらえないのか。

　切なくなって彼を見あげ、ふと、その紫むらさきの瞳に息を吞のんだ。いつもの覇は気きがない。どころか、深く沈しずんでいるように見えた。

　そういえばこの真夜中、彼は暗くら闇やみに塗ぬりつぶされた庭を眺めて、何を考えていたんだろう。

「何か、ふさいでらっしゃいますか？」

　ためらいがちに聞くと、ユーゴは苦く笑しようした。

「……実は、叔父おじ上うえ──ドニ公爵が城に来てるんだ。彼と話すと、どうもね。俺はこんなところで何をしてるんだろうと考えてしまう。俺は、王城でやらねばならないことがあるのに」

　彼の声は淡たん々たんとしているのに、夜よ霧ぎりのせいか、いつもよりくぐもって聞こえる。

「戻もどれますわ。公爵閣下も、殿下のために新しい解呪の手立てを探されてるそうじゃないですか。心強いことですわ」

「ああ、あなたは近くで話を聞いてたのか。……彼は、今の時点では俺と利害が一いつ致ちしているだけなんだ。心強いかは──、どうだろうな」

　思わぬ、冷たい言葉。彼は暗闇に吞まれた庭を見下ろして、唇を吊つり上げた。

「率そつ直ちよくに言えばね、俺は、このまま公に外務を任せておきたくない。彼はセルパンとの和平には前向きだが、国に生きる民たみのことを後回しにしすぎる。このままセルパンから大量に安い小麦が流れ続ければ、国の小麦市場が潰つぶれる。ますます麦を作る領主たちが追いつめられていくばかりだ。けれど、俺がここに引きこもっていちゃ、できることは少ない。……シャルルの顔を見るたびに申し訳なくなるよ。身内だから贔ひい屓きするわけじゃなくてね」

　シャロンは万ばん感かんの想おもいで、苛立たしげな彼を見上げた。

　この人はこんなに真しん剣けんに、末まつ端たんの領主のことを考えてくれている。それに、聞き間ま違ちがえでなければ、自分の事を、当たり前に「身内」だと言ってくれた。──どうしてか、胸が震えるほど嬉しい。

（お断りして、よかった）

　ドニ公こう爵しやくからの、喉から手が出るような条件の引き抜ぬき。公を寝室に案内するとき、断ってしまったのだ。

　もしユーゴがこのまま亡霊城から出られないままなら、国王陛下は再びセルパンとの戦争に乗り出すかもしれない。それに、彼の代わりにドニ公が王位を継げば、ユーゴの言うように、国の民は後回しにされる。領地を守る者として、彼をこのまま放っておくことなんて、できない。

　それに……。それに、自分が居なくなれば、ユーゴはまた毎晩悪霊にうなされる。解呪の望みはある。それなら最後まで見届けたい。

　彼は一国の王太子で、自分よりもずっと大人だ。でも、この人も人間なのだ。夜のこの人を見てしまった自分だけは、それを知ってる。

　エドは、敵対している神殿の人間だ。叔父おじのドニ公も、彼が雇やとっているリオンも、心からは信しん頼らいできない立ち位置にいるというなら。だったら、この城に取り残されたユーゴは、孤こ独どくすぎる。政治とは無関係の自分がそばにいて、少しでも、温ぬくもりを感じてもらえるなら、もうしばらく、彼のもとに留とどまりたい。突つき上げるようなそんな想おもいを、もう無視できなかった。

（けど、シャルルが残るって伝えても、そんなの、殿下のなぐさめにならないわよね）

　励はげます方法が分からなくて、シャロンは周りに目を彷徨さまよわせた。

　窓際の花か瓶びんに目が留まる。ドニ公のバラが、夜風にはたはたと揺ゆれている。

　すっと尖とがった紫の花びらの、その一輪を引き抜いてきて、シャロンはユーゴに差し出した。

「この花、あなたと同じ瞳ひとみの色ですわ。花言葉は〈高貴〉〈幸運〉」

　それから──。まだ何かあった気がする。公からこの花を植えろと通達が来たとき、いろいろと調べたのだ。

　シャロンはユーゴのように口がうまくない。むしろマジメに考えすぎて空回りしてしまうほうだ。もっとうまいことを言えれば、この人の気持ちを支えてあげられたかもしれないのにと思うと、自分の不器用さが口くち惜おしい。

「ごめんなさい。思い出せないけど、……でもあなたが、この花の〈幸運〉を分けてもらえますように」

　ユーゴは少し驚いた目で、儚はかないものに触ふれるように、そっと受け取ってくれた。

「あなたが幸運の花を授さずけてくれるなら、俺はきっと王城へ帰れるな」

　はにかむように笑んで、彼は紫の花びらを胸に挿さす。

「……ありがとう。アニー」

　優やさしい声が呼んだ名が、自分のものじゃない。ちくりと胸が痛んだ。

（今、シャロンって呼んで欲しいと思った？　バレたら困るのは、私なのに）

　空から雨あま粒つぶが落ちてきた。バルコニーのレンガがみるみる黒く濡ぬれていく。湿し気けた風にあおられたガラス窓が、ギィギィと音を立てた。風も強くなってきている。

「あの、体を冷やしてしまいますわ。そろそろ中に入られたほうが」

「俺はもう少し頭を冷やしていくよ。先に戻っておいで」

　微笑まれて、シャロンはうつむいた。この人を元気づけるには、自分じゃ役者不足だ。

「……それでは、殿下、早めにおやすみください」

「ああ、おやすみ、アニー」

　彼を残して、シャロンはガラス扉とびらを閉める。

　立ち去りがたくて、冷えたガラスに手を置いたまま、彼から視線を外せない。と、紫の瞳がこちらを見て、小さく笑った。そして歩み寄ってくる。

　ユーゴはひたりとガラスに手を置いた。ガラス越ごし、シャロンの手と重なるように。

　彼が、額をことりと窓に置く。静かに見下ろしてくる、穏おだやかで優しい瞳。

　彼は唇を動かし、何かささやいたようだった。だがちょうど吹ふきつけた風の音に搔かき消されてしまって、シャロンの耳には届かない。

　彼の指が、ガラスを滑すべった。シャロンの輪りん郭かくをたどるように、ゆっくりと。

　直接触ふれられているような錯さつ覚かくに、よく分からない息苦しさが胸を詰まらせる。

　顎あごの先で一度止まった指が、シャロンの震ふるえる唇へ伸のびた。

　ガラス越しの、紫の瞳。見返してしまってシャロンは息を止めた。

　雨の音が消える。届くはずのない彼の瞬きの音が聞こえた気がした。ゆっくりと、顔が近づいてくる。長い漆しつ黒こくの睫まつ毛げ。彼の吐はく息に、ガラスが薄うす白じろく曇くもる。

　下りてきた唇が、シャロンの唇に──触れる。

　体の底から甘い痺しびれが駆かけ上った。

　シャロンは口もとを覆おおい、バッと後ろに退ひく。

　彼の唇が、「おやすみ」と、柔やわらかな甘い声で微ほほ笑えんだ。
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　シャロンはよろめきながら自室に戻り、ベッドにつっぷした。

　顔が熱い。足の先まで熱い。

　彼の吐と息いき。それに、ガラス越しに見つめてくる、紫の瞳。頭が真っ白になってしまって、どうやって部屋まで戻ってきたのか記き憶おくがない。

　サイドテーブルにチラリと青いものが目に入り、シャロンは力の抜けた腕うでを伸ばした。

　ユーゴがくれたクラヴァットピンだ。輝かがやくプラチナに、藍あい色いろの石。

　蠟ろう燭そくの火に透すかしてみて、その美しいきらめきにしみじみと魅み入いる。両手にくるんでみて、初めて気がついた。

「光ってる……!?」

　包み込んだ手の中で、藍色のはずの石が、蒼あおい光を放っている。底の方から泉の水が湧わきあがってくるような、澄すんだ光。それとも天に輝く星を、そのまま閉じこめたような。
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（これ、ものすごく貴重なものを、頂いてしまったんじゃないかしら）

　今さらながら遠えん慮りよすべきだったかと心配になった。だが誘ゆう惑わくに勝てず、ドレスの胸むな元もとに留めてみる。高鳴りのおさまらない心臓の真上に、彼のくれた贈おくり物──。

　あの時彼は、わざわざ自分の手で、シャロンの襟えり元もとにピンを留めてくれた。大きな手。長い、骨ばった指。間近に見つめてきた、あの紫むらさきの瞳。

「わ、私、なんで、あんなに平然としてられたんだろう!?」

　思い出してしまって、シャロンはシーツを巻きこんで身み悶もだえた。なんだこれは、このまま心臓が口から飛び出てきて死んでしまいそうだ。絶対におかしい。

　ハッ、とシャロンは思い当たった。

「悪あく霊りようの影えい響きよう!?」

　エドが言っていた。アルヴィエ家の血が守護してくれても、そのうち悪あく影えい響きようが体にも出てくるかもしれないと。つまり、これが、そうなのか！

「ううううう」

　外で聞いたら、悪霊に首でも絞しめ上げられているのではという呻うめきを漏もらし、シャロンは茹ゆだった顔をシーツに押し付けた。

　──と、額に何か紙の感かん触しよく。

　顔を上げると、「シャロンのバラの歌」の詩が潰つぶれている。昨日の夜、暗号を解こうとして眺ながめているうちに、いつの間にか寝ねてしまったのだ。

「私はシャロンのバラ、谷の百ゆ合り」

　声に出して詩をなぞってみる。

　次の行の、「乙女おとめたちのなかの愛いとしい貴女あなたは、茨いばらのなかに咲さく、百合の花のよう」という部分は、たぶん男性の視点だ。そして次は再び女性の視点に戻もどる。

「若人わこうどたちのなかの愛しい貴方あなたは、森に立つ、林りん檎ごの木のよう」

「茨」や「林檎」といった詩の単語を拾ってみても、めぼしい場所には〈鍵クレ〉は見つからなかった。となると、やはり文章全体で何かの暗あん喩ゆになっているのか。

　考えようとするのだが、油断すると、さっきのユーゴの瞳が思い浮うかんできてしまう。

　それに、あのキス。彼はなんであんなに、愛しいものを見るような瞳で、シャロンをじっと見つめてきたのだろう。まるで想おもい人に向けるような、心の底をうずかせる視線だった。

「ま、まさかっ」

　そんなもの、シャロンは生まれてこの方、男性諸君から向けられたことはない。

（そうよ。あの人が見てたのは、私シヤロンじゃなくて、アニーさんだもの）

　考え直して、腑ふに落ちた。きっと彼はアニーの日記を読みこんで、彼女の清純さに心打たれたんだろう。ユーゴだけじゃない。アニーが恋こいした園えん丁ていの青年も、きっと、あんなふうに胸の苦しくなるような目で、彼女を見つめたのだろう。バルコニーに立つ彼女を、庭から……。

「────!!」

　シャロンはベッドから跳はね起きた。頭の中で、今、何か繫つながった。

　落ち着いて。シャロンはドクドクと鳴る胸を押さえた。思考の欠片かけらを逃のがしてしまわぬように、慎しん重ちように慎重にたぐり寄せる。




　愛しい貴方は、森に立つ、林檎の木のよう。




　彼女はバルコニーから園丁を見つめていた。その時の彼女の目には、ちょうどこの詩と同じように、愛しい彼がまるで林檎の木のように、甘く特別なものとして映っただろう。

　アニーにとっての林檎の木は、園丁の青年だ。そして園丁の青年がいつも居たのは。彼女にとっての「林檎の木」が立っていたのは。

　──そうか。分かった。アニーが詩にこめた、〈鍵〉の隠かくし場所。林檎の木は、そのまま林檎を指してたんじゃない！

　シャロンは部屋を飛び出し、廊ろう下かを駆けた。ホールに駆けこみ、バルコニーの扉を開け放つ。もうユーゴの姿はない。身を乗り出して、庭を見み渡わたす。顔が見えて、挨あい拶さつが自然と届く範はん囲い。

　今度は一階へ下りて庭に回りこむ。弾はずむ息を整えながら、周囲を見渡した。

　さっき目星をつけた位置から、バルコニーを見上げてみる。アニーが自分と同じくらいの身長だったとしたら、たぶんこのくらいの距きよ離りが話しやすい。

　よし、と息をついたシャロンは、屈かがみこんでガサガサと草木を搔き分けた。

（何か、目印が残っていればいいんだけど）

　エドが雑草を刈かり込んでくれたおかげで、当時の状じよう況きようにだいぶ近づいているはずだ。

　この区画は、春はる咲ざきのバラだ。花の時季ではないから、緑が鬱うつ蒼そうと茂しげっているだけ。

　シャロンはレースの手て袋ぶくろを脱ぬぎ、しゃがみこんでバラの根元を掘ほり返していく。でも、出てくるのは根っこばかりで、〈鍵〉らしきものはない。

　少し場所を変えて、また掘り返す。そしてまた、もう一度。ぽつぽつと降り落ちる雨が冷たいくらいなのに、汗あせがにじみ出てきた。泥どろまみれの手で額をぬぐう。

　と、その時、なにかちらりと、紫のものが視界に映った。

　とっさに思い浮かんだのはユーゴの瞳ひとみだったが──、違ちがう。シャロンは手にトゲが刺ささるのも構わず、邪じや魔まなツルバラを搔き分けた。

　そこに、緑の茂みに守られるように、ひっそりと紫の花が咲いていた。

「これ……、シャロンのバラ？」

　夜よ露つゆに濡ぬれた、儚はかなげなその一輪。

　シャロンの頭に、ユーゴの前で思い出せなかったこのバラの花言葉が、ふいに閃ひらめいた。

「〈高貴〉〈幸運〉それから…………〈愛の喜び〉」

　ああ、とシャロンは震ふるえる声を漏らした。

　──園丁の青年は、ちゃんとアニーの想いに、応こたえたのだ。

　身分の差に阻はばまれ、決して口にできなかったその想いを、この花に託たくして。二人で視線を交かわしたその場所に、「愛の喜び」を歌う花を、植えたのだ。

　そしてこの一株のバラこそが、アニーにとっての「林檎の木」、園丁の青年を示す象しよう徴ちようだったにちがいない。

　シャロンはゆるゆると膝ひざを折り、紫の花に顔を寄せた。それから、この尊い花を壊こわしてしまわないように、慎重な手つきで根元の土をよけていく。

　かつん、と、爪つめが固いものに当たった。

「──あった」

　手のひらに載のる、小さな木の箱。

　アニーが自分で埋うめたのか、それとも彼女に託された園丁の青年が隠したのかは分からない。でも、二人の恋の象徴のこの花は、十年を経た今も、この小箱を護まもっていた。

　シャロンはこびりついた土を払はらい、そろそろと蓋ふたを開けた。丁てい寧ねいに折った紙が入っている。

　破らないように、ゆっくりと開き剝はがしていくと、シャロンには解読できない、複雑な言語が書き連ねてあった。どくどくと胸が鳴り始める。この文字、ユーゴの首の痣あざと似ている。

「当たりだわ」

　きっとこれが、呪のろいを解くための、〈鍵クレ〉。

　下の余白に見慣れた筆ひつ跡せきがある。日記と同じ、若くして散った少女の字。




　大切な人を、守るために。




　シャロンは泣きそうになりながら、紙を畳たたみなおした。

　誰だれにも悪霊の存在を信じてもらえなかったアニーは、せっかく〈鍵〉を魔ま術じゆつ師しから奪うばい取っても、それを役立てる術すべをもたなかった。だから彼女は、愛する青年を守ろうと、彼に望みを繫いでこの〈鍵〉を託したのかもしれない。それとも、また同じ呪いをかけられて苦しむ人のためにと、ひと筋の希望を遺のこしてくれたのかもしれない。

「大切な人を守るために……」

　シャロンは決意をこめて、アニーの遺してくれた小箱を握にぎりしめた。




　ユーゴに届けよう。〈鍵〉さえあれば、きっとエドじゃなくても、別の神学者が解かい呪じゆまでこぎつけてくれる。

「その前に、着がえなきゃ！」

　もどかしいが、もうすぐ朝が来る。陽ひの光の下もとじゃ、さすがに正体がバレる。

　シャロンが衣い裳しよう部屋の前に駆かけ止まり、肩かたで息をしながらノブを摑つかもうとした、その時。

　背後に気配を感じた。シャロンの真上、覆おおい尽つくすような大きな影かげがのしかかる。

　振ふり向く間もなく、後ろ頭を強打された。息が詰つまる激痛。

　シャロンは衣裳部屋の扉とびらに体を打ちつけ、そのままズルリとくずおれた。

「この城に、女だと？」

（だ、誰……っ!?）

　神しん殿でんの刺し客かくか。エドかもしれない。ひどい頭痛に吐はき気がこみあげてきて、頭を持ち上げられない。段々暗く欠けていく視界を、大きな石のついた指輪が横切った。闇やみを閉じ込めたような、真っ黒い石。その指輪をはめた手が、シャロンの抱だいていた小箱を奪い取る。なんだコレはと呟つぶやき、かさかさと紙を開く音。

「お前、これをどこで手に入れた！」

　視界がブレる。シャロンは必死に腕うでを伸のばした。取り返さなきゃ。取り返して、あれを殿でん下かに届けなきゃ。相手の上着らしきものを摑んだ感触。

　ぐい、と男に腰こしを抱かかえ上げられ、体が宙に浮いた。

　間近に見えたのは、見覚えのある顔。誰だか理解する前に、シャロンの意識は途と切ぎれた。
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　──シャロンは呻うめきながら身を起こした。いや、身を起こそうとして、激しい頭痛にもう一度倒たおれ伏ふした。ややあって後ろ頭にこわごわ触ふれてみたが、血は出ていない。骨も無事だ。

「ここ、どこ……？」

　真っ暗だ。空気が籠こもってる。そろそろと起き上がると、顔の上に何か布が被かぶさった。手で探さぐってみると、どうやらドレスの裾すそらしい。何着も何着も、真上にドレスが吊つってある。

「──っていうことは、クロゼットの中!?」

　そうだ。この大量のドレス。アニーの衣裳部屋だ。確か部屋の一番奥に、据すえつけの巨きよ大だいな、小さな部屋かと思うほどのクロゼットがあって、ぎっしりとドレスが詰まっていた。

「だ、誰か！」

　シャロンは、壁かべ、いや、クロゼットの扉を、内側から思い切り叩たたいた。外から錠じようがかかっている。中からは開けられない。

　ゾッとした。

「小箱は!?」

　周囲を手探りし、ドレスの胸むな元もとを探ってみて、血の気が引いた。

　ない。大切な〈鍵クレ〉が、ない。どこでなくした!?

　混乱する頭を、息を吐いて無む理り矢や理りなだめる。そうだ。衣裳部屋の前で誰かに頭を殴なぐられて、それで箱を奪われた。あの黒い石の指輪。

（……エドさんじゃ、ない）

　愕がく然ぜんとして、口もとに震える手をあてた。

　神に仕える彼は、神官服として規定されたもの以外、余計な装そう飾しよく品は身につけない。あれは、ドニ公こう爵しやくの指輪だった。それに彼は小箱の中の〈鍵〉を見て、ひどく驚おどろいた声を上げていた。あの古代神語が何を語っているか、一見して分かったのだ。

　なら、魔術師をユーゴに差し向けたのは──。

「公爵さまだ」

　エドだけじゃない。神殿の人間たちとは別に、ドニ公爵も暗あん躍やくしていたのだ。

　頭の中で、点と点が線に繫つながっていく。

　亡ぼう霊れい城に婦人が入ると祟たたられるという、根も葉もないような噂うわさ。そうだ。ドニ公爵の王位継けい承しよう権は、現時点で二位。ユーゴが亡霊城から出られないままなら、次に王に選ばれるのは、自動的にドニ公になる。

　だがもしユーゴに、血を分けた息むす子こがいるなら。国王は、まだ政治的に真っ白な直系の孫を引き取り、彼を次王に指名するほうが都合がいいと考えるかもしれない。

　だからドニ公は、この城に女性が訪れるのを、警けい戒かいしていたのではないだろうか。女性が彼に近づかないよう、悪あく霊りようの呪いをダシに噂を流して──。

（でも公爵さまが王位を狙ねらってたのなら、なんで解呪の専門家を派は遣けんさせたり、こんな風に訪ねて来て、殿下を心配するような素そ振ぶりを？）

　全部、表向きのポーズだったのだろうか。自分の罪から、周囲の目を逸そらさせるために？

　ユーゴは、公を信用していなかった。彼は、既すでに公の思おも惑わくに気づいていたのかもしれない。

　気づいてたならシャルルにでもアニーにでも、相談してくれればいいのに！

（大事なことは、全部腹に抱えて出さないんだから、あの人は！）

　無む性しように腹が立ってきて、シャロンはもう一度扉を叩いた。

「殿下っ！」

　エドは神殿と繫がってる。リオンは公の配下。呼べるのは、ユーゴの名だけだ。

　アニーの衣裳部屋なんて、ふだん誰も訪ねてこない。公はシャロンを人知れず死なせるつもりでここに押し込んだのだろう。──いや、亡霊たちなら気づいてくれるかもしれないが、今、何時なんだろう。朝あさ陽ひはもう昇のぼってしまった？　どのくらい気を失っていた？

　これだけ騒さわいでいれば亡霊たちでも出てきてくれそうなものだが、彼らも近くにはいないのだろうか。公にひどく怯おびえていたから、皆みんなでどこかに隠かくれている可能性も高い。

　彼らの怯えぶりも、今思えば、公の背後にいる魔術師の匂においを感じていたのかもしれない。

　とにかく早くここから出ないと、〈鍵〉を取り返す前に、公が城を出てしまう。

　扉を叩き、蹴けり、体当たりする。十分近く格かく闘とうした後で、シャロンは息を切らして、扉に額を押しつけた。

「……殿下……」

　心細くなってきた。

　ダメだ。焦あせってもいい事はない。落ち着け、落ち着け。こんなとき、ご先祖さまはどうしろと言っていた？　頭に染しみこんだアルヴィエ家の家訓。

　──どん詰まったら、向かう壁を撃げき滅めつ突とつ破ぱ。

　そうだ。きっとまだ活路はある。

　大きく息を吐いてから、力強く顔を上げた。気持ちが負けたら、そこで終わりだ。

　その時、ひゅうっと、どこからか風の流れる音が聞こえた。




　　　　[image: ]




　吹ふき抜ぬけの窓から、パラパラと雨の音が聞こえてくる。空気も重たく湿しめって、早朝というのに、光のひと筋もない。

「叔父おじ上うえ、雨あま脚あしが弱まるまでお待ちになったほうが安全ですよ」

「仕事を残してるんでね。それでは、ユーゴ。また来月あたりに顔を見に来るよ」

　手を握にぎり交かわしてから、公は迎むかえの従者たちと共に、城扉から出て行った。

　リオンは扉が閉まったとたん、生気をとりもどして背せ伸のびした。

「さあて、と。イヤなヤツは出て行きましたね。早くシャルルの美味おいしい朝食を食べにいきましょうよ。今朝はなんだろうな。夜の残りじゃないといいんですけど」

「イヤなヤツって、一応お前の雇やとい主じゃないか」

「人間的な好みは、金払ばらいのよさに相関しませんからね。それより、シャルルの紅茶の味、だんだん本物に近づいてるんですよ。馬ば鹿か正直なアホの子と思ってましたけど、紅茶については賞賛してもいいと思ってるんです」

　大おお真面目まじめに失礼な言い振ぶりのリオンに、ユーゴは呆あきれた息をついた。自分も、シャルルをからかっている時、傍はた目めにこんな楽しそうに映るのだろうか。

「そういえば、シャルルはどうした？　公の見送りには律りち儀ぎに出てきそうなものだが」

「もう帰っちゃったの知らないで、厨ちゆう房ぼうでがんばってるんじゃないですか？」

　すると階段を上る途と中ちゆう、エドがけげんな顔で現れた。

「アンタたち、シャルルを見なかったか？」

「厨房じゃないのか？」

　ユーゴが答えると、エドはますます眉み間けんの皺しわを深くする。

「いや、手伝おうと思って行ったんだが、姿もなかったし、片付いたままだったぜ」

　三人は顔を見合わせる。

（シャルル？）

　ユーゴは腹の底に、ひやりと嫌いやな予感が走るのを感じた。




　リオンとエドは、それぞれにあの銀色の頭を捜さがしに行った。

　シャルルは、公の引き抜きに応じたのだろうか。解呪できようとできまいと、借金を帳消しで、公爵家で働ける。アルヴィエ家の者にとっては垂すい涎ぜんの条件だ。

　ユーゴはダイニングの扉とびらを押し開き、中を覗のぞく。

「いないか」

　がらんどうのダイニングは、寒々しい。

（公に付いて行ったのか？）

　シャルルは心根の優やさしい人間だ。多少、自分にも情を残してくれたかもしれないが、優しい人間だからこそ、家族や、領地の民たみの為ためには、間ま違ちがいのない手段の方を選ぶだろう。

　……だが出て行く前に、一度、顔を見せるくらいしてもいいじゃないか。懐なついた、いや、打ち解けたと思ったのは、こちらの一方的な思い込みだったのか。

（いや、仕方ないな。彼が自分で決めたのなら、仕方ない）

　ダイニングに背を向け、ホールに回る。

　バルコニーへ出れば、雨の中で馬車が門もん扉ぴに横付けされ、ちょうど荷物を積み終えたところのようだ。御ぎよ者しやが台に乗り、従者が公のためにドアを開ける。

　シャルルは、すでにあの馬車の中か。

　公が上ジユスト衣コールの裾すそを振ふりさばき、颯さつ爽そうと馬車に乗り込む。その叔父おじの姿を眺ながめ──、ふと、何か光るものが目についた。彼の腰こしあたり、浮うかび上がるように光った、蒼あおいきらめき。

「……あれは」呟つぶやいたユーゴは、次の瞬しゆん間かん、踵きびすを返していた。

「リオン！　エド！」

　ほとんど声を荒あららげることなどない王太子の、鋭するどい声。驚いた二人が、何事かと駆かけ寄ってくる。ユーゴは彼らに目もくれず、まっすぐに城扉を目指した。

（シャルル！）

　重い扉を押し開けようと手を置いたとたん、上からボタボタと、黒い闇やみのわだかまりが降り落ちてきた。足にも怒ど濤とうの勢いで悪霊が集まってくる。黄色い光がいくつもいくつも、ユーゴを牽けん制せいするように強い光を放つ。

「殿でん下か、シャルルに何かあったのか!?　うわっ、なんだこりゃ！」

　エドとリオンにも、ずるずると悪霊たちが這はいのぼり始めた。その後ろにも無数の影かげが、床ゆかから生え伸のびるようにして揺ゆらめいている。

「殿下、あなた城から出られないでしょう！　私たちが行きます！」

　まとわりつく悪霊を引き剝はがしながら、リオンが叫さけんだ。

　ユーゴの背に、両りよう腕うでに両りよう脚あしに、黒いものが覆おおい被かぶさってくる。胸が潰つぶされそうな重苦しさ。ぱらぱらと埃ほこりが降ってきて上を見やれば、扉を支えるアーチを崩くずそうとする悪霊が、大量にレンガの壁かべに貼はりついている。

「……邪じや魔まをするな」ユーゴは犬歯を剝むいて食いしばる。

「邪魔をするな!!」

　王者の覇は気きをこめた一いつ喝かつが、びりりと城を震ふるわせる。

　悪霊たちがぶわりと大きく揺らめいた。その一いつ瞬しゆんの隙すきに、ユーゴは扉を押し開く。外へ駆け出ると、公の乗り込んだ馬車がまさに駆け出そうとする寸前だった。

「──ユーゴ。お前、外へ出られるのか」

　公が窓から、信じられないものを見る目でユーゴを凝ぎよう視しする。その目は、決して喜んでいるようでない。

　ユーゴは白く煙けむる霧きりのカーテンを裂さくように歩き、馬車の前に立った。

「失礼」

　無ぶ遠えん慮りよに扉を開け、顔をしかめる叔父の前に屈かがみこむ。ユーゴが彼の上衣の裾から青い光を抜き取ると、彼は初めてそれに気づいたようだ。

「それは何だね」

　王家を表す「鷹たか」の心臓の位置に、ベニト石。〈鷹の心臓〉、第一王子にのみ許された紋もんだ。

「これは、俺がシャルル・アルヴィエに贈おくったものですね。なぜ叔父上がお持ちです？」

　公は息を吞のんだ。

「叔父上。せっかくなら、クラヴァットにつければよろしいのに。裾なんかに飾かざっていたら、まるで誰かと揉み合ったとき、目印にさされたように見えてしまいますよ」

「率そつ直ちよくに聞くが、何を言いたいんだね、ユーゴ」

「シャルル・アルヴィエは、俺の大切な友人です」

　きっぱりと言うユーゴの冷ややかな視線が、公こう爵しやくを見おろす。

「本人があなたに付いて行くと決めたのなら俺は何も言いませんが、同意がないのなら、とても見過ごせません」

「…………ふむ。確かに私は、シャルル・アルヴィエに我が城で働けと声をかけたが、今のお前の話は意味が分からないな。私は、彼とは寝ねる前に別れたまま、今朝は一度も会っていないよ。馬車の中を捜してみてもいい」

　公の視線が、ユーゴの手中の、ベニト石のブローチに留まる。それから何に思い当たったのか、瞳ひとみが大きくなった。

「いや、そうか。……ハハ、そういうことか。お前はそれを、シャルル・アルヴィエに贈ったのだな？　なるほど、うまく化けたものだ。どっちが本当か知らぬが」

　今度はユーゴがいぶかしく眉まゆをひそめる。化けた──？　彼は何を言っているのか。

　公は立ち上がり、馬車から降りた。二人は真正面から睨にらみ合う。

「シャルル・アルヴィエのことはどうでもいい。それよりユーゴ。お前、ここまで出てこられたということは、本当はすでに解かい呪じゆを終えているのか」

「どうですかね。叔父おじ上うえが今、見てらっしゃる現実が全すべてですよ。あなたがおっしゃっていたとおり、シャルルは有能な人間ですから」

　肩かたをすくめ、ユーゴは挑ちよう発はつする視線を投げかけた。

「この亡ぼう霊れい城から出られるようになれば、俺は王城へ、やり残した仕事を片付けに戻もどらねばなりません。叔父上はお困りになるかもしれませんが──、しかたありませんね」

「…………それが、許されると思っているのか、ユーゴ」

　公の声が地を這うように暗く響ひびく。目の色が変わった。敵意をむき出しにした黒い眼まなこ。

　撒まき餌えに、食いついた。

　ユーゴは彼を嗤わらいつつも落らく胆たんした。信用はしていなかったが、信じていたくもあった人だ。

「お前が私の用意した鳥籠かごから出て行くというのなら、死んでもらうほかないな」

　ドニ公は剣けんの柄つかに手をかけた。同時にユーゴも。糸のような雨を裂き、白く光る剣。打ち合う音が高く響く。頭上に切っ先を交えたまま、二人は力をはかりあい、至近距きよ離りで睨み合う。

「昔、剣の相手をしてやったのを思い出す。こんな事になるとは残念だな」

「あなたとは手を携たずさえて国を支えていければと思っていましたが。俺も残念です」

「私は自分が生きている間に、この国の確かな平和を見届けたいんだよ、ユーゴ」

　公が剣を一転させる。ユーゴは素す早ばやい動きで、突つき上げる彼の剣を払はらい止めた。

「次代の俺を信じてくれればいいんです。あなたがこのまま突き進めば、弱き民が踏ふみ台になる。あなたはそれすら、国の礎いしずえとなる尊き犠ぎ牲せいなどと言うのでしょうが」

「分かっているじゃないか、さすが私の甥だ。お前が王となれば、人心を強く摑つかむだろうな。そして私は政治の舞ぶ台たいから排はい斥せきされる」

　剣けん戟げきの音を響かせ、続けざまに公の剣をあしらいながら、ユーゴは鼻を鳴らした。

「それで、俺に素す敵てきな呪おくり詛ものを？　まったく、痛み入りますよ」

「お前はセルパンとの外交の鍵かぎだ。亡霊城でおとなしくしている限りは生かしておこうと思ったが、甘いことは言っていられなくなったな」

「羽をもぎ、鳥籠に捕とらえて、時おり解呪の希望をもたせるようなエサを寄よ越こしての善人面づら。さごかしご気分がよろしかったでしょうね？　ただ、罪もない少年を巻き込んだのはいただけません。最初から、そうやって正面から来てくださればよかった」

　ユーゴの剣が雨を薙なぐ。ひと際きわ高い音を鳴らし、公の剣を上から叩たたき落とした。弾はじけ飛んだ剣は、飛沫しぶきをあげ地面に転がる。

「そうすれば、ひと思いに葬ほうむって差しあげたのに」

　ユーゴは叔父の首に切っ先をあて、笑えみを消した冷ややかな目で見おろす。静かな雨に濡ぬれた瞳が、妖あやしく光る。

「シャルルをお返しいただこうか」

　公は足を後ろに引いた。彼の目は、ユーゴを飛び越こえ、その背後に向けられる。

「リオン・ノエル」

　公の呼びかけに、真後ろに立つ殺気。ユーゴは振りかえる。

　そこに、騎き士し服の青年が、金茶の瞳を冥くらく微ほほ笑えませていた。ブロンドの髪かみ先から滴したたる雫しずくが白く光る。すらりと刃やいばが鞘さやを滑すべる音。

「閣下、お呼びですか」

　剣を構えたリオンに、ドニ公は唇くちびるを歪ゆがませて笑う。

「主君の命だ。その男を殺せ」

「リオン」

　ユーゴが低く名を呼ばわると、リオンは雨に濡れた頰ほおをぐいとぬぐい、そして笑った。

　ユーゴは体を斜はすに構え、足を踏みとどまる。交こう錯さくする、二人の灼やけつくような視線。

「──おい、殿でん下か！」

　水たまりを撥はね上げる足音と共に、割って入った声。駆かけつけたエドが、抜ぬきはらった剣を、ぴたりとリオンに向けた。

「馬車の中にシャルルはいなかったぜ」

　隣となりに並んだ赤い髪の横顔に、ユーゴは目を見開いた。

「エド。お前、神しん殿でんの人間だろう。俺に付けば、帰る場所がなくなるぞ」

「俺は神殿の人間じゃない。神に仕える一人の人間だ。神は戦争なんざ望んでねぇ。アンタが和平のために働くなら、そっちに付く。シャルルのお蔭かげで、アンタにも多少は情が移っちまったしな」

「……嬉うれしいね」

　ユーゴとエドを挟はさみ立つ、リオンとドニ公。四人の間に針のように細い雨が降りしきる。

　リオンは剣を掲かかげた。華きや奢しやな体つきのはずが、今ばかりは一回りも二回りも大きく見える。

「悪く思わないで下さい。……仕事ですから」

　リオンの愉たのしげな声。対するユーゴとエドは、剣の柄を握にぎりこむ。

　ブロンドの髪が弾はずみ、リオンが飛沫と共に土を蹴けり、こちらへ突とつ進しんしてくる！




　──ゴッ、と鈍にぶい音がした。




　ユーゴは目を見開き、……ゆっくりと、息を吐はく。

　ぽたりと滴った赤いものが、地面のぬかるみに滲にじんで散っていく。

「…………なぜ」

　声を上げたのは、ユーゴじゃない。馬車を背にしたドニ公だ。

　頰から血を流す彼の顔の脇わき、剣が突き立っている。リオンはユーゴの横を風のようにすり抜け、公の間合いに入った。その勢いのまま、公の顔の真横、御ぎよ者しや台だいに剣を突き立てたのだ。その剣が、ビリリと衝しよう撃げきに震ふるえている。

「……なにを、リオン・ノエル」公が青ざめた唇で、再度問う。

「なにって？　あなたがシャルルをどうにかしたというなら、即そつ刻こく、敵てき認にん定ていですよ。もうすぐ故郷の紅茶を楽しめそうだっていうのに。……それにね。あなたより、殿下のほうが金払ばらいがよかったんです。あなたって、よっぽど信しん頼らいされてなかったんですね。だって殿下に雇やとわれなおしたの、私がこの城に来てすぐの話でしたから」

　悪びれず語るリオンは、にんまり笑ってみせる。

　言葉も無い公の前へ、ユーゴが泰たい然ぜんと歩み出た。

「そういうことです、叔父上」

「……ユーゴ、お前、ずっと私を疑っていたのか」

「父王かあなたか、神殿か。みな決め手に欠きましたが、用心するに越したことはないでしょう。いずれにせよ、あなたが用意してくれたこの鳥籠も、俺に必要なものではありましたから。掌てのひらで遊ばれてやるのもいいと思っていたんです。──時が、満ちるまでは」

　ユーゴが公に一歩を詰つめる。

　動きをとれずにいた公の従者たちが、主あるじに駆け寄ろうとした。それをユーゴの手が制する。

「叔父上、抵てい抗こうはなしですよ。うちのリオンは、丸まる腰ごしの相手でも、優やさしくできなさそうだ」

「…………小こ僧ぞうどもが」

　リオンが剣を馬車から抜き戻したその一いつ瞬しゆんの間。公は自分の指先を嚙かみ切った。指から流れる血を、黒い指輪に塗ぬりつける。

「──!?」

　リオンが危険を察した獣けもののように、俊しゆん敏びんに後ろに跳ねた。指輪の黒い石の表面に、ボコボコと何か蠢うごめく。黒い靄もやのかたまりだ。雨の中、指輪から滴り落ちたその影かげは、ぬかるむ地べたを這はいずり、大きく伸のび上がる。黄色く光る、二つの眼め。

　──悪あく霊りよう。指輪から悪霊が生まれてる。いや、あの石を介かいして呼び出されているのか。

（魔ま術じゆつ師しの指輪か！）

　気づけば城の方も騒そう々ぞうしい。目を走らせると、城中の窓から扉とびらから、噴ふき出す黒い煙けむりがこっちに流れ集まってくる。

　公の従者たちには、ソレが見えていない。ただならぬ気配に呆ぼう然ぜんとするだけだ。しかし悪霊が背中に張りついたとたん、彼らは血の気を失ってくずおれ、次々に地面に打ち倒たおれていく。エドもリオンも、ふらりとよろめいた。これほどまでに悪霊が集まったことはない。

（さすがにマズいか。それにシャルルはどうなってる。彼は無事なのか？）

　悪霊たちの作る、旋せん風ぷうのような黒い渦うず。ユーゴは、その向こうにいる叔父おじを睨にらみすえた。
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　吹ふきつける風に、シャロンは蜂はち蜜みつ色の長い髪を押さえた。

「なんで、こんなところに出てきちゃったのよっ！」

　閉じこめられたクロゼットの奥。風の音に気づき、音を頼たよりに四つんばいに進んで行くと、隠かくし通路に行き出た。伯はく爵しやくが設置したものの一つだったのだろう。おかげで、どうやら脱だつ出しゆつできそうだ──と、喜んだのはいいが、細い、真っ暗な階段通路を手て探さぐりで何処どこまでも上ってきて、錆さびた木戸を押し開けたら。

　そこは、頭をぶつけそうなほど低い天てん井じよう。床ゆかに設置された巨きよ大だいな巻き上げ機。北きた塔とうの中三階、落とし格ごう子しの操作室だった。

　下を見れば、この前大おお騒さわぎした落とし格子の扉が見える。

　下の階段は、この前の脱だつ出しゆつ騒さわぎの時に踏ふみ板が落ちている。しかも出口は格子扉が降りたままで、格子を吊つり上げるロープも切れている。行けるのは、上。つまりは、屋上だけ。

　よりにもよっての高所だ。シャロンは、頭上を手探りして、天てん井じよう扉とびらを見つけた。錆びた金具を鳴らし、渾こん身しんの力で天井扉を押しやる。屋上に上がると、天には灰色の分厚い雲。ひゅう、と風が鳴った。

（さ、さすがに、高い！）

　シャロンは震える足を叱しつ咤たして、城じよう壁へきの狭間クレノーに近づいた。前にエドが刈かり込んだ庭木の束が、ひどく小さく見える。

　あのハシゴまで、レンガの隙すき間まに手足をかけて……行けるだろうか。

　一度へたりこんでしまったら、きっともう立ち上がれない。

「行けるかじゃない、行くのよ!!」

　覚かく悟ごの決め時だ。はだしになって、ついでにペチコートも脱ぬぎ捨て、ドレスの裾すそをヒザで結びあげる。とても人には見せられない格好だが、背に腹は代えられない。

　深呼吸してから、意を決して狭間クレノーに足をかけた、──その瞬しゆん間かん。

　背後に、すさまじい圧あつ迫ぱく感かん。轟ごう音おんを響ひびかせ、黒いものが両りよう脇わきをすり抜けた。

「なっ、なにっ!?」

　大群の黒い影。ソレは雨を切り裂さき、庭へ一直線に飛んでいく。

「悪霊の群れ!?」

　下を見れば、この塔の、そして城の窓という窓から、影が噴き出し、庭の一点を目指して集まっていく。そこに──黒ブル髪ネツトを雨に濡ぬらす、立ち居姿の美しい青年を見つけた。

「殿下！」

　無事だ、と安あん堵どすると同時に、胸が震えた。彼の周りにエドとリオンの姿もある。彼らは、ユーゴを守るように剣けんを構え、その傍かたわらに立っている。

（エドさんもリオンさんも、殿下の味方になってくれてる！）

　そうなんだ、二人とも、ユーゴを選んだのか。神殿よりもドニ公よりも、ユーゴのほうを。こみ上げる嬉しさに、涙なみだが滲んだ。彼らのことを、もっとちゃんと信じていればよかった。

　シャロンはもう一度、殿下、と声を張り上げようとして、息を吞のんだ。

　彼らの周囲に、城から噴き出した悪霊の影が迫せまっていく。見る間に彼らを取り囲んだ薄うす黒ぐろい靄の中、次々に人が倒れていくのが見えた。

　馬が啼なき、首を振ふり上げて暴れたはずみに、馬車が横よこ倒だおしになる。

　その陰かげに隠れていた人物に、シャロンは目を剝むいた。

「ドニ公こう爵しやく！」

　よかった、まだ〈鍵クレ〉を取り返せるチャンスはある！

　だが公の周りを覆おおうように、いや、公の手の先から、黒い影が泉のように噴き出している。彼は黒い闇やみの中に取り込まれ、その姿を認めることすら難しくなった。

　あれは何だ。公が悪霊を生み出している!?

　シャロンは狭間クレノーにすがりつき、前のめりにユーゴに叫さけんだ。

「殿でん下か！　〈鍵〉を、ドニ公爵が！」

　高所の恐きよう怖ふのせいで、掠かすれた声が喉のどに張りつく。ユーゴはまだこちらを見ない。彼はまとわりつく悪霊を剣で薙なぎ払はらったが、二つに断たち切られた悪霊の影は、すぐにひとつに戻もどり、再び陽炎かげろうのように揺ゆらめきながら、彼に近づいていく。

　そのユーゴの背後に、公の従者らしき男がふらりと立った。抜ぬき身の剣を構えている。

（危ない！）

　シャロンはわななくヒザを両手で叩たたき、狭間クレノーの上に立ち上がった。

「殿下ぁ──!!　後ろ!!」

　喉が裂けるほどの大声で呼ばわると、黒い頭が動いた。こちらを見る前に、振り下ろされた剣を受ける。そのまま手首をひねり、相手の剣を弾はじき飛ばした。武器を失った従者は、残る気力を使い果たしたのだろうか。その場にくずおれ、悪霊の黒い影に吞みこまれる。

　ユーゴが、パッとこちらを見上げた。紫むらさきの瞳ひとみは間ま違ちがえることなく、シャロンの瞳を真っ直すぐに射い貫ぬく。

　──一瞬、時が止まったように感じた。彼の唇くちびるが、「アニー？」と動くのまでが見えた。

「殿下！　ドニ公爵が、呪のろいの〈鍵〉を持っています！」

　シャロンの叫びに、ユーゴも、従者と剣を交えるリオンとエドも、同時に公を見やった。

　黒い煙に巻かれた公は、笑っているようだった。身をのけぞらせ、ぎらぎらと瞳を光らせ呵か々か大笑する彼は、黒い霧きりのような悪霊たちよりも、悪霊じみている。

　シャロンは鳥とり肌はだを立てたが、怖おじ気づいたのは、シャロンだけじゃなかった。城の窓から白い顔がいくつも、不安げに公を見下ろしている。

（亡ぼう霊れいたちだわ！）

　異常な事態に気づいて、隠れ場所から出てきたのだろう。彼らは、公と、遠くのシャロンを交こう互ごに見比べる。どうすればいいのか分からないのだ。

　嵐あらしのように暴れ狂くるう悪霊の体当たりを受けて、城壁がぼろぼろと削けずられていく。庭の木々もなぶられ、植え込みは吹き飛ぶ。あそこにはアニーの大切なバラがあるのに。

「ひどい……！」

　庭土が剝はがれ、巻き上がり、バルコニーの支柱が折れる。レンガのアーチが、音をたてて崩くずれる。東あずま屋やは完全に倒とう壊かいした。亡霊たちの大切な城が、家が、壊こわされていく。家政婦長が悲鳴を上げて頭を抱かかえ、執しつ事じが窓に張り付く。

「やめて!!」

　自分じゃない何かが、突つき動かすようだった。

　シャロンは、いやアニーは、金色に波打つ髪かみを嵐に舞まいあげながら、城壁に立ち上がった。

　怯おびえる亡霊たちの目に勇ましく映るよう、両手の支えもなく城壁の一番上に立ち上がり、吹き飛ばされそうな黒霧の大おお嵐あらしの中、胸を張り、雄お雄おしく顔を上げる。

「皆みんな、出てきなさい！　わたくしたちの家を、守るのよ！」

　舞いあがる蜂はち蜜みつ色の長い髪。濡ぬれて白く輝かがやく美しい面おもてに、力強い光を宿した蒼あおの双そう眸ぼう。

　塔に立ちはだかる亡き主人を、亡霊たちが一いつ斉せいに見つめた。彼らの目に力が宿る。

　家政婦長が、窓から飛び出した。そして執事が。彼らはまっすぐに悪あく霊りようたちの坩堝るつぼに飛び込んでいく。その後に続く、一人、二人、三人、数十人の使用人の魂たましいたちが、黒い霧に正面から向かい、次々に追い散らしていく。

　亡霊たちの助けを得て、薄うすらいだ悪霊の壁かべをユーゴが突とつ破ぱした。ドニ公の目前に立った彼は、剣を前に構える。

「叔父おじ上うえ、〈鍵〉を出していただこう！」

　風に流れる細い雨が、二人の頰ほおを濡らしている。公は嗤わらった。

「ふふっ、〈鍵〉をよこせ、か。これが必要ということは、お前の呪いはまだ解けきってはいないわけだ。ならば交こう渉しようしようか、我が甥おいよ」

「交渉だと？」ユーゴはいぶかしく眉まゆを寄せ、己おのれの叔父を凝ぎよう視しする。

「鳥とり籠かごへ戻れ、ユーゴ。シャルル・アルヴィエは、私が隠かくしている」

　ユーゴは剣をふりかざす腕うでを、ぴたりと静止させた。

「お前が甘んじて呪じゆ詛そを受けなおすと言うのなら、彼は生かしておいてやる。だがそうでないなら、かわいそうに、彼は死ぬことになるぞ。──呪いを解くための〈鍵〉か、シャルル・アルヴィエの命か。どちらか選ぶといい」

　公はいかにも楽しそうに口の端はしを吊り上げた。

「さあ、ご明断を。王太子どの？」

「叔父上……！」

　ユーゴの気配が、怒いかりに燃えた。一方でシャロンは狭間から身を乗り出す。

　馬ば鹿かな、自分はもう脱だつ出しゆつしている。人ひと質じちになんてなるはずがない。

　シャルルは無事です、と声を張ろうとした。だが公の黒い眼まなこが、遠く離はなれたシャロンの瞳を、確かに貫つらぬいた。その眼は「黙だまっていろ」と言っている。にんまりと吊り上がった、唇。

（彼は、私がシャルルと知っている？）

　直感して、シャロンは動きを止めた。

（……なら、私にも、脅おどしをかけてるんだ。殿下を取るか、実家の存続か）

　そうだ。彼はいつでも、アルヴィエ家から爵しやく位いを奪うばい取ることができる。公を敵に回せば、彼が失しつ脚きやくしないかぎりは、アルヴィエ家の未来は彼の掌しよう中ちゆうだ。

　いや、ユーゴの解かい呪じゆが叶かなえば、公の実権は剝はく奪だつされるか？　だがユーゴと現王陛下は折り合いが悪い。もし陛下が、政治的な実権を取らせるのを、ユーゴではなく公に望んだら？　その時は、解呪を終えても、ユーゴの存在は抹まつ殺さつされたままだ。

　この状じよう況きようで、ユーゴの側につくのは賭かけだ。浮うかんでくる先祖や街の人たちの顔が、シャロンの唇を固く貼はり合わせてしまう。自分のこの口で、家族を裏切れない。

（でも、この取り引きはそもそも不成立よ）

　ユーゴはここで〈鍵〉を逃のがし、ただの使用人の無事を取るなんてマネはしない。三年も待ったチャンスなのだ。──なのに。ユーゴは黙もくしたまま動かない。

「……殿下？」

　遠く、濡れた黒ブル髪ネツトの横顔を見つめた。

　ユーゴは、ゆるゆると剣けんを持つ腕を下ろしていく。シャロンは青ざめた。

（なんで!?　殿下、シャルルなんて捨てて、〈鍵〉を取り返さなきゃでしょう!?）

「殿下！　シャルルは、」リオンが離れた場所から声を上げる。だが言い止さした彼にまとわりついた悪霊が、邪じや魔まをして言葉を継つがせない。

「いい、お前たちも手を出すな！」ユーゴは完全に剣を下ろし、腕で二人を制した。

　公は嗤った。そしてユーゴの手を取ろうとする。ユーゴは黙して剣を投げ捨て、公の求めるままに腕を差し出した。公の指輪から、黒い炎ほのおのようなものがチラチラと噴ふき出している。

「ひとまずのツナギだ。後でちゃんと、魔ま術じゆつ師しに呪詛をかけなおしてもらおうな、ユーゴ」

　黒い炎の蛇へびが、ユーゴの指先を這はい舐なめようと伸のびていく。

　シャロンは不ふ吉きつな予感に肝きもを冷やした。

　こんなのダメだ！

「やめて!!」

　シャロンの叫びに、ユーゴがこちらを見上げる。

（皆、ごめんなさい！）

「殿下！　シャルルは、ここに居ます！」

　紫の瞳が、大きく見開いた。

「だから、シャルルより自分を守って！　──あなたは、大切な方です！」

（国にとっても、私にとっても！）

　直後、ユーゴは腕を突き出し、右みぎ腕うでで公の襟えり首くびを摑つかみあげた。ぐっと苦く悶もんに顔を歪ゆがめる公を、凍いてついた夜の欠片かけらのような目が、厳しくねめつける。

「〈鍵クレ〉を、叔父上。虫けらのように捻ひねり殺されるか、王族の誇ほこりをもって裁きを受けるか。どちらがお好みです？」

　公は、呻うめきながら懐ふところへ手を入れる。そしてゆるゆると取り出したのは、木の小箱。

　──〈鍵〉だ！　小箱が、ユーゴの左手に置かれた。

「よかった……！」

　シャロンが思わず息を漏もらした、その瞬しゆん間かん。
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　公の指輪から、炎が噴き出した。その火は瞬またたく間に黒い炎えん蛇じやとなり、小箱を蹂じゆう躙りんする。ユーゴは己の手に目をやるが、その手の内には、一いつ瞬しゆんにして燃え尽つきた灰が残るばかり。

　──手がかりが、消えた。

「フフッ、ハハハハハッ！」

「叔父上……！」

　ユーゴに投げ捨てられた公は、地面に尻しりをつき、肩かたを揺ゆらして笑い出した。どこも見ていないような虚うつろの目。ぞ、と冷たいものがシャロンの背を撫なでた。やはりどこか狂ってる。

　脳のう裏りに、血の守りもいつ負けるか分からないという、あのエドの言葉が蘇よみがえった。あんな禍まが々まがしい指輪をはめていたのなら、公だってずっと危険と隣となり合わせだったはずだ。まさか公が、魔術師の手の内で転がされてたなんてことは──ないだろうか。

「交渉材料は出し尽くしましたね、叔父上。ならば、もう終しまいにしましょう」

　ユーゴは公の指から、魔術師の指輪を引き抜ぬいた。

　途と端たん、公は気を失って、その場に打ち倒れた。周囲を覆おおい尽くしていた黒い影かげも、一斉に地面に沈しずみ込み、普ふ段だんどおり、薄うす黒ぐろい煙けむりのようにモヤモヤとわだかまる。

　悪霊と格かく闘とうしていた亡ぼう霊れいたちは、安あん堵どの笑えみを浮かべ、シャロンのほうを見返りながら、静かに城へ戻もどっていった。




　ユーゴはリオンの肩から外した飾フラン緒ジエールで、公の手首を拘こう束そくする。

　シャロンは唇くちびるを嚙かんだ。雨に濡ぬれそぼつ彼を見るのが、辛つらい。

　彼のところに行こうとして、ハタと気づいた。

「わ、私、今、どこに立って……!?」

　一気に血が下りた。はだしの足もとは、濡れたレンガ。しかも塔とうのてっぺんの、壁の、その上。真下はまさに奈な落らくの底だ。ユーゴたちの姿が、急に豆まめ粒つぶのように小さくなった。

　公をリオンに引き渡わたしたユーゴが、こちらを見上げる。

　濡れた前まえ髪がみを搔かきあげる彼の、その紫むらさきの瞳ひとみ。

　高所の恐きよう怖ふに凍こおりつきながらも、シャロンの頭に、あの一節が思い浮かんだ。




　若人わこうどたちのなかの愛いとしい貴方あなたは、森に立つ、林りん檎ごの木のよう。




　私もこの歌と、アニーと同じだ。この人がどこに居ても、紫の瞳に吸い寄せられてしまう。

（それってもしかして。私も、アニーさんと同じ想おもいを？）

「ちっ、違ちがう！」

　相手は国の王太子殿でん下かだ。しかも彼にとっての自分はシャルルだし、この女装姿だってアニーと認にん識しきしているし、それに、それに。首を左右に振ふろうとして、足が、滑すべった。

「きゃっ！」

　狭間クレノーから、体が宙に放ほうり出される。ゾッとすると同時に思い切り体をひねり、狭間のレンガに手を引っかけた。だが雨に濡れたレンガは取りつく島も無い。手のひらは容よう赦しやなくズルズル滑すべり、もう摑んでいられない。宙ぶらりんの足をもがいても、どこにも置き場がない。

「きゃ、きゃあああっ！」

「アニー！」

　ユーゴの声！

「持ちこたえろ！」と叫さけぶ彼の声が近づいてくる。

　横よこ殴なぐりの風にドレスがぶわりと風をはらんだ。その勢いに、シャロンの体は完全に宙に投げ出される。内臓が浮き上がる感覚。

　その後は、よく分からなかった。

　誰だれか男の人の必死な声が、自分じゃない名前を叫ぶ。背中を覆われる感かん触しよく。急に落下の速度が緩ゆるくなる。え、と目を開けると同時、バキバキバキッと凄すさまじい音。

「……うっ、うう」

　折れ飛んだ小枝が、頭の上に落っこちてきた。見上げれば、上は雨空。シャロンは積み上げられた枝束の中に、すっぽりとハマッていた。

（い、生きてる？）

　巣から顔を出す雛ひな鳥どりのように、シャロンは恐おそる恐る、周囲を見み渡わたした。

　ドレスの裾すそをたくし上げた素す足あしは傷だらけ泥どろまみれだが、ちゃんと動く。両手両りよう脚あし共に、骨が折れたりなんてことはない。でも、背中がやたらと柔やわらかく温かいのはなぜだろう。

「…………亡霊にも、触ふれることができるのか」

　真下から、声が聞こえた。

　バッと振り向くと、ユーゴが、シャロンの下した敷じきになっている。

「殿下！　お怪け我がは！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。エドを褒ほめてやらないとな。この枝木のおかげで、掠かすり傷ですんだ」

　ユーゴの手が伸びてきて、シャロンの指先にそっと触れた。最初はなにか畏おそれるように。次は、しっかりと。シャロンは猫ねこのように全身の毛を逆立て、彼の腹の上から飛びのこうとした。が、優やさしく手を捕つかまえられて、身動きが取れない。

「あなたは本当に亡霊なのか？　肉体があるとしか思えない」

　え、とシャロンは動きを止めた。まだ、自分のことを亡霊と思っている──？　でもさっき、「シャルルはここに居る」と叫んでしまったのに。

　……いや。思い返せば、あのセリフは、シャルル本人だと認めたわけでなく、自分がシャルルを見つけて、保護しているという意味にも取れるじゃないか。

（なら、シラを切りとおしてやる！）

「ぼ、亡霊は遺のこした想いが強いと、人に触れられるほどの力を持てるんですっ！」

「そうなのか。──だが、さっき城の亡霊たちは宙を泳いでいた。俺は君が落ちそうなのを見て、とっさに駆かけつけたが。考えれば、あなたも飛んで降りられたんじゃないのか？」

　彼の言うとおりだ。本物だったら塔から落ちてもフヨフヨ浮ういていられる。

「……その湖の瞳の色。他ほかに、身近に見た気がするんだが」

　間近に見つめてくる、紫の瞳。冷や汗あせがしとどに噴き出した。はたと気づき、ずり落ちかけていた頭のベールを、サッと顔に掛かけなおす。

「わ、わたくしは、アニー・モローですわ。そうでなければ、城の亡霊たちは、わたくしの言う事を聞きませんもの。塔から落ちたのは、飛べるのを忘れてしまって、うっかり落ちただけでっ」

「忘れて、うっかり」

「そうです。うっかり」

　ユーゴはクッと笑った。その飾かざらない笑い方に、シャロンの心臓は跳はね上がる。

「た、助けてくださってありがとうございました。そろそろ下りさせてくださ、」

　腰こしを浮かせかけたシャロンを、ユーゴの腕うでが強く引き寄せた。

　そのまま背中に手を回される。彼の息がうなじにかかる。シャロンは全身を真っ赤にして、腕の中をもがいた。
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「ななななんですかっ!?」

「すまない、ついうっかり、抱だきしめてしまった」

「そ、そんなうっかり、認めません！」

「俺はあなたのうっかりを認めたんだから、あなたも認めてくれ。──理由はどうあれ、あなたを抱きしめられるというのは、素す晴ばらしいことだね」

　背中に、くつくつと笑う彼の息の感触。シャロンは自分の首筋まで赤く染まっているのを自覚しながら、あまりの動どう悸きに気を失いそうになった。

　どうしよう、抱きしめられて、嫌いやじゃないのだ。
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　騒さわぎから、三日。

　紅茶のポットを傾かたむけるシャロンを、三人の男が眺ながめている。彼らは、まだどこか疲つかれの抜けきらない顔だ。

　昨日は王城の勅ちよく使しが公を引き取りに来て、慌あわただしく気の休まる間のない一日だった。

　公は、黒い指輪を魔ま術じゆつ師しとの繫つながりの証しよう拠ことされ、王城に身み柄がらを移された。王太子の命を狙ねらったことが明るみに出た今、彼の王位継けい承しよう権は、即そく日じつ、剝はく奪だつされたそうだ。裁判の後に監かん獄ごくへ送られることになるだろう。

「解かい呪じゆのほうは、また一からやりなおしになっちまったな」

　エドは、公の指輪に刻まれた呪じゆ文もんを紙に書き写しながら、息をつく。

「残念だが、しかたないな。叔父おじ上うえは今のところ、魔術師の居所は知らないと言い張ってるらしい。だが連れん絡らくを取る手段を持っているのは分かったしな。希望はある」

　ユーゴはエドの写した古代神語の文字を眺めながら、自分の首の、呪のろいの痣あざのあるあたりを手のひらでさすった。

　と、剣けんを磨みがいていたリオンが、ふと顔を上げた。

「殿でん下かの呪いなんて、どうでもいい話は置いといてですね。シャルルはいつまでココにいるんです？」

　リオンの言葉に、シャロンは「へっ？」と首を傾けた。

「私は殿下に雇やとわれなおしてますから、引き続き続投ですけど。シャルルは雇い主がいなくなったんですから、もう帰ってもいいんじゃないですか？」

「………………なるほど」

　今さら思い至って、シャロンは頷うなずいた。確かにユーゴと交かわした契けい約やくも、「一年間の衣食住を保障する代わり、使用人働きする」という旨むねだった。公からの褒ほう賞しようがなくなった今、城に留とどまる理由はない。必然、衣食住も要らない。なら、すぐにでも帰っていいということだ。

「シャルル、お前、帰るのか」

　エドが羽根ペンを滑らす手を止め、顔を上げる。

　シャロンは首をぐるりとユーゴに回した。

「殿下。ドニ公こう爵しやくが領地を返へん還かんすることになった場合、ウチの借金はどうなりますか？」

「次の領主が引き継つぐことになるな」

「その方は、もうお決まりなんでしょうか」

　ユーゴは落ち着き払はらって、優ゆう雅がに紅茶のカップを持ち上げた。

「俺だ」

「「「えっ」」」

　三人の声が重なった。

「叔父上を捕とらえた褒賞をくれと陛下に交こう渉しようしたら、返還させた領地の三分の一ほどをもらえてね。特にアルヴィエ領なんて貧びん乏ぼうな土地はいらんと、簡単に手放してくださった」

　君、貧乏でよかったなと、片目をつぶってみせるユーゴに、シャロンは絶句だ。

「じゃあ、今後借金は、殿下にお返しすることに!?」

「そうだな。よろしく頼たのむ、シャルル・アルヴィエ。だが、もし俺の呪いを解くことができたなら、その時は借金と、今年の税金をなかったことにしてやろう。もちろん、解呪に取り組む間、この城での家事炊すい事じの給金も支給する。君、今、領地を誰だれかに任せてきてるんだろう？　その金で、もうしばらく雇いなおせ」

「それって、ドニ公爵よりも好条件じゃないですか！」

「サインをくれるかな。本日中に契約すれば、たまの里帰りも許可する特典つきだ」

　ユーゴは上ジユスト衣コールの懐ふところから、最初に血判を捺おさせられた、あの契約書を取り出した。その下の方に、すでに今しがた彼の言った条件が付け加えられている。

（用よう意い周しゆう到とうな！）

　この悪徳王子にはやられっぱなしだ。

　シャロンは息をつき、覚かく悟ごを決めて羽根ペンを動かした。

　シャルル・アルヴィエとつづったところで、それを見守る三人の男はなんとはなしに安心した表情で、カップをすすった。

　くやしいから、こんな契約をせずとも居残ろうと思ってただなんて、教えてやるものか。

　ユーゴはシャロンの焼いたタルトをかじりながら、唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「ところで、君のところの小麦だが。近いうち、少しは高く売れるようになるはずだよ」

「え？　どういうことです？」

「叔父上のように、各領主が独自に他国との取り引きをやってると、今回みたいに問題になりがちだからね。国が間に入ってストッパーになる……つまり、関税率を国が一律に定めて、国の産業を保護しなければとは、前々から考えてたんだ。その法を施し行こうするのに邪じや魔まなのが、貿易で儲もうけてるドニ公だったわけだが、今回、ありがたくも自じ滅めつしてくださった。他の大領主からは、すでに了りよう解かいを取り付けてある。なかなか首を縦に振ふらないところには、悪霊王子オレが直々に説得に行くと手紙を書いたら、皆みんな大おお慌あわてで色よい返事を寄よ越こしたぞ」

　それはほとんど脅きよう迫はくじゃないか。この人は、沈ちん鬱うつに引きこもってるフリをして、呪いつきというその立場まで、交渉に利用していたのか。なんという抜ぬけ目なさだ。

「間もなくセルパンからの安い麦は、国内のとほぼ同価に調整されるはずだ。貧乏なアルヴィエ家も、少しは持ち直すだろう」

　開いた口のふさがらないシャロンに、ユーゴはにこっと笑ってみせる。

「俺は、優やさしい王子さまだろう？」

（……本当に、この人は）

　シャロンは彼の皿に、ベリージャムのスコーンと、温めたレーズンのティーケーキにたっぷりのバター、それからレモンバームのクッキーを山のように盛っていく。だって、どう感謝を表せばいいのか分からないのだ。

「私は、あなたの呪いが解けるまで、ご一いつ緒しよさせていただきます」

　水色の瞳ひとみを正面から向けると、ユーゴは会心の笑えみで頷いた。

「よかった。寂さびしくなくなるな」

「なるべく早く解呪しましょう。ですから……、王城へ戻もどること、諦あきらめないでくださいね」

　公がシャルルを盾たてに取ったとき、ユーゴは剣を下ろした。あの時のショックが忘れられない。そこまで自分を大切にしてくれたことは嬉うれしいが、肝きもが冷えた。

「ハハ、心配しないでくれ。叔父上に君の身柄を盾に取られたときも、諦めたわけじゃない。一度退ひいても、魔術師が呪じゆ詛そをかけ直しに来てくれるなら、それもまた好機と思ったんでね」

　……転んでもタダじゃ起きないということか。

　公もさぞ、この賢さかしい甥おいっ子を持て余したことだろう。テーブルの上に、公が摘つんできたバラがまだ飾かざってあるのが、なんとも皮肉だ。

　ふいにユーゴが花か瓶びんから一輪を引き抜いて、シャロンの銀の髪かみに挿さした。

　こめかみを掠かすめた彼の指に、シャロンはびくりと体を硬こう直ちよくさせる。

「この花は、まだ嫌きらいか？」

「い、いえ」

　真っ赤に染まった顔で首を横に振る。嫌いというより、アニーとしてガラス越ごしに触れられた、あのキスを思い出し、いたたまれないほど恥はずかしくなる。

「どこかのご令れい嬢じようみたいに似合うな」

「わ、私は、男です！　失礼ですよ！」

　慌あわてて髪から花を外してしまって、シャロンははた、と気がついた。

　そうだ。シャロンのバラのめしべは、染せん料りようだけじゃない。希少な香こう辛しん料りようになると聞いた。鼻を近づけてみると、確かに刺し激げき的なのに甘い、不思議な香かおりがする。

　思いついて、二杯はい目のポットに引き抜いためしべを落としてみた。

「何をしたんです──？」

　興きよう味み津しん々しんにのぞき込んでくるリオンのカップに、しばし蒸むらしたそれを注ついでみた。さっきより黄色い色が強い。立ち上る香りに、リオンは金茶の目を輝かがやかせた。

　一口、カップに口をつけ……、彼はその場に飛び上がった。

「シャルル！　これです、これ!!　全く同じだ！　君はすごい人だ！」

　激しく飛びつかれ、熱く堅かたい抱ほう擁ようを受け、ついでにほっぺたをグリグリ押しつけられる。息ができずに「ぐええ」と呻うめくと、ユーゴが引きはがしてくれた。

　ぺいっと放ほうり投げられたリオンは、紅茶のカップを両手で高々と掲かかげ、故郷ジョワイユーズの思い出を熱く語り出す。親友が淹いれてくれたお茶がどうの、その人がくれた馬がどうの。

「ああ、まさにこの味だ！　あの人が淹れてくれたお茶！」

　話が止まりそうにないので、シャロンが自分のカップにもお茶を注いでいると、エドが視線を寄越した。ぱちりと目が合って、シャロンは喉のどを詰つまらせる。

「あの……、エドさん。ごめんなさい。私、実は、エドさんが神しん殿でんの手先じゃないかって、疑ってしまったんです。殿下は、ちゃんとあなたを信じてたのに」

　エドは大だい丈じよう夫ぶだ、と言ったユーゴの言葉。うがって考えなくても、そのまま信じればよかったのだ。

「ああ？　まぁ、しかたねぇな。神殿に俺の籍せきがあるのは事実だ。だが、殿下が俺を信じてたってのは意外だな」

「ん？　意外なことじゃないさ。エドについては、確信があったからな」

　確信──？　首を傾かたむけたのはシャロンだけじゃない。エド本人も、いぶかしげにユーゴを見やる。

　と、ユーゴはテーブルに身を乗り出し、神官服のローブの下へ手を突つっこんだ。驚おどろいて身を仰のけ反らせるエドの胸むな元もとから、ユーゴはいたずらな顔で何かを引き抜く。

「エドが毎朝毎晩、城を抜け出して森に行くのは、さすがに俺も不ふ審しんに思ったんでね。悪いが、エドが城に来て早々、リオンに後を付けさせた」

　エドは絶句して、酸素を求める魚のように、口をぱくぱく開閉する。

「すると驚いたことに、この巨きよ体たいの悪人面づらが、満面の笑みで小動物にエサをやっているそうじゃないか」

「ど、動物っ!?　エサッ!?」

　シャロンがぐりっと首を回すと、エドのしかめっ面が、見る間に赤く染まっていく。赤い髪よりも赤くなった顔を大きな手で覆おおい、エドは残った手で、ユーゴから麻あさのエサ袋ぶくろを奪うばい返した。

「悪わりぃかよ！　そもそも、俺が中央神殿なんてシチめんどくせぇ組織に所属してんのも、森の動物を保護するためだ。神殿の権力があれば、古代遺い跡せきの調査を名目に、森に保護区を広げられんだろ。近ごろはあっちこっちの領主が、森を切り開いてどんどん畑にしちまう。鹿しかやらウサギやら、居場所がなくなってかわいそうだからよ」

「ど、動物たちのために、神殿に──？　エ、エドさん、最高にイイ人じゃないですか」

「うるせぇっ。動物が好きで、なんか文句あるか！」

「ないですっ！　ないですけどっ、私、エドさんが森でこっそり、神官の方と会ってるのを見てしまったんです。それで、ますます疑ってしまったんですが」

　でもエドは、公と対たい峙じしたとき、ユーゴを選んだ。あの密会は何だったのだろう。

「お前、よく見てんなぁ。確かに、ありゃ神殿の密使だ。けどな。俺がこの城に派は遣けんされたのは、『殿でん下かの呪のろいを解け』って名目だ。命令どおり、今も殿下の痣あざの解読を進めてる。密使のやつらは、解かい呪じゆなんていいから、殿下の寝ね首くびをかけだとか、城ごと燃やせだとか、さんざ勝手なことをほざいてたがな。そのたび、うるせぇ帰れ、そんなの仕事にねぇって追い返してやった。あいつらが来ると、せっかく餌え付づけした動物たちが逃にげるから、本気で迷めい惑わくだ」

「ハハ、実は同じ場面を俺も目もく撃げきしたが、それはそれは恐おそろしい魔ま王おうの形相だったぞ。密使の神官も、ここに来るのは気き鬱うつだったろうなぁ」

　…………つまり。シャロンが目撃したのは、その暗殺をせっつく密使を、エドがすげなく追い返した場面だったのか。盛大にカン違ちがいしてしまった。こんなにイイ人はいないというくらい、とことんイイ人だったのに。

「疑って、ごめんなさい」

　深々と頭を下げると、エドは少しだけ笑ってくれた。

「ここまでのお前の働きぶりで、そんなのはチャラだ。危ねぇ場所だから帰れって警告しても帰らねぇしよ。だが結局、お前の胆たん力りよくのが勝ってたな。心配することもなかったぜ」

「し、心配？」

　シャロンが絶句すると、エドはいつものあの、刃は物もののような眼めをシャロンに向ける。

「ああ。この目つきは、地顔だ。本の読みすぎで視力が弱くてよ。じっと見つめようとすると、睨にらんだようになるみてぇだな。すまん、やっぱり怖こわがらせてたか。参ったな」

　頭に大きな、温かい手のひらが置かれる。わっしゃわっしゃと、それこそ小動物にするように毛を搔かきまぜられて、シャロンはもう言葉もない。

「それにしても、エドは、神殿と俺への敬愛の板ばさみで、頭が痛かっただろう」

　寝首をかかれるところだった当人はニコニコと笑んで、皿からひとつ、レモンバームのクッキーをエドの皿に載のせた。

「お前の『思いやり』に感謝しておこうか。この香り、頭痛に効くらしいぞ」

「気持ちワリィこと言うんじゃねぇよ。俺は、自分の信しん仰こうと動物愛に従っただけだ」

　むっつりとクッキーを食はんだエドは、「そういえば」とシャロンに首を回す。

「俺も聞いていいか。不思議だったんだが、あの騒さわぎの間、シャルルはどこに居たんだ？」

「わっ、私はっ──」

　いきなり矛ほこ先さきが向いて、シャロンは泡あわを食う。騒ぎの間……は、まさにその渦か中ちゆうにいたが、そうか、あの時はアニーの姿をしていたのだ。

「ええと、衣い裳しよう部屋のクロゼットに閉じこめられたのを、アニーさんに助けていただいて。その後、気絶してしまったみたいで、よく覚えていません」

「へぇ。あのすげぇ騒ぎの中で、よく起きなかったな」

　感心するように言われて、シャロンは苦笑いするしかない。

　と、ユーゴがくすくす笑った。

「じゃあシャルルは、あの凜り々りしいアニー嬢じようの奮ふん闘とうを見ていないんだな。塔とうの頂上からすっくと立ち上がり、亡ぼう霊れいたちの指揮をとり──。まるで女騎き士しのような気高い美しさだったぞ。君も失神なんてしてないで、彼女の勇ゆう猛もうさを見習うといい」

　彼は立ち上がりざまに、ぽん、とシャロンの肩かたを叩たたく。ついでに手に何か握にぎらされた。彼はひらひらと手を振ふって、そのままダイニングルームを出ていってしまう。

　手を開けば、そこには藍あい色いろの石がついた、あのクラヴァットピン。ドニ公の上ジユスト衣コールに苦し紛まぎれにさしたあと、なくしてしまったと思っていた。

「──殿下！」

　シャロンは彼の後を追った。

　彼は隣となりのホールの奥で、ちょうどバルコニーに出る扉とびらを押し開けたところだった。

　ふわりと澄すんだ風が流れ込んでくる。彼の黒くろ髪かみが揺ゆれ、紫むらさきの瞳ひとみがこちらを振り返る。

　シャロンの心臓は早はや駆がけて、なにも言えなくなってしまった。言葉もないまま歩み寄り、彼に並んで手すりにもたれ、庭を見下ろした。

　悪あく霊りようたちが荒あらしたせいで、せっかくの庭も草木は折れ、レンガは落ち、ひどい有様だ。

「あの。殿下、この庭にハーブをいろいろ、植えてみてもいいですか」

　すぐに城を出るつもりだったから、自分で庭いじりをするのはやめようと心に決めていた。ハーブと一いつ緒しよに、自分まで根付いてしまいそうだったから。でも、今なら──。

「もちろん構わないよ。君の好きにしてくれ」

　彼はシャロンの意図を解したのだろうか。微ほほ笑えみに、嬉うれしげな色が滲にじんだ。

「おや。あんなところにも、シャロンのバラがあったんだな」

　ユーゴの指さすほうを見下ろすと、バラの植え込みの中に、紫の花がちらりと見えた。そうか。囲むように生えていたツルバラが、大切なその一輪を、守ってくれたのだ。

（よかった。無事だったのね）

　愛の喜びという意味の、あの紫の花。眺ながめていると、ユーゴが隣でぽんと手を打った。

「そういえば、解呪の方法で試ためしていないものがあったな」

「え？　じゃあ、すぐにでも試しましょう！　できることは何でもしていかないと！」

　意気込むシャロンに、彼はマジメくさった顔つきで、うむ、と頷うなずく。

「そうだな。古来ゆかしい伝統の方法だが、なかなかチャンスがなくてな」

「どうすればいいんです？　早さつ速そくやってみましょう！」

「真実の愛を込めたキス。昔語りの王道だろう」

「………………はっ」

　思わず鼻で笑ってしまった。早速やってなるものか。

「夢見たこと言ってないで、もっと真しん剣けんに考えてください」

「何を言う。俺は真剣だぞ。彼女とは丁てい寧ねいに交際を重ねていって、いつか愛を込め、口づけを交かわさせてもらおうと思っている」

「なっ」

　絶句した。彼には、そういう相手がいたのか。いや、すでに成人した一国の王太子だ。婚こん約やく者がいないほうがおかしい。そう理性は割り切ろうとしているのに、じくじくと胸が痛い。この胸の疼うずきはなんだろう。やはり悪霊の影えい響きようにちがいない。

「しかし、そのキスは、相手が亡霊でも有効かな」

　ユーゴの口から漏もれた呟つぶやきに、シャロンは両目を見開いた。

「殿下っ。その、彼女というのは、」

「アニー嬢以外に、誰だれがいるんだ」

　口をあんぐり開けるシャロンに、ユーゴはニッと笑う。

（私か！）

「そ、そんな子供だましな方法で、呪いが解けるわけないでしょう！」

「試してみる価値はあるだろう？　この前はガラス越ごしだったからな。今度は、直に。俺は彼女のことが好きだから、今すぐにでも口づけたいくらいだ」

「すっ、好きって」




「───好きだよ。……好きだ」




　紫の瞳が、なぜだかシャロンを真っ直すぐに見つめ、そして、やけに真しん摯しな声で告げた。

「……ッ!!」

　なんで私を見つめて言うの！　シャロンの首から頭のてっぺんに、赤い色が駆け上る。

「と、彼女に伝えたいわけだが、夜まで会えないな。仕方ない」

「ばっ、馬ば鹿かじゃないですか、亡霊と人間が好きだなんだなんて！」

　シャロンはバッと顔をうつむけた。こういう時、元の髪かみの長さだったら真っ赤な頰ほおを隠かくせるのに、この短たん髪ぱつがうらめしい。それにアニーに言われた言葉なのに、なんでニセモノの自分が赤くなる必要があるのだろう。

「彼女になら取り殺されてもいいくらいだが、ハハ、アニーは、そんなことはしないな？」

　確かめるような目で言われて、シャロンは言葉を吞のんだ。

（まさか、まさか……）

　この人、もう自分の正体に気づいて──？

「そうだ。君にも協力してもらおう。君は、アニーと俺の仲を応おう援えんしてくれるだろう？」

　いたずらっぽい笑えみに、頭が真っ白になった。

「はぁっ!?」

　自分と王太子殿でん下かの恋こいなんて、応援できるわけがない！　アニーはニセモノで、正体は自分で、その自分も兄の名前を騙かたってて──っ。ああもう、ややこしい！

「もちろん応援してくれるよな。俺は君を補ほ佐さ官にしたいほど信しん頼らいしてるんだから」

「えっ」

　シャロンはユーゴを見上げた。彼は、シャロンがまだ手にブローチを握っているのを見て、背をかがめ、手ずからクラヴァットにつけてくれた。

　この人の言動は、たいがい真意が不明だ。でも──この男姿のシャルルを、信頼してくれているというのは、本当なのだろう。

「じゃあこのブローチは、俺と君の、約束の証あかしだな」

「ちょっ、ちょっ、」

「受けとってくれてありがとう、シャルル」

　花と同じ色の瞳が、シャロンを見下ろす。初めて会ったときには、底の見えない妖あやしい瞳に見えたのに。今の彼の瞳は、優やさしくて、甘い。こんな瞳、ズルいじゃないか。言葉が出てこなくなってしまう。

「──覗のぞき見ですか。神学者ともあろうものが、品性が賤いやしいですね」

　リオンの声。

　振り返ると、扉の陰かげ、その長身を隠し切れていない神官服が、ぎょっとした顔で凍こおりついている。その後ろから、リオンがニヤニヤ顔で姿を現した。

「偶ぐう然ぜん通りすがっただけだ！　覗き見なんてしてねぇ！」

「懐なついた子猫シヤルルを奪とられそうで心配なんですよねぇ？　俺のだなんて言わないで、皆みんなで仲良く飼えばいいじゃないですか。私の平和主義を見習ってくださいよ」

「お前の口が、平和を語るかっ！」

　顔を赤くして怒おこるエドに、ユーゴが笑った。

「皆の子猫だと？　聞き捨てならないな、俺のだろう」

　この人たちは何を言うか。シャロンは呆あきれた目で三人を見回し──、気を取り直すように、パン、と両手をたたき合わせた。

「そうそう！　皆みなさん、今日はお手伝いしてもらいたいことがあるんです。殿下は壁かべの補修、エドさんは庭掃そう除じ。私は亡ぼう霊れいたちにお礼のお供えづくりで、厨ちゆう房ぼうにこもります。それこそ猫ねこの手も借りたいくらいなんですから、きびきび動いてくださいねっ」

「私は？」

　リオンが首をかしげる。だが彼が介かい入にゆうすると、城がますます破は壊かいされそうだ。

「リオンさんは…………お茶をいれときますので、ダイニングを死守してくだされば」

　リオン以外が同時に噴ふき出した。

　──笑い声で満ちてるなんて、なんて亡霊城らしからぬ亡霊城だろう。

　シャロンはバルコニーから差し込む光に、顔をあげた。

　私はこの王太子殿下のために、心から仕えよう。

　そしていつか──外で一緒に、あの紫の花畑を歩けたらいい。その頃ころには、この不可解なほどの胸の高鳴りの意味も、分かっているだろうか。

　横顔を見上げると、シャロンのバラと同じ色の瞳が、微笑んでいる。

「そうだ、シャルル。今夜は君、俺の部屋に来なさい。改めてアニー嬢じようを紹しよう介かいしよう。せっかく亡霊と語らえる力を持っているんだから、能力の活いかしどころだものな」

「えっ」

　全身から冷や汗あせが噴き出した。

「俺の恋こい路じを応援してくれるんだろう？　シャルル」

　ユーゴは、約束の証らしいクラヴァットピンを、軽く指でたたいた。その、にっこり笑んだ、有う無むを言わさぬ瞳ひとみ──。

　シャロンはごくりと喉のどを鳴らし、半日後に訪おとずれるだろう試練に、顔を白くした。
















参考：作中「シャロンのバラの歌」　旧約聖書ソロモンの雅が歌か・二章より引用







　あとがき




　はじめまして。または、おひさしぶりです。あさば深み雪ゆきです。

　本作品は、策士の美形王子に振ふりまわされる、苦労人の男装令れい嬢じようシャロンのドタバタ恋れん愛あい奮ふん闘とう劇です。王子にかけられた呪のろいを解けば、実家の子し爵しやく家は借金帳消し！　シャロンは家の命運を背負い、男装姿で王子の暮らす廃はい城じようへ乗り込みます。そこで待っていたのは、手のひらで転がしてくる食えない王子。そしてうすっぺらい笑みを貼はりつけたキケンな騎き士しと、仏ぶつ頂ちよう面づらのコワモテ神学者。彼らと同居し、子こ猫ねこのようにからかわれ愛めでられながらも善戦するシャロンの、砂糖多めのドタバタや駆かけ引き、そして、性別を隠かくす彼女の思おも惑わく外で展開する、すれ違ちがいの恋愛模様を、お楽しみくださいませ。ちなみに、怖こわさやグロさは全くありませんので、ご安心下さい。気軽にお読みいただき、少しでも気に入っていただけたら、最高に嬉うれしいです！

　最後に、謝辞を。素す晴ばらしくカッコいいユーゴ、愛くるしいシャロンを描えがいてくださった、まち先生！　ありがとうございます！　そして、迷めい走そうするプロットから、ここまで導いて下さった頼たのもしい担当さま。校正さま、デザイナーさま、本書に関かかわってくださった皆みな々みなさまに、心から感謝申し上げます。アドバイスと応おう援えんをくれた大好きな友人にも、ありがとう！

　ここまでお読みくださり、ありがとうございました！　またお会いできたら、幸せです。


あさば深雪　　
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